
 

る
〈
語
り
え
ぬ
も
の
〉
と
〈
示
し
う
る
も
の
〉」
に
言
及
す
る

こ
と
か
ら
始
め
た
い1

。
そ
こ
で
は
四
つ
の
発
表
が
お
こ
な
わ

れ
た
が
、
本
稿
で
は
、
渡
辺
光
一
（
関
東
学
院
大
学
教
授
、
以

下
す
べ
て
敬
称
略
）
と
落
合
仁
司
（
同
志
社
大
学
教
授
）
の

発
表
を
と
り
あ
げ
る
。
筆
者
が
知
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
従
来
の
日
本
の
宗
教
間
対
話
研
究
で
は
み
ら
れ

な
か
っ
た
斬
新
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
も

は
ら
ん
で
い
る
の
で
、
コ
メ
ン
ト
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
コ

メ
ン
ト
の
全
体
的
趣
旨
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

も
し
も
対
話
で
使
用
さ
れ
る
普
遍
言
語
が
構
築
さ
れ
れ
ば
、

宗
教
間
対
話
は
い
っ
そ
う
の
進
歩
を
遂
げ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
普
遍
言
語
の
構
築
は
問
題
も
抱
え
て

い
る
。
以
下
で
は
、「
メ
タ
フ
ァ
ー
が
は
ら
む
問
題
」
お
よ
び

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、「
宗
教
間
対
話
に
お
け
る
言
語
の
問
題
」
を
論
じ

る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ま
で
宗
教
間
対
話
の
参
加
者
や
研
究
者

が
あ
ま
り
論
じ
て
こ
な
か
っ
た
視
点
か
ら
の
考
察
に
な
る
。
こ

こ
で
の
考
察
が
、
い
か
に
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
、
宗
教
間
対
話

を
め
ぐ
る
理
論
研
究

4

4

4

4

の
さ
ら
な
る
発
展
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

願
う
も
の
で
あ
る
。

一
、 

日
本
宗
教
学
会
第
六
五
回
学
術
大
会
で
開

か
れ
た
パ
ネ
ル

ま
ず
、
二
〇
〇
六
年
九
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
日
本
宗
教
学

会
第
六
五
回
学
術
大
会
で
開
か
れ
た
パ
ネ
ル
「
宗
教
に
お
け

発
題
Ⅰ   

宗
教
間
対
話
に
お
け
る
言
語
の
問
題

―
―
非
自
然
言
語
を
い
か
に
宗
教
間
対
話
に
と
り
こ
む
か
―
―星

川
啓
慈
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「
宗
教
言
語
の
普
遍
性
を
め
ぐ
る
問
題
」
か
ら
、
普
遍
的
言
語

モ
デ
ル
を
構
築
す
る
さ
い
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

予
想
さ
れ
る
、
二
つ
の
大
き
な
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。
も

し
も
そ
れ
ら
が
ク
リ
ア
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
普
遍
言
語
は
宗

教
間
対
話
の
促
進
に
大
き
な
貢
献
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

渡
辺
と
落
合
の
発
表
は
、
斬
新
さ
ゆ
え
に
な
か
な
か
周
囲

の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
し
、
お
そ
ら
く
理
論
構
築
の

過
程
で
問
題
に
も
遭
遇
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
と
し

て
は
、
こ
の
試
み
に
は
今
日
的
意
義
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

第
一
節　

 

渡
辺
光
一
﹁
人
文
科
学
研
究
に
お
け
る
モ

デ
ル
化
の
意
義
﹂

最
初
に
、
渡
辺
光
一
の
発
表
「
人
文
科
学
研
究
に
お
け
る

モ
デ
ル
化
の
意
義
」
の
要
旨
（
全
文
）
を
紹
介
す
る
（
傍
点

は
す
べ
て
引
用
者
）。

二
〇
世
紀
は
、
宗
教
の
差
異
を
主
因
と
す
る
政
治
的
・
暴
力

的
紛
争
の
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
二
〇
世
紀
は
、

先
進
国
を
中
心
に
急
速
に
世
俗
化
が
進
展
し
宗
教
が
力
を
失

っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
二
一
世
紀
に
よ
り
深
刻
化
す
る
こ

の
二
つ
の
事
象
は
、
一
見
相
反
す
る
よ
う
に
み
え
な
が
ら
も
、

そ
れ
ぞ
れ
を
宗
教
間
の
対
話
の
失
敗
と
宗
教
・
世
俗
間
の
対

話
の
失
敗
で
あ
る
と
捉
え
る
と
き
、
そ
の
本
質
は
宗
教
的
対

4

4

4

4

話
の
失
敗

4

4

4

4

で
あ
る
と
了
解
さ
れ
、
基
本
的
に
三
つ
の
問
題
に

起
因
す
る
。
第
一
に
、
対
話
の
対
象
に
関
す
る
対
話
者
の
認

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

識
能
力
の
限
界

4

4

4

4

4

4

で
あ
り
、
第
二
に
対
話
が
適
切
な
モ
デ
ル
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

そ
の
共
有
に
基
づ
い
て
い
な
い
問
題

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

で
あ
り
、
第
三
に
第
二

4

4

の
問
題
が
第
一
の
問
題
を
悪
化
さ
せ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
4

4

で
あ
る
。

信
徒
が
、自
分
の
認
識
能
力
の
限
界
を
超
え
た「
宗
教
的
真
理
」

を
強
い
て
認
識
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
都
合
の
い
い
考
え
を
集

め
て
「
狂
信
」
し
、
そ
れ
を
集
団
で
増
強
し
て
「
カ
ル
ト
化
」

し
て
も
、
む
し
ろ
自
然
な
帰
結
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
社
会
心

理
学
で
い
う
認
知
的
不
協
和
や
集
団
分
極
化
現
象
な
ど
と
も

関
係
が
あ
る
。
筆
者
ら
の
実
証
研
究
で
も
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
に
関
す
る
日
本
最
大
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
・
ス
ピ
ナ

ビ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
グ
と
心
理
テ
ス
ト
か
ら
、「
他

人
と
共
生
で
き
な
い
人
、
自
分
の
考
え
に
固
執
す
る
人
ほ
ど
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
対
話
す
る
」
と
い
う
統
計

分
析
結
果
を
得
た
。
宗
教
対
立
と
は

4

4

4

4

4

4

、
認
識
能
力
の
低
い
幼

4

4

4

4

4

4

4

4
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児
の
集
団
的
独
語
現
象
や

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
自
分
に
理
解
で
き
な
い
こ
と
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

言
い
争
っ
て
い
る
子
供
の
喧
嘩
と
同
じ
だ
と
も
い
え
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
研

究
者
や
宗
教
者
に
つ
い
て
も
同
様
か
も
し
れ
な
い
。

問
題
の
第
一
は
原
理
的
に
解
決
の
可
能
性
が
無
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
、

認
識
能
力
を
超
え
た
哲
学
的
考
察
や
観
念
的
対
話
に
は
実
際

的
な
効
果
が
期
待
で
き
な
い
。
ま
た
、
筆
者
ら
は
宗
教
教
団

の
教
義
を
非
信
徒
に
読
ま
せ
反
応
を
た
ず
ね
る
実
証
研
究
か

ら
、
宗
教
的
専
門
用
語
へ
の
嫌
悪
感
が
宗
教
的
対
話
の
失
敗

の
有
力
な
原
因
で
あ
る
と
の
統
計
的
結
果
を
得
て
い
る
が
、

こ
れ
は
自
然
言
語
に
依
存
し
た
宗
教
的
対
話
の
限
界

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

を
露
呈

し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、自
然
言
語
で
は

4

4

4

4

4

4「
語
り
え
な
い

4

4

4

4

4

」

こ
と
を

4

4

4

「
示
す
4

4

」
た
め
の
モ
デ
ル
化
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、
第
二
の
問
題
を
解

4

4

4

4

4

4

4

決
し
4

4

、
よ
っ
て
第
三
の
問
題
も
大
幅
に
緩
和
す
る
と
期
待
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

き
る
4

4

。
そ
も
そ
も
、
宗
教
的
言
説
の
対
象
の
多
く
は
、
言
語

を
超
越
し
た
構
造
・
現
象
・
経
験
で
あ
り
、
対
象
は
自
然
言

4

4

4

4

4

4

語
で
記
述
す
る
こ
と
自
体
に
本
質
的
困
難
が
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
宗
教
研
究
の
分
野
で
は
そ
の
殆
ど
が
自
然
言

語
に
よ
る
記
述
で
あ
り
、
た
か
だ
か
素
朴
な
表
や
図
を
用
意

す
る
程
度
で
、
洗
練
さ
れ
た
モ
デ
リ
ン
グ
は
殆
ど
存
在
し
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い4

。
か
か
る
共
有
基
盤
無
し
で
は
、
重
箱
の
隅
を
突
く
対
立

は
不
可
避
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
筆
者
ら
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
宗
教
的

対
話
を
可
能
に
す
る
地
平
と
し
て
、
従
来
の
哲
学
言
語
の
破

綻
を
踏
ま
え
、
よ
り
普
遍
性
の
高
い
モ
デ
ル
化
の
方
法
論

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

を

取
り
上
げ
よ
う
と
試
み
る
。
こ
れ
に
よ
り
宗
教
と
そ
の
背
後

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
存
在
論
を
表
現
し
う
る
な
ら
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
宗
教
間
対
話
は
初
め
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

人
類
普
遍
の
地
平
に
お
い
て
可
能
と
な
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
例
え
ば
、
宗
教

と
存
在
論
に
対
し
て
、︹
星
川
が
展
開
し
て
い
る
︺
言
語
ゲ
ー

ム
論
的
な
研
究
の
蓄
積
の
活
用
、︹
落
合
が
展
開
し
て
い
る
︺

数
理
モ
デ
ル
の
構
成
と
そ
の
解
析
、
形
式
論
理
分
析
の
適
用
、

オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
情
報
科
学
的
な
概
念
記
述

方
法
論
の
援
用
等
々
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
状
態
遷
移
や
証
明
可
能
性
の
観
点
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
存
在
4

4

論
と
実
践
論

4

4

4

4

4

・
認
識
論
の
間
に

4

4

4

4

4

4

、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
モ
デ
ル
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

エ
ア
コ
ン
の
よ
う
な
相
互
コ
ン
パ
イ
ル
を
も
た
ら
す

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
こ
れ
4

4

は
宗
教
間
の
通
約
可
能
性
の
十
分
条
件
と
な
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

）。

た
と
え
ば
、︹
落
合
の
︺「
無
限
論
の
メ
タ
フ
ァ
ー
」
は
、

「
神
仏
な
ど
の
超
越
的
な
存
在
」
は
人
間
の
直
感
的
認
識
を
超
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え
た
崇
高
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
敬
虔
さ
を
、「
神
は
人
知
を

超
え
て
偉
大
で
あ
る
」
と
い
う
自
然
言
語
で
の
記
述
よ
り
も

説
得
力
を
持
っ
て
訴
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
Ｕ
Ｍ
Ｌ
な

ど
の
モ
デ
ル
化
手
法
は
、
企
業
で
Ｉ
Ｔ
専
門
家
と
ユ
ー
ザ
の

認
識
能
力
や
言
語
ゲ
ー
ム
の
差
を
埋
め
る
価
値
創
造
に
利
用

さ
れ
て
い
る
が
、
宗
教
家
と
い
う
専
門
家
と
信
徒
と
い
う
ユ

ー
ザ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
宗
教
で
も
利
用
を
期

待
で
き
る
。
認
識
可
能
な
最
小
限
の
モ
デ
ル
が
明
確
に
共
有

さ
れ
「
な
ー
ん
だ
、
こ
ん
な
こ
と
し
か
分
か
っ
て
な
い
の
か
」

と
気
が
つ
け
ば
、
宗
教
戦
争
・
宗
教
テ
ロ
で
人
を
殺
す
必
要

は
無
く
な
る
だ
ろ
う
。

第
二
節　

 

落
合
仁
司
﹁
哲
学
的
存
在
論
・
宗
教
的
無

限
論
・
数
学
的
集
合
論
﹂

続
い
て
、
落
合
仁
司
の
発
表
「
哲
学
的
存
在
論
・
宗
教
的

無
限
論
・
数
学
的
集
合
論
」
の
要
旨
（
全
文
）
を
紹
介
す
る
（
傍

点
は
す
べ
て
引
用
者
）。

宗
教
は
人
間
を
超
越
し
た
、
人
間
の
言
語
で
は
「
語
り
え
ぬ

も
の
」
を
内
包
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
も
の
が
人
間
の
世

界
に
自
ら
を
「
示
し
う
る
も
の
」
で
な
い
限
り
、
宗
教
は
成

り
立
ち
え
な
い
。
本
論
は
、
宗
教
に
お
い
て
人
間
に
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

「
語4

り
え
ぬ
も
の

4

4

4

4

4

」
す
な
わ
ち
そ
の
何
で
あ
る
か
を
限
定
し
え
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い4

「
無
限
な
も
の

4

4

4

4

4

」
を4

、
数
学
と
い
う
人
間
の
言
語
の
境
界

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
位
置
す
る
表
現
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

「
示
す
4

4

」
試
み
4

4

で
あ
る
。

宗
教
に
お
け
る
「
無
限
な
も
の
」
す
な
わ
ち
神
や
仏
は
、

従
来
哲
学
的
存
在
論
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
来
た
。
わ
れ
わ

れ
人
間
を
始
め
と
す
る
こ
の
世
界
の
存
在
者
は
全
て
「
何
も

の
か
」
と
し
て
限
定
さ
れ
て
存
在
す
る
、
有
限
な
存
在
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
何
も
の
と
し
て
も
限
定
さ
れ
な
い
無
限

な
存
在
そ
れ
自
体
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
存
在
そ

れ
自
体
は
何
も
の
と
し
て
も
限
定
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
否
定
で
あ
る
無
か
ら
も
区
別
さ
れ
え
な
い
。
す
な
わ
ち

無
限
の
存
在
そ
れ
自
体
と
無
は
同
一
で
あ
る
。
ま
た
存
在
者

は「
何
も
の
か
」と
し
て
限
定
さ
れ
た
存
在
な
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
限
定
さ
れ
た
存
在
の
外
部
の
存
在
、
そ
の
存
在
者
の
否

定
あ
る
い
は
他
者
と
し
て
の
存
在
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
他
者
そ
れ
自
体
が
「
何
も
の
か
」
と
し
て
限
定
さ
れ
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
他
者
の
他
者
が
必
然
さ
れ
無
限
遡
行
に
陥
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ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
究
極
的
な
他
者
は
無
限
で

あ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
無
限
の
存
在
そ
れ
自
体
及
び
無

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

限
の
究
極
的
な
他
者
こ
そ
従
来
神
あ
る
い
は
仏
と
呼
ば
れ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

来
た
宗
教
の
根
本
的
な
対
象
に
他
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

無
限
の
存
在
を
神
あ
る
い
は
仏
と
考
え
る
立
場
を
存
在
神

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

論4(O
nto-T

heology)
、
無
限
の
他
者
を
神
あ
る
い
は
仏
と
考

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

え
る
立
場
を
他
者
神
論

4

4

4

4

4

4

4

4

4(A
llo-T

heology)

と
呼
ぶ
こ
と
に
す

4

4

4

4

4

4

4

る4

。
存
在
神
論
は
わ
れ
わ
れ
存
在
者
が
無
限
な
存
在
で
あ
る

神
あ
る
い
は
仏
の
限
定
さ
れ
た
有
限
な
部
分
で
あ
る
と
考
え

る
宗
教
で
あ
り
、
他
者
神
論
は
わ
れ
わ
れ
有
限
な
存
在
者
を

超
越
す
る
無
限
の
他
者
で
あ
る
神
あ
る
い
は
仏
が
わ
れ
わ
れ

に
接
し
て
臨
在
す
る
と
考
え
る
宗
教
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教

カ
ト
リ
ッ
ク
の
ト
マ
ス
や
禅
仏
教
の
道
元
等
は
典
型
的
な
存

在
神
論
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ヘ
ー
ゲ

ル
や
浄
土
仏
教
の
親
鸞
等
は
典
型
的
な
他
者
神
論
で
あ
る
。

従
来
こ
の
二
つ
の
立
場
は
宗
教
の
両
極
的
な
二
類
型
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

鋭
く
対
立
す
る
と
見
做
さ
れ
て
来
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

無
限
は
哲
学
さ
ら
に
は
宗
教
の
対
象
で
あ
る
と
共
に
数
学

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
対
象
で
も
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

。
一
九
世
紀
末
ゲ
オ
ル
グ
・
カ
ン
ト
ル
に

よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
集
合
論
は
、
こ
の
無
限
を
対
象
と
す
る

数
学
で
あ
っ
た
。
い
ま
無
限
の
存
在
を
無
限
集
合
に
よ
っ
て

表
現
す
れ
ば
、
無
限
の
他
者
は
無
限
部
分
集
合
と
し
て
表
現

さ
れ
る
。
何
故
な
ら
他
者
は
無
限
の
存
在
そ
れ
自
体
か
ら
存

在
者
と
し
て
限
定
さ
れ
た
有
限
の
部
分
を
差
し
引
い
た
残
余

だ
か
ら
で
あ
る
。
集
合
論
に
よ
れ
ば
、
任
意
の
無
限
集
合
は

4

4

4

4

4

4

4

4

自
ら
と
同
一
の
無
限
部
分
集
合
を
持
つ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
と
い
う
命
題
は
証

明
さ
れ
た
定
理
で
あ
る
。
こ
の
定
理
に
従
え
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

、
無
限
の
存

4

4

4

4

在
と
無
限
の
他
者
は
同
一
で
あ
る
こ
と
に
な
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
す
な
わ
ち

4

4

4

4

一
見
す
る
と
鋭
く
対
立
し
て
い
る
存
在
神
論
と
他
者
神
論
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

同
一
の
神
あ
る
い
は
仏
を
対
象
と
す
る
宗
教
な
の
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

宗
教
に
お
け
る

4

4

4

4

4

4

「
無
限
な
も
の

4

4

4

4

4

」
を
数
学
的
な
無
限
集
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
し
て
表
現
す
る
こ
と
の
帰
結
は
こ
れ
程
に
も
鮮
や
か
で
あ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

る4

。
日
常
言
語
あ
る
い
は
哲
学
言
語
に
よ
っ
て
は
決
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4「
語4

り
え
ぬ
も
の

4

4

4

4

4

」
が
鮮
や
か
に

4

4

4

4

4

「
示
し
う
る

4

4

4

4

」
の
で
あ
る

4

4

4

4

。
宗

教
の
数
学
的
な
表
現
に
よ
っ
て
「
示
し
う
る
も
の
」
は
こ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
実
は
集
合
論
に
お
い
て
無
限
集
合
の
存
在

そ
れ
自
体
は
、
定
理
を
証
明
す
る
前
提
と
な
る
、
自
ら
は
証

明
さ
れ
え
な
い
、
し
た
が
っ
て
言
わ
ば
信
じ
る
他
は
な
い
公
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理
で
あ
る
。
こ
れ
は
宗
教
の
根
本
的
な
対
象
で
あ
る
神
や
仏

の
存
在
そ
れ
自
体
が
信
仰
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
同
型

的
な
事
態
で
は
な
い
か
。
宗
教
の
数
学
的
な
表
現
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
宗
教
4

4

の
存
立
構
造
そ
の
も
の
を
暴
露
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る

4

4

4

4

。

第
三
節　

渡
辺
と
落
合
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

以
上
が
渡
辺
と
落
合
の
発
表
要
旨
で
あ
る
。
筆
者
は
、「
モ

デ
ル
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
「
メ
タ
フ
ァ
ー
」
と
、「
普
遍

的
言
語
モ
デ
ル
」
が
は
ら
む
「
普
遍
性
」
の
問
題
に
関
連
さ

せ
て
、
コ
メ
ン
ト
を
お
こ
な
っ
た
。

１　

 ﹁
語
り
え
な
い
も
の
﹂
を
﹁
示
す
﹂
手
段
と
し

て
の
メ
タ
フ
ァ
ー
が
は
ら
む
問
題
点

ま
ず
、
本
パ
ネ
ル
で
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
と
は
、
文
学
的
レ
ト

リ
ッ
ク
で
は
な
く
、「〈
語
り
え
な
い
も
の
〉
を
何
ら
か
の
手
段

で
示
す
／
説
明
す
る
た
め
の
〈
開
示
手
段
／
説
明
手
段
〉」
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
メ
タ
フ
ァ
ー

に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
活
発
に
議
論
さ

れ
て
き
て
い
る
が
、
メ
タ
フ
ァ
ー
は
人
間
が
理
解
で
き
る
知
的

領
域
を
拡
張
す
る
た
め
に
必
須
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
今
日
、

多
く
の
研
究
者
が
認
め
て
い
る
。

種
々
の
メ
タ
フ
ァ
ー
論
が
存
在
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
に

共
通
な
も
の
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
メ
タ
フ
ァ
ー
と
は
、「
或
る

も
の
／
領
域
」
と
「
そ
れ
と
は
別
の
も
の
／
領
域
」
と
を
架
橋

す
る
も
の
、
な
い
し
、
そ
れ
ら
の
間
に
あ
る
「
認
知
的
距
離
」

(cognitive distance) 

を
縮
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
の
知
の
領

域
を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
そ
こ
に

は
二
つ
の
「
も
の
／
領
域
」
の
異
質
性
と
同
質
性
を
め
ぐ
る
逆

説
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
た
と
え
ば
「
父
な
る
神
」
と
い
う
メ
タ

フ
ァ
ー
の
場
合
、「
神
」
と
「
人
間
の
父
」
の
間
に
は
、
類
似
性

4

4

4

は
た
し
か
に
あ
る
が

4

4

4

4

4

4

4

4

、
同
時
に

4

4

4

、
歴
然
と
し
た
異
質
性
も
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

と
い
う
こ
と
だ
。

メ
タ
フ
ァ
ー
を
使
用
す
る
限
り
、
ど
こ
ま
で
も
異
質
性
が
残

る
が
、「
語
り
え
な
い
も
の
」
を
可
能
な
限
り
「
示
す
」
た
め
に

は
、
そ
の
異
質
性
／
認
知
的
距
離
を
最
小
限
に
す
る
方
途
が
必

要
と
な
る
。
現
代
に
お
け
る
諸
学
問
の
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

成
果
―
―
本
パ
ネ
ル
で
は
、
と
り
わ
け
数
学
・
論
理
学
・
情
報

科
学
な
ど
の
成
果
―
―
に
よ
っ
て
、「
新
し
い
メ
タ
フ
ァ
ー
論
の
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地
平
」
を
切
り
開
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

２　
 

普
遍
的
言
語
モ
デ
ル
が
は
ら
む
﹁
普
遍
性
﹂
を

め
ぐ
る
問
題

数
学
の
集
合
論
を
宗
教
に
適
用
し
た
場
合
、
価
値
論
や
実
践

論
や
認
識
論
で
は
な
く
、
存
在
論
が
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
な
も
の
に

な
る
、
と
予
想
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
言
語
な
い
し
言
語
ゲ
ー

ム
と
は
独
立
に
「
存
在
」「
存
在
そ
れ
自
体
」
を
把
握
で
き
る
と

い
う
前
提
が
必
要
と
な
る
。

だ
が
、
諸
宗
教
は
伝
統
や
共
同
体
に
根
付
い
た
も
の
で
あ
り
、

個
々
の
宗
教
独
自
の
価
値
観
・
実
践
論
・
認
識
構
造
を
も
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
背
景
に
し
な
が
ら
、
信
者
た
ち
は
そ
の
都
度

の
状
況
に
お
い
て
宗
教
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
す
る
の
で
あ

る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
う
し
た
個
々
の
宗
教
的
脈
絡
／
言
語
ゲ

ー
ム
か
ら
離
れ
た｢

存
在｣

「
存
在
そ
れ
自
体
」
を
把
握
す
る

と
い
う
こ
と
は
か
な
り
困
難
な
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
ら
に
、
た
と
え
普
遍
言
語
を
構
築
で
き
た
と
し
て
も
、
も

し
も
そ
れ
が
存
在
論
に
著
し
く
傾
斜
し
た
言
語
だ
と
し
た
ら
、

宗
教
に
お
い
て
は
掬
い
切
れ
な
い
多
く
の
部
分
が
残
る
、
と
い

う
懸
念
も
な
い
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
宗
教
に
は
存
在
以

外
の
多
く
の
側
面
（
価
値
・
認
識
・
実
践
な
ど
に
か
か
わ
る
側
面
）

が
あ
る
か
ら
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
存
在
論
が
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
な
も
の
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
た
普
遍
言
語
が
実
践
論
や
価
値
論
や

認
識
論
に
結
び
つ
か
な
い
、
と
い
う
の
で
は
決
し
て
な
い
。
反

対
に
、
存
在
論
・
価
値
論
・
実
践
論
・
認
識
論
が
結
び
つ
く
理

論
を
提
示
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
う
し
た
可
能
性
を
具
体
的
に
理
論
化
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
意

義
の
あ
る
研
究
と
な
ろ
う
。

以
上
で
、
渡
辺
と
落
合
の
発
表
と
筆
者
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介

し
た
が
、
二
人
に
は
、
数
学
・
論
理
学
・
情
報
科
学
な
ど
の
成

果
を
宗
教
間
対
話
に
取
り
込
ん
で
「
宗
教
間
対
話
で
使
用
さ
れ

る
普
遍
言
語
を
構
築
し
よ
う
」
と
い
う
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
人
と
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
の
宗
教
間
対
話
は
「
自
然
言
語
」
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

て
き
た
。
そ
し
て
、
二
人
と
も
、
そ
の
限
界
を
痛
感
し
た
が
ゆ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

え
に
4

4

、
右
の
よ
う
な
理
論
構
築
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
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だ
が
、
二
人
の
理
論
で
宗
教
間
対
話
の
す
べ
て
の
部
分
が

カ
バ
ー
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
集
合
論
は
神

や
仏
の
「
存
在
」
に
か
か
わ
る
理
解
が
テ
ー
マ
に
な
っ
た
と
き

有
力
な
言
語
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
集
合
論
だ
け
で
宗
教
間
対

話
が
成
り
立
つ
は
ず
は
な
い
。
た
ぶ
ん
、
モ
デ
ル
化
の
手
法

に
つ
い
て
も
似
た
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

実
際
の
宗
教
間
対
話
は
自
然
言
語
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、宗
教
間
対
話
で
使
用
さ
れ
る
「
自
然
言
語
」
や
「
言

語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
宗
教
」
に
つ
い
て
考
察
を
め
ぐ
ら
す
こ

と
に
よ
っ
て
、「
二
人
の
理
論
構
成
を
い
か
に
宗
教
間
対
話
で

使
用
さ
れ
る
言
語
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
」
に
つ
い
て

考
え
た
い
。

二
、 

宗
教
言
語
ゲ
ー
ム
論
と
宗
教
間 

対
話
の
言
語

第
二
部
で
は
、
現
在
そ
の
必
要
性
・
重
要
性
が
認
め
ら
れ

な
が
ら
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
込
ん
で
い
る
「
宗
教
間
対
話
」

（inter(-)religious dialogue

）
と
言
語
ゲ
ー
ム
と
を
絡
め
て
愚

見
を
示
し
た
い
。
そ
し
て
、
第
一
部
で
紹
介
し
た
渡
辺
と
落

合
の
試
み
に
し
っ
か
り
と
し
た
位
置
づ
け
を
与
え
た
い
。

第
一
節　

予
備
的
考
察

１　

本
発
表
の
根
底
に
あ
る
事
柄

宗
教
間
対
話
の
研
究
者
と
し
て
の
筆
者
の
根
底
に
あ
る
事
柄

は
、
た
と
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
事
態
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
原
始
人
と
み
な
し
て
い
る
人
々
が
神
託
を
仰
ぎ
、

そ
れ
に
し
た
が
っ
て
行
動
す
る
の
は
誤
り
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

を
「
誤
り
」
と
呼
ぶ
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
自
分
た
ち
の
言
語

ゲ
ー
ム
を
根
拠
に
し
て
彼
ら
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
攻
撃
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
彼
ら
の
言
語
ゲ
ー

ム
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
正
し
い
か
、
そ
れ
と
も
誤
り
か
。（
誤

り
で
あ
る
。）（『
確
実
性
に
つ
い
て
』
六
〇
九
―
六
一
〇
節
）

二
つ
の
相
容
れ
な
い
原
理
が
ぶ
つ
か
り
あ
う
場
合
に
は
、

ど
ち
ら
も
相
手
を
蒙
昧
と
断
じ
、
異
端
と
罵
る
。（
同
書
、

六
一
一
節
）

こ
う
し
た
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉
に
対
し
て
、

鬼
界
彰
夫
は
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
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我
々
の
世
界
像
と
他
の
世
界
像
は
ほ
と
ん
ど
共
有
す
る
も
の

が
な
い
。
そ
れ
ら
は
根
底
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

が
世
界
像
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
我
々

の
︹
世
界
像
の
下
で
営
ま
れ
て
い
る
︺
言
語
ゲ
ー
ム
と
他
の

世
界
像
の
下
で
営
ま
れ
て
い
る
言
語
ゲ
ー
ム
は
接
点
の
な
い
、

互
い
に
外
部
に
存
在
す
る
実
践
な
の
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
我
々

が
そ
の
世
界
像
を
「
誤
り
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
彼
ら
に
対
し

て
そ
の
世
界
像
を
変
更
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。
そ
れ
が
誰
か
に
対
し
て
「
誤
り
」
と
言
う
こ
と
の

意
味
で
あ
る
︹
↓
宗
教
に
よ
く
見
ら
れ
る
「
排
他
主
義
」。
キ

リ
ス
ト
教
で
は
、
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の
「
教
会
の
外
に
救
い
な

し
」
以
来
、
連
綿
と
こ
の
伝
統
は
続
い
て
い
る2
︺。
そ
し
て
こ

の
要
求
に
よ
っ
て
我
々
は
彼
ら
が
我
々
と
共
通
の
言
語
ゲ
ー

ム
を
営
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

強
引
に
彼
ら
を
自
分
の
言
語
ゲ
ー
ム
に
引
き
ず
り
込
ん
で
い

る
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
︹
↓
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
ラ
ー

ナ
ー
の
「
無
名
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
と
い
う
考
え
方
に
代
表

さ
れ
る
「
包
括
主
義
」
に
当
て
は
ま
る
︺。
し
か
し
現
実
に
そ

う
し
た
共
通
の
言
語
ゲ
ー
ム
は
存
在
し
な
い
︹
↓
異
な
る
「
宗

教
的
世
界
像
」を
も
つ
信
者
の
間
で
は
対
話
は
成
立
し
な
い
︺。

（『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
う
考
え
た
』
講
談
社
現
代

新
書
、
三
八
九
頁
）

わ
れ
わ
れ
は
、
鬼
界
の
主
張
を
乗
り
越
え
な
い
限
り
宗
教
間

対
話
は
成
立
し
な
い
、
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。

２　

 ﹁
方
法
概
念
﹂
と
し
て
の
言
語
ゲ
ー
ム
と
﹁
事

実
概
念
﹂
と
し
て
の
言
語
ゲ
ー
ム

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
言
語
ゲ
ー
ム
」
論
を
宗
教
研

究
の
分
野
に
応
用
し
て
き
た
筆
者
に
と
っ
て
、
黒
田
亘
の
指
摘
、

つ
ま
り
、
言
語
ゲ
ー
ム
に
は
「
方
法
概
念
」
と
し
て
の
側
面
と

「
事
実
概
念
」
と
し
て
の
側
面
と
が
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
き
わ

め
て
示
唆
的
で
あ
る
。「
宗
教
言
語
ゲ
ー
ム
論

4

4

4

4

4

4

4

4

」
は4

、
ど
ち
ら
か

4

4

4

4

と
い
う
と
前
者
の
側
面
が
濃
厚
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
黒
田
は
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

「
言
語
ゲ
ー
ム
」
と
は
、
第
一
に
、
方
法
上
の
概
念
で
あ
る
。

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
も
、
そ
れ
は
我
々
の
言
語
の

諸
相
を
解
明
す
る
た
め
の
「
比
較
対
象
」
で
あ
る
、
と
い
う

（『
哲
学
探
究
』
一
三
〇
節3

）。
つ
ま
り
言
語
ゲ
ー
ム
は
、
理
論
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的
な
目
的
の
た
め
に
設
定
さ
れ
る
一
種
の
文
法
モ
デ
ル
で
あ

る
。
…
…
し
か
し
、「
言
語
ゲ
ー
ム
」
は
、
方
法
の
規
範
を
示

す
だ
け
の
言
葉
で
は
な
く
、
人
間
の
言
語
活
動
に
関
す
る
基

本
的
な
事
実
を
表
現
す
る
言
葉
で
も
あ
る
。…
…
つ
ま
り
、「
言4

語
ゲ
ー
ム

4

4

4

4

」
は4

、
方
法
概
念
で
あ
る
と
と
も
に
事
実
概
念
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

あ
る
4

4

。（『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』平
凡
社
、一
九
七
八
年
、

一
二
六
―
一
二
七
頁
、
傍
点
引
用
者
）

こ
の
よ
う
に
、
黒
田
に
し
た
が
え
ば
、「
言
語
ゲ
ー
ム
」
は
、

方
法
概
念
で
あ
る
と
と
も
に
事
実
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

そ
の
二
つ
の
側
面
は
い
か
に
結
び
つ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

我
々
は
日
々
無
数
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
営
み
、
言
語
ゲ
ー
ム
の

諸
相
は
我
々
の
眼
前
に
あ
る
︹
↓
事
実
概
念
︺。
に
も
か
か
わ

ら
ず
我
々
は
、
耳
や
目
が
捉
え
る
記
号
の
か
た
ち
に
心
を
奪

わ
れ
て
、
言
語
ゲ
ー
ム
の
多
様
性
や
言
葉
の
用
法
の
異
な
り

を
見
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、「
表
層
文
法
」
な
ら
ざ
る

「
深
層
文
法

4

4

4

4

」
の
解
明

4

4

4

が
我
々
の
課
題
と
し
て
残
る
の
で
あ
る

︹
↓
方
法
概
念
︺。
こ
の
解
明
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
一
つ
の

4

4

4

言
語
ゲ
ー
ム
は
別
の
言
語
ゲ
ー
ム
か
ら
明
確
に
区
別
さ
れ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

言
語
ゲ
ー
ム
の
事
実
は
探
究
の
方
法
を
前
提
す
る
の
で
あ
る
。

（
同
書
、
一
二
七
頁
、
傍
点
引
用
者
）

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
深
層
文
法
」
の
正
確
な
理
解

は
筆
者
に
は
覚
束
な
い
が
、
そ
れ
に
類
似
し
た
よ
う
な
も
の
と

し
て
、「
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
仏
教
」
や
「
言
語
ゲ
ー
ム
と
し

て
の
キ
リ
ス
ト
教
」
を
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
キ
リ
ス
ト

教
に
お
け
る
「
祈
り
」
も
、
そ
の
背
後
に
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て

の
キ
リ
ス
ト
教
が
あ
っ
て
初
め
て
生
き
た
も
の
と
な
る
か
ら
だ
。

『
確
実
性
に
つ
い
て
』
の
一
〇
五
節
・
四
一
〇
節
な
ど
を
念
頭
に

お
く
と
「
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
祈
り
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い

う
体
系
の
な
か
初
め
て
成
立
す
る
」「
キ
リ
ス
ト
教
と
は
祈
り
の

出
発
点
で
あ
る
よ
り
も
、祈
り
の
生
き
る
場
で
あ
る
」と
い
え
る
。

３　

 ﹁
宗
教
言
語
ゲ
ー
ム
論
﹂
批
判
に
対
し
て

も
ち
ろ
ん
、
宗
教
を
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
、

奥
雅
博
を
始
め
と
し
て
、
多
く
の
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
研

究
者
が
認
め
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
奥
は

以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る4

。

「
宗
教
」
な
い
し
「
キ
リ
ス
ト
教
」「
カ
ト
リ
ッ
ク
」
と
い

っ
た
体
系
な
い
し
大
規
模
概
念
そ
れ
自
体
は
、「
言
語
ゲ
ー



7 

ム
」
と
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
呼
ん
だ
も
の
で
は
な
い

の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、「
仏
教
の
言
語
ゲ
ー
ム
」「
イ
ス
ラ
ム

教
の
言
語
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
言
い
方
は
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
に
と
っ
て
誤
用
に
他
な
ら
な
い
。(

『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
と
奥
雅
博
の
三
五
年
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、

一
九
二
頁)

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
問
題
と
し
て
、
宗
教
研
究
で
は
、
ウ

ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
言
語
ゲ
ー
ム
」
概
念
に
触
発
さ
れ

て
、
非
常
に
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。
言
う
ま

で
も
な
く
、「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
語
ゲ
ー
ム
と
は
何

か
」
を
突
き
止
め
る
た
め
の
、
テ
キ
ス
ト
に
即
し
た
研
究
は
必

要
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
精
確
な
言
語
ゲ
ー
ム
理
解

を
文
献
学
的
に
追
及
す
る
こ
と
か
ら
や
や
離
れ
て
、「
言
語
ゲ
ー

4

4

4

4

4

ム4

」
論
を
他
の
学
問
領
域
に
移
植
し
た
結
果

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
の
学
問
に
お

4

4

4

4

4

4

け
る
議
論
が
新
た
な
か
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ち
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
悪

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
こ
と
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

だ
ろ
う
。
4

さ
ら
に
、
一
九
九
一
年
に
発
見
さ
れ
た
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の
秘
密
の
「
日
記
」（
鬼
界
彰
夫
訳
『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
哲
学
宗
教
日
記
』
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
）
の
な
か
に
は
、

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
が
宗
教
を
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

捉
え
よ
う
と
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
痕
跡
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と

え
ば
、
こ
う
語
ら
れ
て
い
る
。

人
が
違
っ
た
よ
う
に
生
き
る
と
違
っ
た
よ
う
に
話
す
の
で
あ

る
。
新
し
い
生
︹
人
生
の
問
題
に
関
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
解

決
（
救
済
・
復
活
・
審
判
・
天
国
・
地
獄
）
を
受
け
容
れ
る

生
き
方
︺
と
と
も
に
、
人
は
新
し
い
言
語
ゲ
ー
ム
を
学
ぶ
の

で
あ
る
（
一
一
三
頁
）。

宗
教
的
な
問
い
と
は
生
の
問
い
か
、さ
も
な
く
ば（
空
虚
な
）

無
駄
話
で
し
か
な
い
。
こ
の
言
語
ゲ
ー
ム
…
…
は
生
の
問
い

と
と
も
に
し
か
演
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
一
三
七
頁
）。

第
二
節　

 

言
語
ゲ
ー
ム
論
の
影
響
を
受
け
た 

宗
教
研
究

１　

 

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ニ
ア
ン
・ 

フ
ィ
デ
イ
ズ
ム

言
語
ゲ
ー
ム
と
宗
教
研
究
の
か
か
わ
り
と
い
う
主
題
に
つ
い

て
考
察
す
る
場
合
、『
祈
り
と
い
う
概
念
』
や
「
宗
教
的
信
念
と

言
語
ゲ
ー
ム
」
の
著
者
で
あ
る
デ
ウ
ィ
・
Ｚ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
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を
始
め
と
す
る
人
び
と
の
「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ニ
ア
ン
・

フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
」（
以
下
、
フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
）
を
念
頭
に
お
く
必

要
が
あ
る5
。
な
ぜ
な
ら
、
宗
教
を
言
語
ゲ
ー
ム
と
み
な
す
場
合
、

多
か
れ
少
な
か
れ
、
フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
（
信
仰
主
義
）
が
は
ら
む

問
題
が
か
ら
ん
で
く
る
か
ら
で
あ
る
。

フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
は
昔
か
ら
あ
る
見
解
、
つ
ま
り
「
宗
教
は
信

じ
な
い
と
理
解
で
き
な
い
」「
宗
教
は
信
じ
る
も
の
に
は
議
論
は

不
要
で
あ
り
、
信
じ
な
い
者
に
は
議
論
は
不
可
能
で
あ
る
」
と

い
っ
た
見
解
を
現
代
的
に
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ィ
デ

イ
ズ
ム
の
解
釈
に
は
細
か
い
と
こ
ろ
で
は
相
違
も
あ
る
が
、
重

要
な
の
は
次
の
点
で
あ
る
。

①  

宗
教
的
信
念
は
、
そ
の
宗
教
の
信
者
に
よ
っ
て
の
み
理
解

さ
れ
う
る
。

②  

お
の
お
の
の
宗
教
の
言
語
ゲ
ー
ム
は
、
真
／
偽
、
合
理
／

非
合
理
、
有
意
味
／
無
意
味
な
ど
に
つ
い
て
独
自
の
基
準

や
規
範
を
内
蔵
し
て
い
る
。

③ 

あ
る
一
つ
の
宗
教
の
言
語
ゲ
ー
ム
は
、
他
の
言
語
ゲ
ー
ム

か
ら
の
批
判
を
免
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
、
護
教
的
立
場
に
と
っ
て
は
、
フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
の

考
え
方
は
便
利
で
あ
る
。
諸
宗
教
は
そ
の
内
部
に
真
／
偽
、
合

理
／
非
合
理
、
有
意
味
／
無
意
味
な
ど
に
つ
い
て
独
自
の
基
準

や
規
範
を
内
蔵
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
無
神
論
の
科
学
・
マ
ル

ク
ス
主
義
・
世
俗
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
か
ら
宗
教
が
批
判
さ

れ
た
と
し
て
も
、「
そ
れ
ら
の
批
判
は
あ
た
ら
な
い
」
と
し
て
退

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
一
方
で
、
宗
教

は
自
己
完
結
し
たin-gam

e

と
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
ど
う
し

て
も
、
異
な
る
宗
教
の
信
者
の
間
／
信
仰
を
も
つ
者
と
も
た
な

い
者
と
の
間
で
の
対
話
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
。

２　

リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
﹁
教
理
の
規
則
理
論
﹂

ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
教
理
史
研
究
者
の
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
は
、

『
教
理
の
本
質6

』
を
著
わ
し
、
教
理
史
・
教
理
神
学
を
は
じ
め
と

し
て
、
宗
教
研
究
に
一
石
を
投
じ
た
。
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
も
ウ
ィ

ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
文
法
」「
規
則
」「
言
語
ゲ
ー
ム
」
概

念
か
ら
影
響
を
う
け
て
い
る
研
究
者
の
一
人
で
あ
り
、
教
理
を

「
規
則
」と
み
な
す
観
点
か
ら
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

「
規
則
」
と
い
う
と
、
読
者
は
ク
リ
プ
キ
の
『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
』
以
降
の
議
論
を
思
い
浮
か
べ
る
か
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も
し
れ
な
い
が
、
ク
リ
プ
キ
は
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
著
作
で
は
一

切
登
場
し
な
い
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
出
の
筆
者
の
「
宗
教

言
語
ゲ
ー
ム
論
」
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
）。

リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
は「
宗
教
の
核
心
は
教
理
に
あ
る
」と
み
な
し
、

宗
教
な
い
し
教
理
を
次
の
三
つ
の
モ
デ
ル
に
分
類
す
る
。
も
ち

ろ
ん
、
三
つ
の
モ
デ
ル
は
截
然
と
分
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ

れ
ら
が
混
在
す
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
い
ず

れ
に
せ
よ
、
宗
教
理
解
の
ポ
イ
ン
ト
を
ど
こ
に
お
く
か
は
、
次

の
三
つ
に
分
類
で
き
る
と
い
う
の
だ
。

①  

諸
宗
教
は
、
命
題
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
真
理
と
は
命
題

と
現
実
と
の
対
応
を
意
味
す
る
と
い
う
「
認
知
︲
命
題
モ

デ
ル
」（
以
下
、
命
題
モ
デ
ル
）。

②  

諸
宗
教
は
、
あ
る
普
遍
的
な
宗
教
体
験
を
異
な
っ
た
象
徴

に
よ
っ
て
表
現
し
た
も
の
だ
と
す
る
「
体
験
︲
表
出
モ
デ

ル
」（
以
下
、
体
験
モ
デ
ル
）。

③  

諸
宗
教
は
、
信
者
に
種
々
の
体
験
を
も
た
せ
、
様
々
な
判

断
を
お
こ
な
わ
せ
る
包
括
的
な
解
釈
図
式
だ
と
す
る
「
文

化
︲
言
語
モ
デ
ル
」（
以
下
、
言
語
モ
デ
ル
）。

命
題
モ
デ
ル
を
採
用
す
れ
ば
、
教
理
の
対
立
は
そ
の
ま
ま
教

派
間
・
宗
教
間
の
対
立
に
繋
が
る
。体
験
モ
デ
ル
を
採
用
す
れ
ば
、

宗
教
体
験
の
同
一
性
・
普
遍
性
が
強
調
さ
れ
、
諸
教
派
・
諸
宗

教
の
独
自
性
が
軽
視
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
が
自

ら
の
立
場
と
し
て
選
択
す
る
の
が
、
言
語
モ
デ
ル
で
あ
る
。

言
語
モ
デ
ル
の
立
場
に
た
つ
と
、「
宗
教
共
同
体
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
不
可
欠
」だ
と
さ
れ
る
教
理
は
、「︹
信
者
の
︺

言
説
・
心
的
態
度
・
行
為
に
対
し
て
共
同
体
で
権
威
を
も
っ
て

は
た
ら
く
規
則
」
と
な
る
。
そ
し
て
、「
教
理
が
宗
教
共
同
体
の

な
か
で
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
す
る
か
」「
信
者
の
ど
の
よ
う

な
行
動
を
導
く
か
」
が
重
視
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
教
理
は
宗
教
に
よ
っ
て
異
な
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の

場
合
は
、
教
理
は
聖
書
に
み
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
の
う
ち

に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。そ
し
て
、キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と
は
、

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
焦
点
を
お
い
た
聖
書
の
物
語
で
語
ら
れ

て
い
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。

﹁
教
理
の
規
則
理
論
﹂
の
利
点

リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
教
理
論
で
は
、真
理
は
諸
宗
教
の
内
部
（
そ

こ
で
は
整
合
性
が
要
求
さ
れ
る
）
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
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つ
ま
り
、
相
対
主
義
の
立
場
に
た
つ
こ
と
に
な
る
の
だ
。
そ
う

す
れ
ば
、
命
題
モ
デ
ル
の
場
合
と
違
っ
て
、
教
理
の
正
し
さ
を

め
ぐ
る
対
立
や
宗
教
間
の
優
劣
を
競
う
必
要
が
な
く
な
る
し
、

体
験
モ
デ
ル
の
場
合
と
も
違
っ
て
、
諸
宗
教
の
独
自
性
が
失
わ

れ
る
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
敷
衍
し
て
お

こ
う
。

教
理
を
規
則
と
し
て
考
え
る
こ
と
の
利
点
の
一
つ
は
、
命
題

の
内
容
が
き
わ
め
て
鋭
く
対
立
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
す
ら
も
、
そ
の
対
立
が
回
避
さ
れ
う
る
こ
と
で
あ
る
。
命
題

の
普
遍
性
に
固
執
す
る
命
題
主
義
は
、
宗
教
の
真
理
を
一
義
的

な
諸
命
題
の
体
系
と
し
て
と
ら
え
る
が
ゆ
え
に
、
教
理
は
現
実
・

事
実
と
存
在
論
的
に
「
一
対
一
」
的
に
対
応
す
る
と
き
に
か
ぎ

っ
て
真
理
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
複
数
の
宗
教
の
教
理
が
対

立
す
る
場
合
、
双
方
と
も
正
し
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
（
あ
る

宗
教
の
教
理
が
正
し
け
れ
ば
、
こ
れ
と
対
立
す
る
宗
教
の
教
理

は
必
然
的
に
正
し
く
な
い
）
の
だ
か
ら
、
そ
の
対
立
の
回
避
は

不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
自
分
の
宗
教
の
み
を
絶

対
に
真
な
る
も
の
と
み
な
し
て
他
の
宗
教
を
偽
だ
と
す
る
、
独

善
的
排
他
主
義
に
お
ち
い
る
危
険
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

教
理
を
規
則
と
し
て
考
え
れ
ば
、
そ
う
し
た
懸
念
は
す
く
な
く

な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
サ
ッ
カ
ー
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
規
則

（
ル
ー
ル
）
が
違
う
よ
う
に
、
宗
教
ご
と
に
規
則
は
ち
が
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
い
ず
れ
が
よ

り
素
晴
ら
し
い
競
技
か
を
決
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
、「
い
ず
れ
の

宗
教
の
教
理
が
正
し
い
か
」
を
め
ぐ
る
議
論
、
つ
ま
り
、
宗
教

間
の
対
立
す
る
「
真
理
主
張
」（truth claim

）
に
答
え
を
も
と

め
る
必
要
は
な
い
の
だ
。

教
理
を
規
則
と
し
て
考
え
る
こ
と
の
も
う
一
つ
の
利
点
は
、

諸
宗
教
の
独
自
性
・
固
有
性
を
温
存
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
宗

教
体
験
を
例
に
と
れ
ば
、
体
験
主
義
は
「
諸
宗
教
は
あ
る
共
通

の
普
遍
的
な
同
一
の
宗
教
体
験
の
核
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
が

さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
伝
統
の
言
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
だ
け
だ
」

と
す
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
共
通
の
体
験
の
核
が
重
視

さ
れ
、
言
語
レ
ベ
ル
で
の
表
現
の
相
違
な
ど
は
取
る
に
足
ら
な

い
も
の
と
な
り
、
諸
宗
教
が
同
質
化
す
る
こ
と
に
な
る
。「
そ
れ

で
も
い
い
」
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、筆
者
は
「
異

質
な
宗
教
が
混
在
し
な
が
ら
共
生
し
て
い
く
状
態
の
ほ
う
が
好

ま
し
い
」
と
み
る
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
状
態
が
今
後
も
ず
っ
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と
つ
づ
く
で
あ
ろ
う
。
諸
宗
教
の
同
質
化
を
さ
け
る
べ
き
事
柄

と
み
な
す
場
合
に
は
、
教
理
を
規
則
と
し
て
と
ら
え
る
と
、
諸

宗
教
の
同
質
化
と
い
う
心
配
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
規
則
の

相
違
に
連
動
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
に
お
け
る
宗
教
体
験
は

相
違
す
る
」
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
か
ら
だ
。
厳
密
に
い
え
ば
、

こ
の
考
え
方
を
保
証
す
る
根
拠
は
な
い
の
だ
が
、
規
則
の
相
違

と
連
動
し
て
宗
教
体
験
が
相
違
す
る
可
能
性
は
高
い
。

﹁
教
理
の
規
則
理
論
﹂
の
弱
点

け
れ
ど
も
、
言
語
モ
デ
ル
に
も
問
題
が
あ
る
。
フ
ィ
デ
イ
ズ

ム
や
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
「
教
理
の
規
則
理
論
」
の
よ
う
に
、
諸

宗
教
は
そ
の
内
部
に
真
理
を
内
蔵
す
る
と
す
れ
ば
、
宗
教
な
い

し
教
理
は
自
己
完
結
し
たin-gam
e

と
な
る
。
さ
ら
に
、
宗
教

ご
と
に
規
則
が
異
な
る
の
だ
か
ら
、
宗
教
間
対
話
が
困
難
に
な

る
の
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
は
、「
教
理
の
規
則
理

論
」
を
も
と
も
と
は
「
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
」（
教
会
再
一
致
運
動
）

に
貢
献
す
る
た
め
に
考
案
し
た
、
と
い
う
。
だ
が
、
そ
れ
を
超

え
て
、「
こ
の
理
論
が
宗
教
間
対
話
に
も
適
用
で
き
れ
ば
い
い
」

と
い
う
願
い
も
も
っ
て
い
る
。

た
し
か
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
に
は
、
こ
の

理
論
が
貢
献
で
き
る
可
能
性
は
高
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
キ
リ
ス

ト
教
は
、多
数
の
教
派
に
分
か
れ
て
い
て
も
、大
元
は
同
じ
規
則
・

原
理
（
①
「
唯
一
神
」
の
原
理
、②
「
歴
史
的
特
殊
性
」
の
原
理
、

③
「
キ
リ
ス
ト
論
最
大
化
主
義
」
の
原
理
）
に
の
っ
と
っ
て
い

る
か
ら
だ
。
た
と
え
ば
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
が
イ
エ
ス
の
肉
と

血
で
あ
る
か
／
に
変
わ
る
か
」
を
め
ぐ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
意
見
の
違
い
は
、
大
元
の
原
則
を
共
有
し
て
い

る
場
合
に
は
、
大
し
た
相
違
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
宗
教
が
異
な
る
場
合
に
は
、
大
元
の
規
則
か
ら
し

て
相
違
す
る
の
だ
か
ら
、
対
話
は
困
難
に
な
る
。
ま
た
、
リ
ン

ド
ベ
ッ
ク
の
理
論
で
は
、
教
理
は
自
己
や
世
界
を
解
釈
す
る
た

め
の
「
包
括
的
解
釈
図
式
」
で
あ
る
が
、
宗
教
に
よ
っ
て
そ
の

解
釈
図
式
が
異
な
れ
ば
、
異
な
る
宗
教
間
で
の
相
互
理
解
は
困

難
に
な
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
。

リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
教
理
論
が
そ
う
し
た
難
点
を
は
ら
む
の

は
、
お
の
お
の
の
宗
教
の
教
理
（
一
群
の
教
理
）
を
「
自
己
完

結
し
て
い
る
」
と
み
な
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
「
宗

教
に
内
在
す
る
真
理
の
整
合
性
」
や
「
テ
キ
ス
ト
内
在
性
」
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（intratextuality

）
と
い
っ
た
考
え
方
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
理
解
で
き
る
。
前
述
し
た
よ
う
な
利
点
を
も
っ
て
い
る
と

し
て
も
、
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
教
理
の
規
則
理
論
で
は
、
フ
ィ
デ

イ
ズ
ム
と
同
じ
く
、
ど
う
し
て
も
諸
宗
教
はin-gam

e

＝
自
己

完
結
し
た
言
語
ゲ
ー
ム
に
な
っ
て
し
ま
い
、
異
な
る
宗
教
を
信

じ
る
者
の
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
著
し
く
困
難
に
な

る
。３　

 

星
川
の
﹁
宗
教
言
語
ゲ
ー
ム
論
﹂　

﹁
宗
教
言
語
ゲ
ー
ム
論
﹂

私
は
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
『
教
理
の
本
質
』（
ヨ
ル
ダ
ン
社
）
を

訳
出
す
る
ま
で
、彼
の
教
理
論
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、か
つ
て『
言

語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
宗
教
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
七
年
）
で
お

こ
な
っ
た
宗
教
の
定
義
は
、
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
考
え
方
と
共
通

す
る
部
分
を
も
つ
（
と
も
に
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
か
ら

影
響
を
う
け
た
が
ゆ
え
に
、
当
然
の
結
果
と
は
い
え
る
）。
そ
の

定
義
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

一
つ
の
宗
教
と
は
、そ
れ
独
自
の
一
組
の
諸
規
則
に
の
っ
と
っ

て
営
ま
れ
て
い
て
、
一
つ
の
体
系
を
構
成
し
て
お
り
、
さ
ら

に
そ
の
生
活
形
式
と
一
体
と
な
っ
た
、
言
語
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

フ
ィ
デ
イ
ス
ト
や
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
と
は
異
な
っ
て
、
私
は
言

4

4

4

語
ゲ
ー
ム
を
完
全
に
閉
じ
た
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
た
と

え
ば
、「
仏
教
の
言
語
ゲ
ー
ム
」「
キ
リ
ス
ト
教
の
言
語
ゲ
ー
ム
」

を
想
定
し
、
こ
れ
ら
を
自
己
完
結
し
た
言
語
ゲ
ー
ム
だ
と
み
な

す
と
、
仏
教
徒
で
は
な
い
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
「
縁
起
」「
一
切
皆

空
」
な
ど
を
理
解
で
き
な
い
し
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
仏

教
徒
は
ユ
ダ
ヤ
＝
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
の
核
心
に
あ
る「
神
」「
三

位
一
体
」
な
ど
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
お

か
し
い
。「
宗
教
言
語
ゲ
ー
ム
論

4

4

4

4

4

4

4

4

」
を
自
閉
的
な
も
の
と
理
解
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
も
ら
っ
て
は
困
る

4

4

4

4

4

4

4

4

。
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
「
一
切
皆
空
」
を
理

解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
の
さ
い
、
彼
／
彼
女
は
仏
教

徒
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
仏
教
の
言
語
ゲ
ー
ム
に
入
り
こ
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
教
徒
が
「
神
」
を
理
解
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
り
、
そ
の
さ
い
、
彼
／
彼
女
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

は
な
い
け
れ
ど
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
言
語
ゲ
ー
ム
に
入
り
こ
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。
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デ
イ
ズ
ム
や
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
教
理
論
が
も
た
ら
す
帰
結
で
も

あ
る
。
だ
が
、
第
二
次
水
準
の
言
語
で
は
対
話
は
可
能
で
は
な

い
か
。
第
二
次
水
準
の
言
語
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
自
分
の
信
じ
て
い
る
宗
教

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
関
与
し
な
が
ら
も

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
れ
に
反
省
的
眼
差
し
を
向
け
る
と
同

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

時
に
4

4

、
相
手
の
宗
教
も
眼
界
に
入
れ
な
が
ら
生
み
出
さ
れ
る
言

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

語
ゲ
ー
ム

4

4

4

4

の
こ
と
で
あ
る
。

第
三
節　

 

宗
教
間
対
話
で
使
用
さ
れ
る
﹁
言
語
﹂

を
め
ぐ
る
問
題

１　

宗
教
間
対
話
の
基
盤
と
し
て
の
﹁
言
語
﹂

宗
教
間
対
話
が
成
立
す
る
に
は
、そ
れ
を
成
立
せ
し
め
る
「
基

盤
」
が
必
要
で
あ
る
。
ロ
ー
テ
ィ
は
認
識
論
と
の
関
わ
り
に
お

い
て
だ
が
、
認
識
論
を
構
成
可
能
に
す
る
基
盤
の
候
補
を
あ
げ

た
。
①
「
生
成
」
と
対
置
さ
れ
る
「
存
在
」
の
領
域
、
②
探
究

の
指
標
を
し
め
す
と
同
時
に
そ
の
目
標
で
も
あ
る
「
形
相
」、
③

一
七
世
紀
の
哲
学
者
が
い
う
「
わ
れ
わ
れ
自
身
の
心
」、
④
あ
ら

ゆ
る
内
容
に
と
っ
て
の
普
遍
的
な
図
式
を
提
供
す
る
も
の
と
し

て
の
「
言
語
」。
こ
う
し
た
例
を
あ
げ
な
が
ら
、
ロ
ー
テ
ィ
自
身

宗教間対話

第二水準の言語による言語ゲーム

宗教 A 宗教 B第一水準の言語による言語ゲーム

影響 影響

! 対話は不可能 "

二
つ
の
水
準
で

プ
レ
イ
さ
れ
る

宗
教
言
語

宗
教
に
か
か
わ
る
言

4

4

4

4

4

4

4

4

語
を
4

4

、
第
一
次
水
準
の

4

4

4

4

4

4

言
語
4

4

（
一
種
の
対
象
言

4

4

4

4

4

4

語4

）
と
第
二
次
水
準
の
言

4

4

4

4

4

4

4

4

語4

（
一
種
の
メ
タ
言
語

4

4

4

4

4

4

4

）

に
よ
る
も
の
と
に
分
け

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

個
々
の
宗
教
内
部
で
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

言
語
ゲ
ー
ム
は
前
者
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

レ
ベ
ル
で

4

4

4

4

、
宗
教
間
対
話

4

4

4

4

4

は
後
者
の
レ
ベ
ル
で
お

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
な
わ
れ
る
と
捉
え
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い4

。
宗
教
Ａ
と
宗
教
Ｂ
の

場
合
で
い
え
ば
、
第
一
次

水
準
の
言
語
で
は
相
互

理
解
の
可
能
性
は
な
い

だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
フ
ィ
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は
「
認
識
論
を
構
成
す
る
基
盤
は
ど
こ
に
も
な
い
」
と
論
じ
て

い
る（『
哲
学
と
自
然
の
鏡
』産
業
図
書
、一
九
九
三
年
、第
七
章
）。

こ
の
四
つ
を
宗
教
間
対
話
の
場
合
に
適
用
す
る
と
、
た
と
え

ば
次
の
よ
う
に
い
え
る
。
①
の
立
場
は
、
存
在
（
論
）
を
基
盤

に
し
て
数
理
と
宗
教
を
か
ら
め
た
議
論
を
し
て
い
る
、
落
合
に

み
ら
れ
る
。
②
の
立
場
は
、
諸
宗
教
は
「
究
極
的
実
在
」
を
分

有
す
る
と
み
な
す
、
宗
教
多
元
主
義
者
の
ヒ
ッ
ク
に
み
ら
れ
る
。

③
の
立
場
は
、「
絶
対
依
存
の
感
情
」
概
念
を
提
出
し
た
、
シ
ュ

ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
以
来
の
体
験
主
義
者
に
み
ら
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
筆
者
は
、
ロ
ー
テ
ィ
の
い
う
「
言
語
」
と
は
必
ず

し
も
同
じ
で
は
な
い
が
、④
の
立
場
を
採
用
し
た
い
。筆
者
に
は
、

宗
教
間
対
話
を
成
立
せ
し
め
る
も
の
は
「
言
語
」
以
外
に
考
え

ら
れ
な
い
。

落
合
の
「
存
在
そ
れ
自
体
」、
ヒ
ッ
ク
の
「
究
極
的
実
在
」、

体
験
主
義
者
の
「
普
遍
的
で
同
一
の
宗
教
体
験
」
を
持
ち
出
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
宗
教
間
対
話
を
成
立
さ
せ
る
基
盤
に
つ
い

て
、
悩
む
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
。
だ
が
、「
言
語
」
を
対
話
の

基
盤
に
す
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
「
言
語
」
が
い
か
な
る
も
の

で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
く
り
返
し
に
な
る
が
、
私
は
「
自

分
の
信
じ
て
い
る
宗
教
に
関
与
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
反
省
的

眼
差
し
を
向
け
る
と
同
時
に
、
相
手
の
宗
教
も
眼
界
に
入
れ
な

が
ら
生
み
出
さ
れ
る
」
第
二
次
水
準
の
自
然
言
語
を
対
話
で
使

用
さ
れ
る
言
語
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。

２　

 

結
語
―
―
宗
教
間
対
話
で
使
用
さ
れ
る﹁
言
語
﹂

の
問
題
と
そ
の
解
決

そ
う
す
る
と
、
問
題
に
な
る
事
柄
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な

も
の
が
思
い
浮
か
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
宗
教
Ａ
と
宗
教
Ｂ

は
異
な
る
言
語
ゲ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、

「
個
別
の
宗
教
の
言
語
ゲ
ー
ム
と
対
話
の
言
語
ゲ
ー
ム
と
は
い
ず

れ
も
自
然
言
語
で
営
ま
れ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
二
つ
の
水
準

4

4

4

4

4

4

4

4

の
言
語
ゲ
ー
ム
を
同
定

4

4

4

4

4

4

4

4

4

／
区
別
し
う
る
の
か

4

4

4

4

4

4

4

」
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
第
一
次
水
準
と
第
二
次
水
準
の
言
語
ゲ
ー
ム
と
は
い
っ

て
も
、
表
面
的
に
異
な
る
言
語
が
用
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
も
、
二
つ
の
言
語
ゲ
ー
ム
の
境
界
は
明
確
で
は
な
く
、「
こ

れ
が
第
一
次
水
準
／
第
二
次
水
準
の
言
語
ゲ
ー
ム
」
だ
と
し
て

エ
ク
ス
プ
リ
シ
ッ
ト
な
形
で
取
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ

と
す
れ
ば
、
二
つ
の
水
準
で
営
ま
れ
て
い
る
言
語
ゲ
ー
ム
は
区
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別
不
可
能
で
は
な
い
か
。

先
に
渡
辺
と
落
合
の
発
表
に
た
い
し
て
、「
二
人
の
理
論
で
宗

教
間
対
話
の
す
べ
て
の
部
分
が
カ
バ
ー
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
」

と
述
べ
た
。
現
実
問
題
と
し
て
、
二
人
の
理
論
は
あ
る
特
定
の

主
題
に
関
連
し
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
渡
辺

の
「
数
理
モ
デ
ル
の
構
成
と
そ
の
解
析
、
形
式
論
理
分
析
の
適

用
、
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
情
報
科
学
的
な
概
念
記

述
方
法
論
の
援
用
等
々
、様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」
や
、落
合
の
「
宗

教
に
お
け
る
〈
無
限
な
も
の
〉
を
数
学
的
な
無
限
集
合
と
し
て

表
現
す
る
こ
と
」は
、自
然
言
語
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
4

4

。

二
人
は
、
宗
教
間
対
話
の
言
語
と
し
て
の
自
然
言
語
の
不
完
全

性
を
認
識
し
た
が
ゆ
え
に
、
独
自
の
理
論
構
築
を
試
み
て
い
る

の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
渡
辺
と
落

合
の
理
論
構
成
は
、
自
然
言
語
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
4

4

が
ゆ

え
に
、
こ
れ
を
第
二
次
水
準
の
言
語
ゲ
ー
ム
と
み
な
せ
ば
、
第

一
次
水
準
の
言
語
ゲ
ー
ム
と
容
易
に
識
別
で
き
る
。
ま
た
、
二

人
の
理
論
は
紛
れ
も
な
く
、「
自
分
の
信
じ
て
い
る
宗
教
に
関
与

し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
反
省
的
眼
差
し
を
向
け
る
と
同
時
に
、

相
手
の
宗
教
も
眼
界
に
入
れ
な
が
ら
生
み
出
さ
れ
る
」
第
二
次

水
準
の
言
語
ゲ
ー
ム
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
部
の
終
わ
り
で
、「
二
人
の
理
論
構
成
を
い
か
に
宗
教
間

対
話
で
使
用
さ
れ
る
言
語
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
が
、今
、こ
れ
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
二
人
の
理
論
構
成
は
、
宗
教
間
対
話
で
使
用
さ
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

る
第
二
次
水
準
の
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
し
っ
か
り
と
位
置
づ

4

4

4

4

4

4

4

4

け
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
新
た
な
問
題
が
生
じ
る
。
第
二
次

水
準
の
言
語
ゲ
ー
ム
は
「
自
然
言
語
」
で
な
さ
れ
て
い
る
と
主

張
す
る
一
方
で
、第
二
次
水
準
の
言
語
ゲ
ー
ム
は「
非
自
然
言
語
」

で
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
渡
辺
と
落
合
の
主
張
を
取
り

入
れ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
明
ら
か
に
困
難
が
生
じ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
筆
者
の
見
解
は
発
展
的
に

4

4

4

4

修
正
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。お

そ
ら
く
、
こ
れ
ま
で
の
宗
教
間
対
話
の
ほ
と
ん
ど
は
自
然

言
語
で
な
さ
れ
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
筆
者
も
第
二
次
水
準

の
言
語
ゲ
ー
ム
（
宗
教
間
対
話
）
も
自
然
言
語
で
お
こ
な
わ
れ

る
べ
き
だ
、
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
「
非
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自
然
言
語
」
を
使
用
す
る
対
話
の
言
語
が
構
想
さ
れ
て
い
る
事

例
を
紹
介
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の
言
語
を
い
か
に
架
橋

す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

筆
者
に
思
い
浮
か
ぶ
解
決
策
は
、
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①  

第
一
の
策
は
「
第
二
次
水
準
の
言
語
ゲ
ー
ム
は
自
然
言
語

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
非
自
然
言
語
と
が
混
在
し
た
も
の
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」
と
み
な
す

立
場
か
ら
の
解
決
策
で
あ
る
。

く
り
返
す
が
、
宗
教
間
対
話
は
非
自
然
言
語
の
み
で
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
渡
辺
と
落
合
の
理
論
は
宗
教
間

対
話
の
限
定
的
テ
ー
マ
に
対
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
だ
と
す
れ
ば
、
第
二
次
水
準
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
自
然
言
語

と
非
自
然
言
語
の
混
在
し
た
も
の
と
み
な
す
の
は
、
き
わ
め
て

自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
間
対
話
に
お
い
て
、
こ
う
い
う
場

面
に
出
会
う
こ
と
を
想
像
す
る
の
は
決
し
て
難
し
く
な
い
。
た

と
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
と
し
て
の
落
合
が
宗
教
間
対
話
に

参
加
し
、
神
と
仏
の
「
存
在
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
場
面
を
想

像
し
て
み
る
と
、
そ
こ
で
は
自
然
言
語
と
非
自
然
言
語
が
混
在

し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
数
学
的
な
部
分
は
非
自
然

言
語
で
あ
り
、
そ
れ
を
説
明
し
て
い
る
の
は
自
然
言
語
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
解
決
策
だ
と
、
自
然
言
語
も
第
二
水
準
の

言
語
ゲ
ー
ム
に
残
る
の
で
、
自
然
言
語
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

二
つ
の
水
準
で
営
ま
れ
る
言
語
ゲ
ー
ム
の
区
別
／
同
定
を
め
ぐ

る
困
難
は
残
る
こ
と
に
な
る
。

②  

第
二
の
策
は
「
非
自
然
言
語
の
根
底
に
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
こ
れ
を
支

4

4

4

4

え
て
い
る
も
の
は

4

4

4

4

4

4

4

、
自
然
言
語
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

」
と
み
な
す
立
場

か
ら
の
解
決
策
で
あ
る
。

こ
う
し
た
自
然
言
語
に
還
元
す
る
立
場
に
た
つ
と
、
渡
辺
の

「
数
理
モ
デ
ル
の
構
成
と
そ
の
解
析
、
形
式
論
理
分
析
の
適
用
、

オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
情
報
科
学
的
な
概
念
記
述
方

法
論
の
援
用
等
々
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」
や
、
落
合
の
「
宗

教
に
お
け
る
〈
無
限
な
も
の
〉
を
数
学
的
な
無
限
集
合
と
し
て

表
現
す
る
こ
と
」
は
自
然
言
語
で
お
こ
な
わ
れ
な
い
4

4

と
し
て
も
、

そ
れ
ら
は
自
然
言
語
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
二
人
の
理
論
は
、
形
の
上
で
は
非
自
然
言
語

で
な
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
自
然
言
語
に
よ
っ
て
存

在
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ7

。

そ
こ
で
、
渡
辺
と
落
合
の
い
う
非
自
然
言
語
は
「
現
象
と
し

4

4

4

4



8 

て
の
非
自
然
言
語

4

4

4

4

4

4

4

」
で
あ
り
、
筆
者
が
こ
の
脈
絡
で
い
う
自
然

言
語
は
「
現
象
と
し
て
の
自
然
言
語
の
背
後
に
あ
る
自
然
言
語

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」

で
あ
る
と
見
な
せ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る
と
、「
二

つ
の
水
準
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
同
定
／
区
別
し
う
る
の
か
」
と
い

う
疑
問
に
対
し
て
、
①
の
場
合
と
同
じ
く
、「
部
分
的
に
し
う
る
」

と
答
え
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
ま
た
、
二
人
の
非
自
然
言
語
の

背
後
に
あ
る
の
は
自
然
言
語
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
然
言
語
を

宗
教
間
対
話
で
使
用
さ
れ
る
言
語
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
解
決
策
だ
と
、「
非
自
然
言
語
の
根
底
に

あ
り
、
こ
れ
を
支
え
て
い
る
も
の
は
自
然
言
語
で
あ
る
」
こ
と

を
論
証
す
る
の
が
難
し
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
渡
辺
と
落
合
の

理
論
化
の
部
分
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
陥
っ
た
難

問
は
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

③  

第
三
の
策
は
「
宗
教
間
対
話
は
非
自
然
言
語
で
の
み
お
こ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
わ
れ
る

4

4

4

4

」
と
み
な
す
立
場
か
ら
の
解
決
策
で
あ
る
。

こ
れ
は
渡
辺
と
落
合
の
目
論
見
と
う
ま
く
合
致
す
る
。
す
な

わ
ち
、
非
自
然
言
語
で
な
さ
れ
る
部
分
の
み
を
宗
教
間
対
話
の

言
語
だ
と
み
な
せ
ば
、
曖
昧
で
不
完
全
な
自
然
言
語
を
宗
教
間

対
話
か
ら
締
め
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
そ
う
す
る
と
、
先

の
難
問
（
二
つ
の
水
準
で
営
ま
れ
る
言
語
ゲ
ー
ム
の
区
別
／
同

定
を
明
確
に
す
る
こ
と
）
の
解
決
が
可
能
と
な
る
。
い
い
か
え

れ
ば
、
極
論
に
な
る
が
、
右
の
落
合
の
例
で
は
、
数
学
的
な
非

自
然
言
語
の
部
分
を
説
明
し
て
い
る
自
然
言
語
は
、
宗
教
間
対

話
で
使
用
さ
れ
て
い
る
言
語
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
（
さ
ら
に

い
え
ば
、
こ
の
自
然
言
語
は
第
一
次
水
準
の
言
語
で
も
な
い
が

ゆ
え
に
、
新
し
い
領
域
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
）。
し
か
し
、

こ
の
解
決
策
は
現
実
の
宗
教
間
対
話
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
で

あ
ろ
う
。

三
つ
の
解
決
策
を
提
示
し
た
が
、
ど
れ
も
欠
点
を
も
つ
。
今

後
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
ふ
く
め
て
「
宗
教
言
語
ゲ
ー
ム
論
」

を
少
し
で
も
彫
琢
し
そ
の
射
程
を
拡
大
し
た
い
、
と
願
っ
て
い

る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
の
考
察
は
、
実
際
の
宗
教
間
対
話
に
参
加
し
て
い
る

読
者
諸
氏
か
ら
は「
ど
う
し
て
こ
う
い
う
議
論
を
す
る
の
か
」「
無

意
味
な
議
論
で
は
な
い
か
」「
こ
の
議
論
か
ら
何
が
も
た
ら
さ
れ
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る
の
か
」
な
ど
と
批
判
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
実

り
多
い
宗
教
間
対
話
理
論
4

4

を
展
開
す
る
に
は
、
本
稿
に
お
け
る

よ
う
な
基
礎
理
論
的

4

4

4

4

4

な
考
察
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註

1
	

パ
ネ
ル
の
要
旨
は
、
日
本
宗
教
学
会
編
『
宗
教
研
究
―
―
第
六
五

回
学
術
大
会
紀
要
特
集
』（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
渡
辺
の
も
の
は
九
二
―
九
三
頁
、
落
合
の
も
の
は
九
五
―

九
六
頁
、
星
川
の
も
の
は
九
六
―
九
七
頁
。
な
お
、
渡
辺
と
落
合

の
も
の
は
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
が
、
星
川
の
も
の
は
分
散
さ

せ
て
い
る
。

2
	

宗
教
の
排
他
性
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
を
参
照
の
こ
と
。A

lvin 

Plantinga, “Pluralism
: A

 D
efense of Religious Exclusivism

,” in 

The Rationality of Belief and the Plurality of Faith: Essays in 

H
onor of W

illiam
 P. A

lston, ed. by Thom
as D

. Senor (C
ornell 

U
niversity Press, 1995). 

そ
の
議
論
の
要
約
は
、
拙
著
『
対
話
す
る

宗
教
―
―
戦
争
か
ら
平
和
へ
』（
大
正
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
六
年
）

八
二
―
九
〇
頁
に
あ
る
。
要
点
は
、
論
理
学
的
な
観
点
か
ら
み
れ

ば
「
宗
教
で
あ
る
限
り
排
他
性
を
必
然
的
に

4

4

4

4

ふ
く
む
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、「
排
他
的
で
な
い
も
の
は
宗
教
で

は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

3
	

わ
れ
わ
れ
の
明
瞭
か
つ
単
純
な
言
語
ゲ
ー
ム
は
、
将
来
に
お
け
る

言
語
規
制
を
目
的
に
し
た
予
備
研
究
で
は
な
く
、
い
わ
ば
摩
擦
や

大
気
の
抵
抗
を
計
算
に
入
れ
な
い
最
初
の
近
似
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

こ
れ
ら
の
言
語
ゲ
ー
ム
は
比
較
対
象

4

4

4

4

と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
類
似

と
相
違
の
双
方
を
通
じ
て
わ
れ
わ
れ
の
言
語
の
諸
状
態
に
光
明
を

投
ず
べ
き
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

4
	

こ
う
し
た
批
判
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
で
検
討
し
て
い
る
。
星

川
啓
慈
・
松
野
智
章
「
本
当
に
、
宗
教
は
〈
言
語
ゲ
ー
ム
〉
で
は

な
い
、と
言
え
る
の
か
？
―
―〈
宗
教
言
語
ゲ
ー
ム
論
〉再
考
」（『
大

正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
第
二
八
号
、
二
〇
〇
四
年
、
所
収
）。

さ
ら
に
、
拙
著
『
宗
教
の
え
ら
び
方
―
―
後
悔
し
な
い
た
め
に
』

（
大
正
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）
の
第
四
章
（
こ
の
章
は
松

野
智
章
と
の
共
同
執
筆
）
で
は
、
宗
教
言
語
ゲ
ー
ム
論
を
め
ぐ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

5
	

フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
を
参
照
の
こ
と
。
①

K
. N

ielsen, An Introduction to the Philosophy of Religion (N
ew

 

York: M
acm

illan, 1982), chap. 4 and 5.  

② 

星
川
啓
慈
『
言
語
ゲ

ー
ム
と
し
て
の
宗
教
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
七
年
、
第
五
章
。

ま
た
、
ニ
ー
ル
セ
ン
や
星
川
の
フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
理
解
に
対
す
る

批
判
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
を
参
照
の
こ
と
。
① D

. Z. Phillips, 

Belief, Change and Form
s of Life (N

ew
 York: M

acm
illan, 1982). 
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② 

征
矢
直
樹「〈
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ニ
ア
ン
・
フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
〉

と
レ
リ
ジ
ャ
ス･

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ニ
ズ
ム
―
―
宗
教
言
語

の
知
解
可
能
性
・
有
意
味
性
及
び
自
律
性
に
つ
い
て
」
二
〇
〇
〇

年
、
東
京
大
学
に
提
出
さ
れ
た
修
士
論
文
（
未
刊
）。

6
	

G
. A

. Lindbeck, The N
ature of D

octrine: Religion and Theology 

in a Postliberal Age (Philadelphia: W
estm

inster, 1984). 

田
丸
徳
善

監
修
、
星
川
啓
慈
・
山
梨
有
希
子
訳
『
教
理
の
本
質
―
―
ポ
ス
ト

リ
ベ
ラ
ル
時
代
の
宗
教
と
神
学
』
ヨ
ル
ダ
ン
社
、
二
〇
〇
三
年
。

7
	

本
稿
の
議
論
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
二
つ
ほ
ど
補
足
を
し

た
い
。

　
　

① 

数
学
や
モ
デ
ル
理
論
と
い
え
ど
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
自
然
言
語
が
も
つ
確
実
さ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

以
上
の
確
実
さ

4

4

4

4

4

4(G
ew

issheit)

を
も
つ
わ
け
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ウ
ィ
ト

ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、『
確
実
性
に
つ
い
て
』
の
中
で
、
数
学
の

命
題
が
も
つ
確
実
さ
と
非
数
学
的
な
命
題
が
も
つ
確
実
さ
と
を
同

列
に
並
べ
よ
う
と
し
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
彼
は
、
数
学
の
よ
う

な
一
見
で
は
経
験
と
か
け
離
れ
た
抽
象
的
世
界
と
経
験
の
世
界
と

を
接
続
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
数
学
や
論
理
学
の
領

域
で
の
事
柄
も
、
わ
れ
わ
れ
の
経
験
世
界
の
中
で
伝
達
・
習
得
さ

れ
た
も
の
な
の
だ
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
次
の
よ
う

に
論
じ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
計
算
の
本
質
4

4

を
、
計
算
の
仕
方
を
学
ぶ
こ
と
を
通

じ
て
知
っ
た
の
だ
。（
四
五
節
）

私
は12×12=144

を
間
違
え
る
は
ず
が
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
わ

れ
わ
れ
は
、
も
は
や
数
学
的
な

4

4

4

4

確
実
性
を
経
験
命
題
の
相
対

的
な
不
確
実
性
と
対
比
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
数
学
的
な
命
題
は
一
系
列
の
行
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
4

4

、
そ
れ
ら
の
行
動
は

4

4

4

4

4

4

4

、
ほ
か
の
生
活
的
な
営
み
と
少
し
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

違
っ
た
も
の
で
は
な
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
同
じ
よ
う
に

4

4

4

4

4

、
忘
却
や

4

4

4

、
見
落
と
し

4

4

4

4

や4

、錯
覚
の
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。（
六
五
一
節
、

傍
線
引
用
者
）

12

×12

＝144

と
い
う
式
が
疑
い
の
外
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
非

数
学
的
な
命
題
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。（
六
五
三
節
）

② 

数
学
的
な
事
柄
を
支
え
て
い
る
も
の
は
日
常
的
な
実
践
に
ほ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

。
先
述
の
よ
う
に
、
右
の
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

の
議
論
は
、
数
学
の
命
題
が
も
つ
確
実
さ
と
非
数
学
的
な
命
題
が

も
つ
確
実
さ
と
を
同
列
に
並
べ
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
が
、
本

稿
に
ひ
き
つ
け
て
述
べ
れ
ば
、「
数
学
的
な
事
柄
を
支
え
て
い
る

も
の
は
日
常
的
な
実
践
（「
生
活
的
な
営
み
」）
で
あ
る
」
と
も
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
日
常
的
な
実

践
に
は
自
然
言
語(

日
常
言
語)

を
駆
使
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
数
学
と
い
う
学
問
の
伝
達

過
程
と
数
学
そ
の
も
の
と
は
分
離
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
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い
う
反
論
も
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
の
主
張
と

や
や
重
複
す
る
が
、
伝
達
後
に
お
い
て
も
、
数
学
の
自
立
性
を
支

え
て
い
る
の
は
、
数
学
に
内
在
す
る
自
立
的
真
理
で
は
な
く
、
数

学
の
訓
練
を
受
け
て
数
学
に
熟
達
し
た
人
間
で
あ
る
、
と
思
っ
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
数
学
に
お
い
て
は
、
数
学
的
真
理
や
プ
ロ
セ

ス
（
計
算
や
証
明
な
ど
）
が
自
立
的
に
意
味
を
も
つ
こ
と
は
な
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
息
を
吹
き
込
む
の
は
、
数
学
の
訓
練
を
受
け

数
学
に
熟
達
し
た
数
学
者
で
あ
る
が
、
そ
の
数
学
者
は
同
時
に
、

自
然
言
語
を
駆
使
す
る
生
身
の
人
間
で
も
あ
る
。

星
川
啓
慈
氏
の
発
表
に
つ
い
て
論
じ
る
前
に
こ
れ
ま
で
の
同

氏
の
研
究
業
績
に
つ
い
て
一
言
触
れ
た
い
。

星
川
氏
は
、『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
宗
教
哲
学
―
―
言

語
・
宗
教
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
』（
ヨ
ル
ダ
ン
社
、
一
九
八
九
年
）

以
来
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
言
語
ゲ
ー
ム
」
概
念
を

拠
り
所
と
し
て
、
宗
教
的
言
語
ゲ
ー
ム
が
あ
る
と
主
張
す
る
よ

り
も
む
し
ろ
、
宗
教
そ
の
も
の
が
言
語
ゲ
ー
ム
で
あ
る
と
主
張

す
る
立
場
を
と
り
、
そ
の
観
点
を
宗
教
間
対
話
に
も
導
入
し
て

こ
ら
れ
た
。

こ
こ
で
、
星
川
氏
の
主
要
業
績
を
列
挙
す
れ
ば
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

宗
教
哲
学
関
係

『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
宗
教
哲
学
―
―
言
語
・
宗
教
・
コ

レ
ス
ポ
ン
ス

渡
邉 

学
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ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
』
ヨ
ル
ダ
ン
社
、
一
九
八
九
年
。

『
宗
教
者
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
法
蔵
館
、
一
九
九
〇
年
。

『
悟
り
の
現
象
学
』
法
藏
館
、
一
九
九
二
年
。（
＊
本
書
は
シ
ュ

ッ
ツ
の
現
象
学
の
立
場
か
ら
の
分
析
で
あ
る
。）

『
禅
と
言
語
ゲ
ー
ム
』
法
蔵
館
、
一
九
九
三
年
。

『
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
宗
教
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
七
年
。

宗
教
間
対
話
関
係

『
神
々
の
和
解
―
―
二
一
世
紀
の
宗
教
間
対
話
』 

田
丸
徳
善
、
山

梨
有
希
子
共
著
、
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

『
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
宗
教
間
対
話
』
山
梨
有
希
子
共
編
、
大
正

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
。

『
現
代
世
界
と
宗
教
の
課
題
―
―
宗
教
間
対
話
と
公
共
哲
学
』
山

脇
直
司
他
共
著
、
蒼
天
社
出
版
、
二
〇
〇
五
年
。

『
対
話
す
る
宗
教
―
―
戦
争
か
ら
平
和
へ
』〈
Ｔ
Ｕ
選
書
第
四
巻
〉

大
正
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
。

そ
の
他

『
シ
ュ
ッ
ツ=

ル
ッ
ク
マ
ン
の
現
象
学
的
知
識
論
』
コ
ー
ム
ラ
、

一
九
九
二
年
。

『
国
際
化
時
代
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
―
―
民
族
と
文
化
の
揺
ら

ぎ
の
な
か
で
』
田
丸
徳
善
、
桜
井
元
雄
、
共
編
、
春
秋
社
、

一
九
九
八
年
。

『
世
界
の
宗
教
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
』
星
川
啓
慈
監
修
、
実
業
之
日

本
社
、
二
〇
〇
六
年
。

『
宗
教
の
え
ら
び
方
―
―
後
悔
し
な
い
た
め
に
』〈
大
正
大
学

ま
ん
だ
ら
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
第
八
巻
〉
大
正
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
七
年
。 

翻
訳
書

『
未
知
な
る
人
間
へ
の
旅
』
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
Ｈ
・
ラ
イ
ン
ラ
ン
ダ

ー
著
、
小
野
泰
博
共
訳
、
ヨ
ル
ダ
ン
社
、
一
九
八
五
年
。

『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
文
法
・
神
』
Ａ
・
キ
ー
ト
リ
ー
著
、

法
蔵
館
、
一
九
八
九
年
。

『
現
象
学
と
宗
教
社
会
学
』
ト
ー
マ
ス
・
ル
ッ
ク
マ
ン
著
、
デ

ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ー
ド
、
山
中
弘
共
訳
、
ヨ
ル
ダ
ン
社
、

一
九
八
九
年
。

『
神
と
自
由
と
悪
と
―
―
宗
教
の
合
理
的
受
容
可
能
性
』
Ａ
・
プ

ラ
ン
テ
ィ
ン
ガ
著
、
勁
草
書
房
、
一
九
九
五
年
。
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『
宗
教
の
論
理
』
Ｊ
・
Ｍ
・
ボ
ヘ
ン
ス
キ
ー
著
、
ヨ
ル
ダ
ン
社
、

一
九
九
七
年
。

『
教
理
の
本
質
―
―
ポ
ス
ト
リ
ベ
ラ
ル
時
代
の
宗
教
と
神
学
』

Ｇ
・
Ａ
・
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
著
、
山
梨
有
希
子
共
訳
、
ヨ
ル
ダ

ン
社
、
二
〇
〇
三
年
。

初
期
の
著
書
（
一
九
八
九
―
九
七
年
）
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
と
「
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
宗
教
」
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
著
書
が
宗
教
間
対

話
に
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
一
覧
表
か
ら
よ
く
わ
か
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、『
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
宗
教
』

（
一
九
九
七
）
の
第
五
章
に
「
宗
教
間
対
話
の
可
能
性
」
と
題
す

る
節
が
あ
り
、
こ
れ
が
そ
の
後
の
星
川
氏
の
研
究
動
向
を
予
示

し
て
い
る
と
言
え
る
。

今
回
の
発
表
は
、
後
者
の
研
究
方
向
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

第
一
部
に
つ
い
て

　

星
川
氏
の
発
表
「
宗
教
間
対
話
に
お
け
る
言
語
の
問
題
―

―
非
自
然
言
語
を
い
か
に
宗
教
間
対
話
に
と
り
こ
む
か
―
―
」

は
、
大
き
く
二
部
に
分
か
れ
て
い
る
。
第
一
部
は
、
昨
年
開
催

さ
れ
た
日
本
宗
教
学
会
第
六
五
回
学
術
大
会
の
パ
ネ
ル
「
宗
教

に
お
け
る
〈
語
り
え
ぬ
も
の
〉
と
〈
示
し
う
る
も
の
〉」
の
紹
介

で
あ
り
、
四
つ
の
発
表
の
う
ち
二
つ
の
発
表
の
発
表
要
旨
が
転

載
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
星
川
氏
の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。（
た
だ
し
、『
宗
教
研
究
』
三
五
一
号
に
よ
れ
ば
星

川
氏
は
レ
ス
ポ
ン
ス
で
は
な
く
、「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
言
語
間
言
語
観
」
に
つ
い
て
発
表
さ
れ

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）。
私
は
、
あ
る
学
会
に
お
い
て
他
の
学

会
の
成
果
が
こ
の
よ
う
な
形
で
公
表
さ
れ
た
の
を
寡
聞
に
し
て

知
ら
な
い
。

こ
の
パ
ネ
ル
は
、
そ
の
代
表
者
で
あ
る
落
合
仁
司
氏
に
よ
れ

ば
、
も
と
も
と
「
言
語
論
的
転
回
以
降
の
英
米
哲
学
的
方
法
、

公
理
論
的
転
回
以
降
の
数
学
的
方
法
、
さ
ら
に
は
情
報
科
学
的

な
モ
デ
リ
ン
グ
の
方
法
等
、
総
じ
て
近
代
的
あ
る
い
は
現
代
的

と
呼
ば
れ
る
方
法
を
、
宗
教
を
対
象
と
し
て
組
織
的
に
適
用
し

よ
う
と
す
る
試
み
」
で
あ
る
（『
宗
教
研
究
』
三
五
一
号
、
日
本

宗
教
学
会
、
二
〇
〇
七
年
、
九
七
―
九
八
頁
）。
し
た
が
っ
て
、

そ
れ
は
、
近
代
的
も
し
く
は
現
代
的
方
法
に
よ
っ
て
宗
教
を
俎

上
に
載
せ
る
と
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
が
主
眼
で
あ
っ
て
、
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必
ず
し
も
宗
教
間
対
話
を
対
象
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、星
川
氏
は
、渡
辺
光
一
氏
の
発
表
が
、「
二
十

世
紀
は
、
宗
教
の
差
異
を
主
因
と
す
る
政
治
的
・
暴
力
的
紛
争

の
時
代
で
あ
っ
た
」、
ま
た
、「
一
方
で
二
十
世
紀
は
、
先
進
国

を
中
心
に
急
速
に
世
俗
化
が
進
展
し
宗
教
が
力
を
失
っ
た
時
代

で
も
あ
っ
た
」
の
が
、「
そ
れ
ぞ
れ
宗
教
間
の
対
話
の
失
敗
と
宗

教
・
世
俗
間
の
対
話
の
失
敗
」
で
あ
る
と
了
解
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
発
表
を
こ
の
学
会
の
場
に
も
た
ら
し
て

い
る
と
考
え
る
（
九
二
頁
）。

し
か
し
な
が
ら
、
残
念
な
こ
と
に
、
私
は
必
ず
し
も
こ
れ
ら

の
前
提
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
百
年
戦
争
を
は
じ
め
と
し
て
、
前
者
の
よ
う
な
事
象
は

必
ず
し
も
二
十
世
紀
に
限
っ
た
こ
と
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
世
俗
化
と
宗
教
の
影
響
力
の
低
下
に
関
し
て
も
、

宗
教
と
世
俗
社
会
が
対
話
を
密
に
行
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
回

避
で
き
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
要
す
る

に
、
政
教
分
離
や
特
定
の
宗
教
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
喪
失
が
そ
こ

に
は
絡
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
宗
教
間
対
話
が
十
分
に
な
さ
れ

て
い
れ
ば
地
域
紛
争
な
ど
が
な
く
な
っ
た
の
か
と
言
え
ば
、
そ

う
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
渡
辺
光
一
氏
が
非
自
然
的
言
語
や
モ
デ
リ
ン
グ

に
よ
っ
て
宗
教
的
な
専
門
家
と
信
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
の
は
評
価
で
き
よ
う
（
九
三
頁
）。

落
合
仁
司
氏
の
発
表
「
哲
学
的
存
在
論
、
宗
教
的
無
限
論
、

数
学
的
集
合
論
」
は
、「
宗
教
に
お
い
て
人
間
に
は
〈
語
り
え
ぬ

も
の
〉
す
な
わ
ち
そ
の
何
で
あ
る
か
を
限
定
し
え
な
い
〈
無
限

な
も
の
〉
を
、
数
学
で
言
う
人
間
の
言
語
の
境
界
に
位
置
す
る

表
現
に
よ
っ
て
〈
示
す
〉
試
み
で
あ
る
」（
九
五
頁
）。

落
合
氏
は
、「
宗
教
に
お
け
る
〈
無
限
な
も
の
〉」
を
即
座
に

「
神
や
仏
」
と
同
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
無
限
の
存
在
を
神

あ
る
い
は
仏
と
考
え
る
立
場
を
存
在
神
論
（O

nto-T
heology

）、

無
限
の
他
者
を
神
あ
る
い
は
仏
と
考
え
る
立
場
を
他
者
神
論

（A
llo-Theology

）
と
呼
ぶ
」（
九
五
頁
）。

同
氏
に
よ
れ
ば
、「
存
在
神
論
は
わ
れ
わ
れ
存
在
者
が
無
限
な

存
在
で
あ
る
神
あ
る
い
は
仏
の
限
定
さ
れ
た
有
限
な
部
分
で
あ

る
と
考
え
る
宗
教
」
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ト

マ
ス
や
禅
仏
教
の
道
元
等
が
典
型
的
な
存
在
神
論
で
あ
る
と
い
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う
。
お
そ
ら
く
、
同
氏
は
、
集
合
論
的
な
発
想
で
神
／
仏
と
人

間
（
あ
る
い
は
個
物
も
）
を
全
体
と
部
分
と
し
て
考
え
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
こ
れ
は
汎
神
論
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
ス
ピ
ノ
ザ
、
ゲ
ー
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
な
ど
に

は
該
当
す
る
が
、
ト
マ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
正

統
教
義
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

集
合
論
に
は
超
越
の
観
念
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
た
と
え
ば
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
や
神
道
の
よ
う
な
多
神

教
の
神
を
は
た
し
て
〈
無
限
な
も
の
〉
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
じ
仏
で
も
、
仏
陀
と
大
日
如
来
は
同
じ

よ
う
に
扱
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
阿
弥
陀
仏
は
〈
無
限
な
光

も
し
く
は
命
〉
と
い
う
語
源
的
な
意
味
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
は
、
数
学
的
な
無
限
と
同
一
視
で
き
る
の
か
。
あ
る

い
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
無
限
概
念
を
参
照
す
れ
ば
、
数
学
的
な
無

限
は
、
悪
無
限
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
真
無
限
な
の
だ

ろ
う
か
。
真
無
限
な
ら
ば
、
有
限
な
も
の
や
悪
を
も
含
む
無
限

と
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
文
脈
で
言
え
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
異

端
的
な
神
概
念
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
数
学
的
な
表
現
に
お
い
て

京
都
学
派
の
絶
対
無
と
相
対
無
を
区
別
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
数

学
的
に
は
無
は
無
で
あ
っ
て
、
相
対
も
絶
対
も
な
い
の
で
は
な

い
か
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
き
、
落
合
氏
の
概
念
構
成
は
、
現
実
の

諸
宗
教
に
即
し
て
数
学
の
概
念
を
当
て
は
め
て
い
る
と
い
う
よ

り
も
、
無
限
概
念
を
諸
宗
教
の
神
仏
概
念
の
差
異
性
を
無
視
し

て
当
て
は
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
む
し
ろ
、
無
限
概
念
が
適
用
で
き
る
事
例
に
限
定
し
て
宗

教
を
論
じ
る
と
い
う
自
己
限
定
が
な
け
れ
ば
、
立
論
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
が
抱
か
れ
る
。

渡
辺
氏
の
立
論
に
せ
よ
、
落
合
氏
の
立
論
に
せ
よ
、
宗
教
の

外
部
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

実
際
に
あ
る
宗
教
を
信
仰
し
て
信
仰
の
投
企
に
立
脚
し
た
ア
プ

ロ
ー
チ
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

星
川
氏
の
立
論
に
し
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
つ
ま
り
、

所
詮
、
宗
教
が
掲
げ
て
い
る
教
理
や
信
仰
内
容
は
不
合
理
で
あ

っ
て
理
解
し
が
た
い
。
そ
れ
は
、
独
自
の
言
語
ゲ
ー
ム
に
則
っ

て
い
る
。
そ
も
そ
も
宗
教
は
言
語
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
星
川
氏
の

著
書
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
主
張
が
伺
え
る
。

星
川
氏
は
、
渡
辺
、
落
合
両
氏
の
発
表
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
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を
し
て
、
そ
れ
を
発
表
原
稿
の
四
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
ま
ず
メ
タ
フ
ァ
ー
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
私
に

は
そ
の
こ
と
の
新
し
さ
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、「
新

し
い
メ
タ
フ
ァ
ー
論
の
地
平
」
を
切
り
開
く
と
い
う
こ
と
の
意

義
に
つ
い
て
改
め
て
ご
質
問
し
た
い
。

そ
れ
か
ら
、
星
川
氏
は
、「
数
学
の
集
合
論
を
宗
教
に
適
用
し

た
場
合
、
価
値
論
や
実
践
論
や
認
識
論
で
は
な
く
、
存
在
論
が

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
な
も
の
に
な
る
、
と
予
想
さ
れ
る
」
と
指
摘
し

て
い
る
。
そ
の
場
合
、
落
合
氏
の
存
在
論
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
は
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
存
在
論
と
は
別
物
で
は
な
い

か
。
そ
の
異
同
に
つ
い
て
ご
教
示
願
え
れ
ば
と
思
う
。

第
二
部
に
つ
い
て

星
川
氏
は
、
第
二
部
に
お
い
て
「
宗
教
言
語
ゲ
ー
ム
論
と
宗

教
間
対
話
の
言
語
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

そ
の
基
本
は
何
か
と
い
え
ば
、
ま
ず
、
異
文
化
間
の
言
語
ゲ

ー
ム
の
共
約
不
可
能
性
を
（
七
三
―
七
四
頁
の
鬼
界
氏
の
立
論

に
対
し
て
）
い
か
に
克
服
す
る
か
、
次
に
、
言
語
ゲ
ー
ム
に
は

方
法
概
念
と
事
実
概
念
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
宗
教

が
言
語
ゲ
ー
ム
で
あ
る
と
い
う
の
は
誤
用
で
あ
る
と
い
う
主
張

（
奥
雅
博
）
に
対
し
て
い
か
に
反
論
す
る
か
、
の
三
つ
で
あ
る
。

ま
ず
、
鬼
界
氏
の
言
語
ゲ
ー
ム
の
共
約
不
可
能
性
の
議
論
は
よ

く
理
解
で
き
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
宗
教
多
元
主
義
の
根

拠
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
異
文

化
の
他
者
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
非
難
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
差
異

性
は
誤
謬
で
は
な
い
。

次
に
、
星
川
氏
は
、
黒
田
亘
氏
の
議
論
を
引
用
し
て
そ
れ
を

踏
ま
え
て
か
ら
祈
り
に
つ
い
て
論
じ
て
、「
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
祈

り
の
出
発
点
で
あ
る
よ
り
も
、
祈
り
の
生
き
る
場
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
ど
う
し
て
「
方
法
概
念
と
し
て
の
言
語

ゲ
ー
ム
」
と
な
る
の
か
、
ご
教
示
願
い
た
い
。

さ
ら
に
、
宗
教
を
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
対
す

る
異
論
に
対
す
る
星
川
氏
の
反
論
に
つ
い
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
七
五
―
七
六
頁
）。
こ
こ
で
の
議
論
は
、
必
ず
し
も

明
確
で
は
な
い
。
ま
ず
、
奥
雅
博
氏
の
引
用
文
は
、
な
ぜ
「
仏

教
の
言
語
ゲ
ー
ム
」
な
ど
と
い
っ
た
体
系
な
い
し
大
規
模
概

念
そ
れ
自
体
が
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
言
語
ゲ
ー
ム
と

呼
ん
だ
も
の
で
は
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
が
明
示
さ
れ
て
い
な
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い
。
さ
ら
に
、
星
川
氏
の
反
論
は
反
論
と
言
え
る
も
の
で
は
な

く
、
た
と
え
誤
用
だ
と
し
て
も
創
造
的
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い

る
の
だ
か
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
消
極
的
な
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
星
川
氏
と
他
の
分
野
の
研
究
者
が
ウ
ィ
ト
ゲ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
語
ゲ
ー
ム
概
念
を
誤
用
し
て
い
る
こ
と
を
認

め
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。さ
ら
に
、星
川
氏
の
論
拠
は
、

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
秘
密
の
日
記
に
見
ら
れ
る
痕
跡
を

自
ら
の
解
釈
を
交
え
ず
に
引
用
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま

た
、
必
ず
し
も
納
得
の
い
く
も
の
で
は
な
い
。

実
際
、
星
川
氏
は
、
奥
氏
の
文
章
を
一
部
引
用
し
て
い
る
が
、

そ
の
引
用
は
奥
氏
の
結
論
の
み
を
含
み
、
基
本
的
な
議
論
を
省

い
て
い
る
た
め
、
そ
の
理
由
が
明
ら
か
で
な
い
。

こ
こ
で
改
め
て
奥
氏
の
議
論
を
再
現
す
れ
ば
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
奥
氏
は
、
カ
ー
（F. K

err

）
と
と
も
に
「
宗
教
は

一
つ
の
生
活
様
式
で
あ
る
。
そ
れ
は
行
為
の
中
に
埋
め
込
ま

れ
た
言
語
―
―
即
ち
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
〈
言
語
ゲ
ー

ム
〉
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
科
学
は
も
う
一
つ
の
生
活
様
式

で
あ
る
」
と
い
う
マ
ル
コ
ム
（『
思
想
と
知
識
』）
の
主
張
に
対

し
て
疑
念
を
呈
し
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
語
ゲ
ー
ム

に
対
す
る
定
式
は
、
あ
く
ま
で
「
言
葉
を
話
す
こ
と
と
そ
れ
を

含
む
脈
絡
で
の
活
動
の
全
体
」『
哲
学
探
究
』
二
三
節
）
と
い

う
規
定
を
外
れ
る
こ
と
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
奥
雅
博
『
ウ

ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
奥
雅
博
の
三
十
五
年
』
勁
草
書
房
、

二
〇
〇
一
年
、
一
九
一
―
二
頁
）。

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
『
哲
学
探
究
』
の
二
三
節
に

は
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
言
語
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
こ
こ
で
は
、
言
語
を

話
す
と
い
う
こ
と
が
、
一
つ
の
活
動
な
い
し
生
活
様
式
の
一

部
で
あ
る
こ
と
を
、
は
っ
き
り
さ
せ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
藤
本
隆
志
訳
『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
全
集
』
第

八
巻
、
大
修
館
書
店
、
三
二
頁
）（
原
文
は
以
下
の
通
り
。 

“D
as W

ort ‘Sprachspiel’ soll hier hervorheben, daß das 

Sprechen der Sprache ein Teil ist einer Tätigkeit, oder einer 

Lebensform
.” Ludw

ig W
ittgenstein, W

erkausgabe

、 Band 1 

(Frankfurt am
 M

ain: Suhrkam
p, 1984), 250.

）（
英
訳
は
以

下
の
通
り
。“H

ere the term
 ‘language-gam

e’ is m
eant to 

bring into prom
inence the fact that the speaking of lan-

guage is part of an activity, or of a form
 of life.”

）
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そ
し
て
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
例
を

挙
げ
て
、「
言
語
と
い
う
道
具
と
そ
の
使
い
方
の
多
様
性
、
語
や

文
章
の
種
類
の
多
様
性
を
、
論
理
学
者
が
言
語
の
構
造
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
こ
と
と
比
較
す
る
の
は
、
興
味
深
い
こ
と
で
あ

る
」
と
結
ん
で
い
る
。

要
す
る
に
、「
言
語
ゲ
ー
ム
」
は
、
活
動
の
一
部
で
あ
り
生
活

様
式
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
の
が
そ
の
趣
旨
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

包
摂
関
係
を
明
確
に
記
述
す
れ
ば
、
宗
教
そ
の
他
の
生
活
様
式

そ
の
も
の
が
「
言
語
ゲ
ー
ム
」
な
の
で
は
な
く
、
生
活
様
式
の

一
部
に
「
言
語
ゲ
ー
ム
」
が
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

言
え
ば
、
生
活
様
式
＝
言
語
ゲ
ー
ム
で
は
な
い
し
、
宗
教
＝
生

活
様
式
＝
言
語
ゲ
ー
ム
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
奥
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
少
な
く

と
も
こ
の
引
用
文
か
ら
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言

語
ゲ
ー
ム
概
念
は
、「
言
語
を
話
す
こ
と
」（das Sprechen der 

Sprache

）
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

英
語
のlanguage

が
抽
象
性
を
も
っ
て
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
語

のlangage

［
言
語
（
活
動
）］
に
近
い
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ

語
のSprache

は
、langage

とparole

［
言
葉
］
の
両
者
を
含

む
の
で
あ
る
が
、
英
語
圏
の
研
究
者
お
よ
び
そ
の
哲
学
の
研
究

者
は
、
お
そ
ら
く
、Sprachespiel

のSprache

をlanguage

と

訳
す
こ
と
に
よ
っ
て
言
語
活
動
と
し
て
理
解
す
る
傾
向
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
く
ま
で
語
源
的
に
言
え
ば
、sprechen

とSprache

の
関
係
は
、speak

とspeech

の
関
係
に
近
い
。

星
川
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
言
語
ゲ
ー
ム
概
念
か
ら
す
れ
ば
、

誤
用
の
事
例
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
星
川
氏
が
共
感
を
示
し
て

い
る
研
究
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
の
事

例
と
し
て
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
『
教
理
の
本
質
』
を
取
り
上
げ
る
。

こ
の
立
場
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
以
下
の
三
点
を
挙
げ
て

い
る
。
① 

宗
教
的
信
念
は
、
そ
の
宗
教
の
信
者
に
よ
っ
て
の
み

理
解
さ
れ
う
る
。
② 

お
の
お
の
の
宗
教
の
言
語
ゲ
ー
ム
は
、真
／

偽
、
合
理
／
非
合
理
、
有
意
味
／
無
意
味
な
ど
に
つ
い
て
独
自

の
基
準
や
規
範
を
内
蔵
し
て
い
る
。
③
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
一
つ

の
宗
教
の
言
語
ゲ
ー
ム
は
、
他
の
言
語
ゲ
ー
ム
か
ら
の
批
判
を

免
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
参
照
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
自
己
完
結

的
な
言
語
ゲ
ー
ム
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

星
川
氏
は
、こ
の
よ
う
な
立
場
を
よ
し
と
し
な
い
。な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
で
は
、「
ど
う
し
て
も
、
異
な
る
宗
教
の
信
者
の
間
／
信
仰
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を
も
つ
者
と
も
た
な
い
者
と
の
間
で
の
対
話
が
困
難
に
な
っ
て

し
ま
う
」（
八
頁
）
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
星
川
氏
は
、
自
身
の
「
宗
教
言
語
ゲ
ー
ム
論
」
を

展
開
す
る
の
だ
が
、
そ
の
論
拠
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。

フ
ィ
デ
イ
ス
ト
や
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
と
は
異
な
っ
て
、
私
は
言

4

4

4

語
ゲ
ー
ム
を
完
全
に
閉
じ
た
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
た

と
え
ば
、「
仏
教
の
言
語
ゲ
ー
ム
」「
キ
リ
ス
ト
教
の
言
語
ゲ

ー
ム
」
を
想
定
し
、
こ
れ
ら
を
自
己
完
結
し
た
言
語
ゲ
ー
ム

だ
と
み
な
す
と
、仏
教
徒
で
は
な
い
キ
リ
ス
ト
教
徒
は「
縁
起
」

「
一
切
皆
空
」
な
ど
を
理
解
で
き
な
い
し
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

は
な
い
仏
教
徒
は
ユ
ダ
ヤ
＝
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
の
核
心
に

あ
る「
神
」「
三
位
一
体
」な
ど
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、
お
か
し
い
。「
宗
教
言
語
ゲ
ー
ム
論

4

4

4

4

4

4

4

4

」
を
自
閉
的
な

4

4

4

4

4

も
の
と
理
解
し
て
も
ら
っ
て
は
困
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
キ
リ
ス
ト
教
信
者
が

「
一
切
皆
空
」
を
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
の
さ
い

は
、
彼
／
彼
女
は
仏
教
徒
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
仏
教
の
言

語
ゲ
ー
ム
に
入
り
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
教
徒

が
「
神
」
を
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
の
さ
い
は
、

彼
／
彼
女
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
キ
リ
ス

ト
教
の
言
語
ゲ
ー
ム
に
入
り
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
（
八
一

頁
）。

あ
る
宗
教
の
信
者
が
他
の
宗
教
の
核
心
を
理
解
で
き
る
と
い

う
星
川
氏
に
と
っ
て
自
明
な
確
信
に
則
っ
て
、
星
川
氏
は
、
多

様
な
言
語
ゲ
ー
ム
が
相
互
に
交
差
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
方
で
、
宗
教
の
部
外
者
で

あ
る
星
川
氏
自
身
が
、
な
ぜ
宗
教
の
こ
と
を
理
解
で
き
る
の
か

を
説
明
す
る
た
め
に
は
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
基
本
前
提
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
単
に
そ
れ
が
自
明
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

な
ぜ
そ
の
こ
と
が
可
能
な
の
か
、
そ
の
根
拠
を
示
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
星
川
氏
に
は
、
こ
の
問
題
に
も
答
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

星
川
氏
の
宗
教
観
は
、『
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
宗
教
』（
勁

草
書
房
、
一
九
九
七
年
）
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
氏
の
基
本
的

立
場
は
、「
宗
教
に
本
質
は
な
い
、
宗
教
を
宗
教
た
ら
し
め
る
も

の
な
ど
存
在
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
た
だ
「
家
族
的

類
似
」
の
み
が
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
の
間
に
存
在
し
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
（
同
著
、
ⅲ
頁
）。
そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
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と
一
体
と
な
っ
た
、
言
語
ゲ
ー
ム
で
あ
る
」（
右
、
一
〇
頁
）
と

い
う
定
義
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

星
川
氏
は
、『
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
宗
教
』（
二
二
九
頁
）

に
以
下
の
よ
う
な
図
を
示
し
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
を
加
え
て

い
る
。

第
一
次
水
準
の
言
語
レ
ベ
ル
で
は
、
相
互
理
解
の
可
能
性
は

な
い
だ
ろ
う
。
多
種
多
様
な
宗
教
が
併
存
し
て
い
る
と
い
う

状
況
に
お
い
て
、
複
数
の
宗
教
が
出
会
い
、
お
の
お
の
が
自

分
の
宗
教
の
布
教
や
相
手
の
改
宗
を
も
と
め
て
、
自
分
の
宗

教
の
教
え
を
説
い
た
と
し
て
も
、
対
話
が
成
立
す
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
…
…

し
か
し
、
自
分
の
宗
教
や
相
手
の
宗
教
に
つ
い
て
、
第
二

次
水
準
で
語
り
合
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
対
話
や
相
互
理
解
の

可
能
性
も
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
言
う

第
二
次
水
準
の
言
語
と
は
、
自
分
が
信
じ
て
い
る
宗
教
か
ら

少
し
距
離
を
と
っ
て
、
そ
れ
を
反
省
的
に
考
察
す
る
よ
う
な

視
点
か
ら
、
自
分
の
宗
教
お
よ
び
相
手
の
宗
教
に
つ
い
て
語

る
言
語
の
こ
と
を
さ
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、
自
分
の
宗
教
の

言
説
を
対
象
化
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
も
う
一
段
レ
ベ
ル
の

「
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
宗
教
」
と
は
い
え
、
宗
教
の
言
語
的

側
面
に
の
み
分
析
を
限
定
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
言
語

ゲ
ー
ム
に
は
言
語
的
側
面
と
非
言
語
的
側
面
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
宗
教
に
も
当
て

は
ま
る
。
簡
単
な
宗
教
的
言
語
ゲ
ー
ム
が
成
立
す
る
た
め
に

さ
え
も
、
当
該
の
宗
教
の
そ
の
辞
典
ま
で
の
す
べ
て
の
歴
史
、

そ
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
す
る
人
々
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ヒ

ス
ト
リ
ー
、
そ
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
成
立
せ
し
め
る
言
語
的
な

ら
び
に
非
言
語
的
な
状
況
な
ど
、
多
種
多
様
な
も
の
が
そ
の

背
後
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の

宗
教
は
、
た
ん
な
る
言
葉
の
表
面
的
な
や
り
と
り
で
は
な
い

（
同
右
、
ⅳ
頁
）。

こ
こ
に
は
、
宗
教
が
む
し
ろ
生
活
様
式
で
あ
り
、
言
語
ゲ
ー

ム
が
そ
の
生
活
様
式
を
包
括
す
る
と
い
う
、
先
に
引
用
さ
れ
た

マ
ル
コ
ム
流
の
考
え
方
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。

星
川
氏
は
、
そ
の
よ
う
な
前
提
に
則
っ
て
「
一
つ
の
宗
教
と

は
、
そ
れ
独
自
の
一
組
の
諸
規
則
に
の
っ
と
っ
て
営
ま
れ
て
い

て
、
一
つ
の
体
系
を
構
成
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
生
活
形
式
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い
と
要
請
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
、
星
川
氏
の
答
は
後
者
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

は
た
し
て
そ
れ
が
自
然
言
語
で
も
よ
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ

れ
で
は
い
け
な
い
の
か
と
い
う
の
が
次
の
問
い
と
な
ろ
う
。

星
川
氏
は
、
第
一
部
の
渡
辺
光
一
、
落
合
仁
司
両
氏
の
成
果

―
―
非
自
然
言
語
に
よ
る
宗
教
理
解
―
―
を
第
二
次
水
準
の
言

語
に
よ
る
言
説
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ
ら
を
自
ら
の
理
論
的

な
枠
組
み
に
取
り
込
む
可
能
性
を
示
し
て
い
る
（
発
表
原
稿
、

八
三
頁
）。
そ
し
て
、
三
つ
の
解
決
策
―
―
宗
教
間
対
話
に
お
い

て
自
然
言
語
と
非
自
然
言
語
を
い
か
に
両
立
さ
せ
る
か
と
い
う

こ
と
に
対
す
る
解
決
策
―
―
を
提
示
す
る
。

第
一
策
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
立
場
で
あ
り
、
非
自
然
言
語

を
使
い
な
が
ら
、
補
足
的
に
自
然
言
語
を
使
っ
て
対
話
を
行
う

も
の
で
あ
る
。（
同
右
、
八
四
頁
）。
第
二
策
は
、
非
自
然
言
語

の
支
持
基
盤
が
自
然
言
語
な
の
で
、
自
然
言
語
で
宗
教
間
対
話

は
可
能
で
あ
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
非
自
然
言
語

を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
必
ず
し
も
そ
の
必
要
性
を
認

め
な
い
こ
と
に
な
る
た
め
、
自
然
言
語
だ
け
で
も
宗
教
間
対
話

が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
八
五
頁
）。
第
三
策
は
、
宗

概念対象主義とウィトゲンシュタイニアン・フィデイズム

宗教間対話

第二水準の言語による言説

宗教 A 宗教 B第一水準の言語による言説

影響 影響

あ
が
っ
た
水
準
の
言

語
で
自
分
と
相
手
の

宗
教
に
つ
い
て
語
る

言
語
の
こ
と
で
あ
る

（
同
著
、
二
二
八
―

九
頁
）。

こ
の
場
合
、
第
二
次

水
準
の
言
語
に
よ
る
言

説
と
い
う
の
は
、
事
実

概
念
な
の
だ
ろ
う
か
、

そ
れ
と
も
、
方
法
概
念

な
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま

り
、
星
川
氏
は
、
宗
教

間
対
話
を
行
う
当
事
者

の
発
話
を
記
述
し
て
こ

う
述
べ
て
い
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
そ
の
当
事

者
は
こ
の
よ
う
な
発
話

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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代
的
あ
る
い
は
現
代
的
と
呼
ば
れ
る
方
法
を
、
宗
教
を
対
象
と

し
て
組
織
的
に
適
用
と
す
る
試
み
」（
落
合
仁
司
氏
））
と
は
異

な
っ
た
形
で
転
用
し
て
い
る
（
宗
教
間
対
話
に
非
自
然
言
語
を

と
り
こ
む
試
み
）
こ
と
に
原
因
が
あ
ろ
う
。

第
二
の
理
由
は
、
星
川
氏
お
よ
び
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・

フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
の
代
表
者
の
言
語
ゲ
ー
ム
概
念
の
妥
当
性
に
関

す
る
議
論
が
間
に
挟
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。
星
川
氏
と

し
て
は
、
い
わ
ば
正
統
派
の
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ニ
ア
ン
の

主
張
を
一
方
で
認
め
な
が
ら
―
―
あ
る
い
は
正
統
派
に
正
当
な

反
論
が
で
き
な
い
ま
ま
―
―
言
語
ゲ
ー
ム
概
念
の
拡
張
も
し
く

は
誤
用
を
あ
え
て
す
る
こ
と
を
選
択
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
論
拠
は
薄
弱
で
あ
る
（「〈
言
語
ゲ
ー
ム
〉
論
を
他
の
学
問

領
域
に
移
植
し
た
結
果
、
そ
の
学
問
に
お
け
る
議
論
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
」
発
表
原
稿
、

七
六
頁
（
原
文
に
は
傍
点
が
付
さ
れ
て
い
る
））。
星
川
氏
が
そ

の
よ
う
な
選
択
を
あ
え
て
さ
れ
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
「
信
仰
の

投
企
」
に
比
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
多
く
の
ウ

ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
フ
ィ
デ
イ
ス
ト
が
信
仰
の
基
を
も
っ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
星
川
氏
は
あ
く
ま
で
信
仰
を
持
た
ず
信

教
間
対
話
は
、
自
然
言
語
で
は
な
く
非
自
然
言
語
で
の
み
お
こ

な
わ
れ
る
と
み
な
す
立
場
で
あ
る
（
同
右
、
八
六
頁
）。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
は
、
星
川
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
現
実

の
宗
教
間
対
話
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
」
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
星
川
氏
は
、
何
ら
か
の
結
論
を
出
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
宗
教
間
対
話
に
非
自
然
言
語
を
と
り
く
む
可
能
性

に
つ
い
て
示
唆
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

ま
と
め
と
し
て

星
川
氏
の
発
表
「
宗
教
間
対
話
に
お
け
る
言
語
の
問
題
―
―

非
自
然
言
語
を
い
か
に
宗
教
間
対
話
に
と
り
こ
む
か
―
―
」
は
、

た
い
へ
ん
多
岐
に
わ
か
っ
た
力
の
こ
も
っ
た
研
究
で
あ
り
、
私

は
、
そ
の
意
欲
的
な
試
み
に
は
敬
意
を
表
し
て
止
ま
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
私
は
こ
の
論
文
を
読
む
の
に
き
わ
め
て
努
力
を

強
い
ら
れ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

第
一
の
理
由
は
、
そ
の
構
成
自
体
の
問
題
、
つ
ま
り
日
本
宗

教
学
会
の
パ
ネ
ル
（「
宗
教
に
お
け
る
〈
語
り
え
ぬ
も
の
〉
と
〈
示

し
う
る
も
の
〉」）
を
そ
の
パ
ネ
ル
の
本
来
の
趣
旨
（「
総
じ
て
近
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的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
私
は
、無
限（
∞
）

を
神
と
呼
び
ま
す
。
あ
な
た
は
、そ
れ
を
仏
と
呼
ぶ
の
で
す
か
。」

と
い
っ
た
形
で
あ
れ
ば
、
第
一
策
も
し
く
は
第
二
策
の
よ
う
な

こ
と
を
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
三
策
で
あ
れ

ば
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
議
論
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
具
体

的
な
内
容
に
即
し
て
示
唆
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
さ
ら
に
議
論

を
深
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
な
る
が
私
見
を
述
べ
て
締
め
く
く
り
た
い
。
現
実
に

宗
教
間
対
話
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
世
界
各
地
で
行
わ
れ

て
い
る
。
東
西
宗
教
交
流
学
会
、「
禅
と
キ
リ
ス
ト
教
」
懇
談
会
、

東
西
霊
性
交
流
な
ど
、
わ
が
国
で
も
す
で
に
長
い
歴
史
を
も
っ

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
成
果
は
、
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
し
、
多

く
の
実
り
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
世
俗
主
義
・
近
代
主
義
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
こ
れ
ら
の
成
果
を
も
し
積
極
的
に
評
価
で
き
な

い
と
す
れ
ば
、そ
れ
は
不
幸
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。ま
た
、

他
方
で
、
現
実
の
宗
教
間
対
話
や
そ
の
歴
史
に
学
び
、
そ
れ
を

査
定
す
る
試
み
が
な
さ
れ
れ
ば
、
モ
ダ
ニ
ス
ト
と
レ
リ
ジ
ョ
ニ

ス
ト
の
間
で
お
そ
ら
く
も
っ
と
有
意
義
な
対
話
が
で
き
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
、
星
川
氏
が
今
回
発
表

仰
の
外
部
に
立
つ
世
俗
主
義
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
な

ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
信
仰
の
投
企
」
を
正
当
化
す
る
根
拠
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
の
根
拠
を
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

第
三
の
も
っ
と
も
重
大
な
理
由
は
、
実
際
の
宗
教
間
対
話
の

外
部
に
い
て
、
そ
の
実
際
を
知
ら
ず
に
そ
の
方
法
論
を
ど
う
し

て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
論
じ
る

こ
と
が
有
意
味
で
あ
る
と
ど
う
し
て
確
信
を
持
っ
て
言
え
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
宗
教
間
対
話
の
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
現
実
の
宗
教

間
対
話
の
記
録
を
分
析
し
、
そ
の
事
例
を
研
究
す
れ
ば
、
具
体

的
な
相
互
理
解
や
相
互
誤
解
、
あ
る
い
は
、
自
然
言
語
の
限
界

や
非
自
然
言
語
の
可
能
性
も
み
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

宗
教
間
対
話
が
先
験
的
に
こ
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

外
部
か
ら
進
言
す
る
こ
と
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
だ
ろ

う
か
。
あ
る
い
は
、
そ
の
進
言
の
そ
の
妥
当
性
は
ど
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
検
証
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
逆
に
、
星
川
氏
の
提
言
を
も
っ
と
真
正
面
か
ら
取
り

上
げ
る
と
し
て
、
星
川
氏
は
、
最
後
の
三
つ
の
解
決
策
を
具
体
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は
じ
め
に

ま
ず
最
初
に
、
私
の
発
表
原
稿
を
丁
寧
に
読
ん
で
い
た
だ
い

た
こ
と
に
対
し
て
、
す
な
お
に
渡
邉
氏
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
は
当
日
の
発
表
の
仕
方
を
き
ち
ん
と
把

握
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
二
人
の
間
で
行
き
違
い
が
あ
っ
た

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
私
は
、
自
分
が
唱
え
る
「
宗
教
言
語
ゲ

ー
ム
論
」
が
東
西
宗
教
交
流
学
会
の
会
員
の
方
々
に
ほ
と
ん
ど

ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
予
想
の
も
と
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
書
き
込
ん
だ
が
、
そ
れ
が
予
想
以
上
の
渡

邉
氏
の
批
判
を
招
い
た
。
ま
た
、
発
表
当
日
は
、
配
布
原
稿
か

ら
適
当
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
発
表
を
行
な
う
予
定
で
あ
り
、

参
加
者
の
活
発
な
議
論
を
誘
発
す
れ
ば
私
に
与
え
ら
れ
た
任
務

は
終
わ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。

さ
れ
た
最
大
の
成
果
は
、
世
俗
主
義
的
な
宗
教
間
対
話
の
研
究

者
と
信
仰
を
持
っ
た
宗
教
間
対
話
の
実
践
者
の
間
で
対
話
が
成

り
立
つ
か
ど
う
か
が
試
さ
れ
る
場
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ

り
、
私
は
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
場
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
、
こ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
を
締
め
く
く
り
た
い
。

レ
ス
ポ
ン
ス

星
川
啓
慈
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そ
う
し
た
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
渡
邉
氏
の
批
判
に
対

す
る
以
下
で
の
応
答
を
執
筆
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
私
は
思
わ

ぬ
収
穫
を
得
た
。
た
と
え
ば
、
①
『
哲
学
探
究
』
第
一
部
二
三

節
を
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
読
む
こ
と
が
で
き
た

こ
と
、
② 

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
が
宗
教
を
言
語
ゲ
ー

ム
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
を
読
者
に
紹
介
す
る
機
会
を
与
え

ら
れ
た
こ
と
、
③ 

氏
の
批
判
に
よ
り
自
分
の
立
場
が
さ
ら
に
明

確
化
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、「
宗
教
言
語
ゲ

ー
ム
論
」
や
宗
教
間
対
話
で
使
用
さ
れ
る
言
語
が
は
ら
む
問
題

点
に
つ
い
て
も
、
再
考
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

渡
邉
氏
の
批
判
に
す
べ
て
細
か
く
応
答
す
る
と
、
あ
ま
り
に

長
大
な
原
稿
に
な
る
た
め
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
な
が
ら
、
応
答

し
た
い
。﹁

第
一
部
に
つ
い
て
﹂
に
対
し
て

一　

全
体
的
な
事
柄

基
本
的
に
、
第
一
部
は
渡
辺
光
一
氏
と
落
合
仁
司
氏
と
の
研

究
の
紹
介
を
し
た
ま
で
で
あ
る
。
要
点
は
、
数
学
的
・
モ
デ
ル

論
的
な
手
法
を
宗
教
間
対
話
に
と
り
い
れ
る
こ
と
の
可
能
性

4

4

4

で

あ
る
。
私
は
、
落
合
氏
に
対
し
て
は
、
二
〇
〇
六
年
六
月
に
「
宗

教
倫
理
学
会
」
で
批
判
し
て
い
る
し
、
渡
辺
氏
の
研
究
に
つ
い

て
も
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
部
分
が
多
い
。
け
れ
ど
も
、
渡
邉

氏
が
二
氏
を
批
判
す
る
よ
う
に
、
か
り
に
二
氏
の
こ
の
発
表
要

旨
に
あ
る
見
解
／
見
通
し
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
数
学
的
・

モ
デ
ル
論
的
な
手
法
を
宗
教
間
対
話
に
取
り
入
れ
る
こ
と
自
体

が
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
渡
邉
氏
の
こ
の
部
分
の
批
判
に
対
す
る
応
答
は
、

以
上
で
終
わ
り
に
し
た
い
。

二　

 ﹁
新
し
い
メ
タ
フ
ァ
ー
論
の
地
平
﹂
を
切
り
開

く
と
い
う
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
詩
学
』
に
も
メ
タ
フ
ァ
ー
の
こ
と
が

で
て
く
る
が
、
そ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
文
学
的
メ
タ
フ
ァ
ー
と

現
代
の
メ
タ
フ
ァ
ー
論（
種
々
あ
る
が
）が
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
は
、

発
表
原
稿
に
も
あ
る
よ
う
に
、
か
な
り
違
う
。
し
か
し
、「
存
在
」

な
ど
に
対
し
て
「
数
学
の
記
号
」
や
「
モ
デ
ル
理
論
」
を
適
用

す
る
と
い
う
こ
と
は
、“m

etapherein” 

と
い
う
語
源
か
ら
い
っ
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渡
邉
氏
の
主
張
の
核
心
は
、「
言
語
ゲ
ー
ム
」
と
「
生
活
様
式
／

生
活
形
式
」（Lebensform

／a form
 of life

）
の
「
包
摂
関
係
」

で
あ
る
。
氏
は
、『
探
究
』
第
一
部
二
三
節
を
引
用
し
な
が
ら
、

こ
う
断
定
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、「
言
語
ゲ
ー
ム

4

4

4

4

4

」
は4

、
活
動
の
一
部
で
あ
り
生
活

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

様
式
の
一
部
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
の
が
そ
の
趣
旨
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
包
摂
関
係
を
明
確
に
記
述
す
れ
ば
、
宗
教
そ
の
他
の
生

活
様
式
そ
の
も
の
が
「
言
語
ゲ
ー
ム
」
な
の
で
は
な
く
、
生4

活
様
式
の
一
部
に

4

4

4

4

4

4

4

「
言
語
ゲ
ー
ム

4

4

4

4

4

」
が
属
し
て
い
る

4

4

4

4

4

4

の
で
あ

る
。さ
ら
に
言
え
ば
、生
活
様
式

4

4

4

4

＝
言
語
ゲ
ー
ム
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
、

宗
教
＝
生
活
様
式
＝
言
語
ゲ
ー
ム
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。︹
傍
点
引
用
者
︺

ま
ず
、
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
現
在
流
布
し
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

『
探

究
』（
註
５
参
照
）
で
「
生
活
様
式
」
は
た
っ
た
の
五
回
し
か
使

用
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。『
探
究
』
は
異
質
な

第
一
部
と
第
二
部
と
か
ら
成
立
し
て
お
り
、
分
量
的
に
は
前
者

が
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
、
本
発
表
と
の
関
連
で
は
、
第
一
部

の
「
生
活
様
式
」
概
念
が
重
要
で
あ
る
が
、そ
こ
で
「
生
活
様
式
」

が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
わ
ず
か
三
度
で
あ
る
。
渡
邉
氏
が
引
用

て
も
妥
当
な
こ
と
だ
と
思
う
。
人
間
の
知
の
世
界
を
拡
張
す
る

た
め
の
一
手
段
と
し
て
、
数
学
や
モ
デ
ル
論
の
手
法
と
い
っ
た

自
然
言
語
に
よ
ら
な
い
精
度
の
高
い
メ
タ
フ
ァ
ー
を
生
み
出
す

こ
と
が
、
私
が
い
う
「
新
し
い
メ
タ
フ
ァ
ー
論
の
地
平
を
切
り

開
く
こ
と
」
で
あ
る
。

三　
﹁
存
在
﹂
に
つ
い
て

本
発
表
で
い
う
「
存
在
論
」
と
は
落
合
氏
の
も
の
を
想
定

し
て
い
る
。「
落
合
氏
の
存
在
論
」
と
「
一
般
に
考
え
ら
れ
て

い
る
存
在
論
」
と
の
「
異
同
に
つ
い
て
」
は
、
発
表
の
射
程

な
ら
び
に
私
の
能
力
を
は
る
か
に
超
え
る
の
で
省
略
す
る
。

﹁
第
二
部
に
つ
い
て
﹂
に
対
し
て

一　
﹃
哲
学
探
究
﹄
第
一
部
二
三
節
を
め
ぐ
っ
て

渡
邉
氏
の
批
判
の
核
心
の
一
つ
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
の
『
哲
学
探
究
』（
以
下
『
探
究
』）
に
見
ら
れ
る
、私
の
「
言

語
ゲ
ー
ム
」
理
解
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
渡
邉
氏
の
批
判
の

順
序
と
は
逆
転
す
る
が
、
ま
ず
、
も
っ
と
も
重
要
な
部
分
か
ら

始
め
た
い
。
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括
概
念
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
二
三
節
の
「
こ
こ
で
は
」（H

ier

／here

）
と
い
う

表
現
に
注
目
し
た
い
。
私
が
今
か
ら
い
う
こ
と
は
ド
イ
ツ
語
や

英
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
は
否
定
す
る
こ
と
を
承
知
で

述
べ
る
と
、
理
論
上

4

4

4

「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
の
表
現

に
よ
っ
て
二
三
節
で
の
議
論
に
限
定
を
加
え
た
」
と
い
う
可
能

性
を
否
定
し
き
れ
な
い
。
つ
ま
り
、「
こ
こ
で
は
」
と
い
う
表
現

で
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
自
分
の
議
論
を
こ
の
節
に
限

定
し
た
可
能
性
は
否
定
し
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、

渡
邉
氏
と
奥
氏
が
引
用
す
る
二
三
節
と
、
そ
れ
以
外
の
一
九
節

と
二
四
一
節
と
に
整
合
性
を
も
た
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
く
り

返
す
が
、
二
三
節
で
の
議
論
は
一
般
化
し
て
は
い
け
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
と

い
う
こ
と
だ
。
奥
＝
渡
邉
氏
の
理
解
が
、
唯
一
正
し
い
、
言
語

ゲ
ー
ム
と
生
活
様
式
と
の
関
係
の
理
解
だ
と
は
到
底
い
え
な
い

の
で
あ
る
。

右
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
の
ど
こ
を
引
用
す
る
か
に
よ
っ
て
、「
言
語
ゲ
ー
ム
」
は
異
な

る
相
貌
を
み
せ
る
。『
数
学
の
基
礎
に
つ
い
て
の
考
察
』（
以
下

『
数
学
の
基
礎
』）
に
も
目
配
り
を
し
て
お
こ
う
。『
探
究
』
は

し
た
二
三
節
以
外
の
二
箇
所
を
引
用
し
よ
う
。

一
つ
の
言
語
を
想
像
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
の
生
活
様

式
を
想
像
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。（
一
九
節
）

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
言
語
＝
生
活
様
式
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、文
脈
か
ら
判
断
し
て
も
、こ
の「
言

語
」は「
言
語
ゲ
ー
ム
」と
読
み
替
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る（
理

由
は
省
略
）。

言
語
に
お
い
て
人
間
は
一
致
す
る
の
だ
。
そ
れ
は
意
見
の
一

致
で
は
な
く
、生
活
様
式
の
一
致
な
の
で
あ
る
。（
二
四
一
節
）

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、「
言
語
＝
生
活
様
式
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、こ
の「
言
語
」も「
言
語
ゲ
ー
ム
」

と
読
み
替
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
（
理
由
は
省
略
）。

渡
邉
氏
が
引
い
た
箇
所
と
そ
れ
以
外
の
箇
所
と
を
比
較
し
て

み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
渡
邉
氏
の
引
用
箇
所
で
の
ウ
ィ
ト
ゲ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
主
張
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

さ
ら
に
、『
探
究
』
か
ら
も
う
一
箇
所
紹
介
し
た
い
。

私
は
ま
た
、
言
語
と
言
語
の
織
り
込
ま
れ
た
諸
活
動
と
の
総

体
を
も
言
語
ゲ
ー
ム
と
よ
ぶ
。（
七
節
）

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
言
語
ゲ
ー
ム
＝
最
大
包
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も
い
い
だ
ろ
う
―
―
「
宗
教
の
信
者
が
現
実
に
〈
言
語
ゲ
ー
ム
〉

を
す
る
と
は
、
あ
る
一
定
の
規
則
に
合
わ
せ
て
行
動
す
る
こ
と

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
る
。

第
四
部
か
ら
も
う
一
箇
所
引
く
。

数
学
を
一
つ
の
ゲ
ー
ム
と
し
て
語
る
こ
と
は
、証
明
の
際
、︹
あ

る
一
定
の
規
則
に
合
わ
せ
て
行
動
す
る
こ
と
だ
か
ら
、︺
記
号

の
意
味
に
、
し
た
が
っ
て
数
学
外
へ
の
適
用
に
訴
え
る
必
要

が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。（
四
節
）

こ
れ
は
、
数
学
と
い
う
言
語
ゲ
ー
ム
は
自
己
完
結
的
で
あ
る
、

と
い
う
主
張
だ
と
解
し
て
お
こ
う2

。

全
体
と
し
て
、個
々
の
証
明
の
過
程
は
す
べ
て
表
層
的
な
個
々

の
ゲ
ー
ム
で
あ
る
、と
い
え
る
。
し
か
し
、そ
れ
が
可
能
な
の
は
、

数
学
者
が
「
数
学
の
言
語
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
深
層
的
な
体
系
を

踏
ま
え
て
、
証
明
を
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
証
明
に
疲

れ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
一
服
し
て
、
再
び
証
明
を
つ
づ
け
る

と
せ
よ
。
ど
う
し
て
そ
れ
が
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
体
系
と
し

て
の
数
学
と
い
う
言
語
ゲ
ー
ム
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
う
考
え
な

け
れ
ば
、
中
断
し
た
証
明
を
継
続
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

奥
氏
に
よ
り
な
が
ら
、
た
っ
た
一
箇
所
の
引
用
で
、
私
の
議

非
常
に
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
八
八
節
と
一
八
九
節
と
の
間
に
は
、
時
間
的
断
絶
が
あ
る
が
、

そ
の
間
に
書
か
れ
た
『
数
学
の
基
礎
』
と
い
う
、『
探
究
』
と
ほ

ぼ
同
分
量
の
著
作
が
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
両
者
は
不
可

分
の
関
係
に
あ
る1

。『
数
学
の
基
礎
』
で
は
、「
規
則
」
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
も
、「
言
語
ゲ
ー
ム
」
や
「
ゲ

ー
ム
」
に
つ
い
て
も
か
な
り
言
及
さ
れ
て
い
る
。

第
六
部
に
は
こ
う
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
言
語
ゲ
ー
ム
の
基
礎
4

4

に
は
、
規
則
に
従
う
と
い

う
こ
と
が
あ
る
。（
二
八
節
）

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
第
四
部
の
冒
頭
を
引
こ
う
。

数
学
者
が
現
実
に
〈
ゲ
ー
ム
を
す
る
〉
限
り
、
推
論
を
お
こ

4

4

4

4

4

な
わ
な
い

4

4

4

4

の
は
、
も
ち
ろ
ん
明
ら
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

こ
こ
で
〈
ゲ
ー
ム
を
す
る
〉
と
は
、
あ
る
一
定
の
規
則
に
合

わ
せ
て
行
動
す
る

4

4

4

4

こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
一
節
）

こ
こ
で
、「
言
語
ゲ
ー
ム
の
基
礎
4

4

に
は
、
規
則
に
従
う
と
い
う

こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
先
の
引
用
を
踏
ま
え
て
、「
数
学
」
を

「
宗
教
」
と
入
れ
替
え
て
、
本
発
表
の
文
脈
で
書
き
直
し
て
み
て
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が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。「
話
す
こ
と
」
を
「
抜
き
に
し
て
」、

次
の
諸
例
は
遂
行
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
―
―
も

ち
ろ
ん
、「
話
す
こ
と
」
が
付
随
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
け
れ

ど
も
。

あ 

る
対
象
を
熟
視
し
、
あ
る
い
は
計
算
し
た
と
お
り
に
、
記

述
す
る
。

あ
る
対
象
を
あ
る
記
述
（
素
描
）
に
よ
っ
て
構
成
す
る
。

あ
る
出
来
事
に
つ
い
て
推
測
を
行
な
う
。

あ
る
仮
説
を
立
て
、
検
証
す
る
。

あ
る
実
験
の
諸
結
果
を
表
や
図
に
よ
っ
て
表
現
す
る
。

算
術
の
応
用
問
題
を
解
く
。

あ
る
言
語
を
他
の
言
語
へ
翻
訳
す
る
。

こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
が
あ
げ

て
い
る
「
言
語
ゲ
ー
ム
の
多
様
性
」
の
「
諸
例
」
で
あ
る
。
こ

う
し
た
例
を
眺
め
て
い
る
と
、
物
理
的
に
「
言
語
を
話
す
と
い

う
こ
と
」
は
「
言
語
ゲ
ー
ム
」
の
必
要
条
件
で
は
な
い
の
だ
。

以
上
（
一
と
二
）
で
、
渡
邉
氏
が
も
っ
と
も
力
を
い
れ
た
と

思
わ
れ
る
批
判
に
対
す
る
反
批
判
を
終
え
る
。
渡
邉
氏
の
「
星

川
氏
は
、
奥
氏
の
文
章
を
一
部
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
引
用

論
を
全
面
的
に
否
定
す
る
渡
邉
氏
は
、
自
身
で
述
べ
た
「
少
な

く
と
も
こ
の
引
用
文
か
ら
は
」
と
い
う
言
葉
の
重
み
を
感
じ
る

べ
き
で
あ
る
。

二　
﹁
言
語
を
話
す
こ
と
﹂
の
重
要
性
を
め
ぐ
っ
て

渡
邉
氏
は
、
奥
氏
に
よ
り
な
が
ら
、
ま
た
自
分
の
言
語
に
た

い
す
る
博
識
（langage

とparole
、Sprache

とlangage　

な

ど
の
詳
細
な
比
較
）を
披
瀝
し
な
が
ら
、「
言
語
ゲ
ー
ム
」は「〈
言

語
を
話
す
こ
と
〉（das Sprechen der Sprache

）
を
抜
き
に
し

て
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
」
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、

こ
う
語
る
。

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
例
を
挙
げ
て
、

「
言
語
と
い
う
道
具
と
そ
の
使
い
方
の
多
様
性
、
語
や
文
章
の

種
類
の
多
様
性
を
、
論
理
学
者
が
言
語
の
構
造
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
こ
と
と
比
較
す
る
の
は
、
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
」

と
結
ん
で
い
る
。

た
し
か
に
、『
探
究
』
の
二
三
節
は
そ
う
「
結
ん
で
い
る
」。

し
か
し
、
渡
邉
氏
は
き
ち
ん
と
「
諸
例
」
を
読
ん
だ
の
か
。

二
三
節
の
次
の
諸
例
に
は
、
常
に
4

4

、
物
理
的
な
「
話
す
こ
と
」
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教
な
く
し
て
︹
キ
リ
ス
ト
教
の
︺
祈
り
が
あ
る
と
思
う
か
。
ど

う
考
え
て
も
、「
あ
る
」
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
な
い
」

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
部
分
の
内
容
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

「
方
法
概
念
」
に
は
対
象
の
「
分
析
」
―
―
方
法
と
い
う
の
は

分
析
す
る
た
め
の
方
法
の
こ
と
で
あ
る
―
―
と
い
う
こ
と
が
含

ま
れ
る
。
よ
っ
て
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
祈
り
は
キ
リ
ス
ト
教
と
い

う
言
語
ゲ
ー
ム
の
な
か
で
初
め
て
成
立
す
る
」
と
い
う
立
場
か

ら
キ
リ
ス
ト
教
を
分
析
し
ま
す
、
と
い
う
私
の
意
志
表
示
と
い

う
こ
と
で
「
方
法
概
念
」
で
あ
る
。

私
の
「
宗
教
言
語
ゲ
ー
ム
論
」
は
大
き
く
分
け
て
、
二
つ
の

言
語
ゲ
ー
ム
か
ら
な
る
。
一
つ
は
、
体
系
と
し
て
の
深
層
に
あ

る
「
言
語
ゲ
ー
ム
」
と
し
て
の
宗
教
、
な
ら
び
に
、「
祈
り
」
の

よ
う
な
実
際
に
な
さ
れ
て
い
る
行
為
と
し
て
の
「
言
語
ゲ
ー
ム
」

で
あ
る
。『
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
宗
教
』
の
英
文
タ
イ
ト
ル
は 

Religion as a System
 of Language-G

am
es 

で
あ
る
。
そ
こ
に

も
、
私
の
考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
右
の
二
つ
の
言
語
ゲ
ー
ム
の
間
に
位
置
す
る
中
間
的

4

4

4

な
言
語
ゲ
ー
ム

4

4

4

4

4

4

も
存
在
す
る
。『
探
究
』
第
一
部
二
三
節
の
「
言

語
ゲ
ー
ム
」の
最
後
の
例
と
し
て
、「
祈
り
」が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

は
奥
氏
の
結
論
の
み
を
含
み
、
基
本
的
な
議
論
を
省
い
て
い
る

た
め
、
そ
の
理
由
が
明
ら
か
で
な
い
」
と
い
う
所
見
に
対
す
る

「
理
由
」
は
す
こ
し
は
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
上

の
反
論
は
無
用
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
私
が
、
本
発
表
・
宗
教
間
対
話
・
東
西
宗
教
交

流
学
会
に
と
っ
て
重
要
だ
と
判
断
し
た
部
分
に
つ
い
て
、
い
く

つ
か
述
べ
る
。

三　
﹁
方
法
概
念
﹂
に
か
か
わ
る
批
判
を
め
ぐ
っ
て

渡
邉
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

星
川
氏
は
、
黒
田
亘
氏
の
議
論
を
引
用
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え

て
か
ら
祈
り
に
つ
い
て
論
じ
て
、「
キ
リ
ス
ト
教
と
は
祈
り
の

出
発
点
で
あ
る
よ
り
も
、
祈
り
の
生
き
る
場
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
が
ど
う
し
て
「
方
法
概
念
と
し
て
の
言
語

ゲ
ー
ム
」
と
な
る
の
か
、
ご
教
示
願
い
た
い
。

捕
捉
と
し
て
引
用
し
た
黒
田
氏
の
文
章
に
関
連
し
て
、
こ
う

し
た
疑
問
が
出
さ
れ
る
と
は
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
が
、
応
答

す
る
前
に
渡
邉
氏
に
尋
ね
た
い
。「
キ
リ
ス
ト
教
は
祈
り
の
生
き

る
場
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
主
文
だ
が
、
渡
邉
氏
は
キ
リ
ス
ト
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語
ゲ
ー
ム
」
と
し
て
考
え
る
こ
と
の
利
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

言
語
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
こ
と
が
宗
教
に
も
適
用
で
き

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
つ
だ
け
、
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
た
と
え
ば
、
宗
教
を

信
じ
る
こ
と
／
信
じ
て
い
る
こ
と
に
、
基
礎
付
け
な
い
し
根

拠
付
け
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
マ
ル
コ
ム
は

「
信
念
の
無
根
拠
性
」（N

. M
alcolm

,“T
he G

roundlessness of 

Belief,” in Thought and Know
ledge (C

ornell U
niversity Press, 

1977

）
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

西
洋
の
学
問
的
哲
学
に
お
い
て
は
、
ふ
つ
う
、
宗
教
の
信
念

は
理
性
的
な
も
の
で
は
な
い
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
…
…
軽

蔑
の
念
を
も
っ
て
見
ら
れ
て
い
る
。
宗
教
は
、
知
性
や
性
格

の
弱
さ
ゆ
え
に
世
界
の
厳
し
い
現
実
に
立
ち
向
か
う
こ
と
の

で
き
な
い
人
び
と
の
た
め
の
逃
げ
場
だ
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

︹
反
対
に
、︺
客
観
的
で
、
賢
明
で
、
力
強
い

4

4

4

態
度
は
、
証
拠
4

4

に
の
み
も
と
づ
い
て
信
念
を
抱
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
神
の
存
在
を
証
明
し
よ
う
と
い
う
妄
想
的
関
心
は
、

宗
教
の
信
念
が
知
的
に
尊
敬
に
値
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は

理
性
的
に
正
当
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
前
提
を
暴
露

祈
り
以
外
に
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
個
々
の
言
語
ゲ
ー
ム
の
事
例

と
し
て
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
と
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
聖
職

者
の
説
教
、
信
仰
告
白
、
神
学
の
著
作
の
執
筆
、
死
の
前
に
な

さ
れ
る
告
解
、
ミ
サ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
儀
式
へ
の
参
加
、
何
か

の
お
り
に
十
字
を
切
る
こ
と
な
ど
、
す
べ
て
言
語
ゲ
ー
ム
で
あ

る
。
言
語
ゲ
ー
ム
は
階
層
を
な
し
て
い
る
。
十
字
を
切
る
こ
と

や
ご
く
短
い
祈
り
と
い
う
よ
う
な
最
小
単
位
か
ら
始
ま
っ
て
、

複
数
の
言
語
ゲ
ー
ム
が
集
ま
っ
て
構
成
さ
れ
る
中
間
レ
ベ
ル
の

言
語
ゲ
ー
ム
、
そ
し
て
最
後
に
、
体
系
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教

ま
で
で
あ
る
。

そ
の
さ
い
、
黒
田
氏
が
使
用
し
て
い
る
も
う
ひ
と
つ
の
対
概

念
で
あ
る
「
深
層
」「
表
層
」
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
と
、
十

字
を
切
る
こ
と
や
ご
く
短
い
祈
り
か
ら
始
ま
る
諸
行
為
は
す
べ

て
表
層
的
言
語
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
背
後
に
控
え
て
い

る
の
が
深
層
的
言
語
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
宗
教
を
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
考
え
る
こ
と
の
意
味

に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
宗
教
を
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

考
え
る
こ
と
で

4

4

4

4

4

4

、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点
か
ら
宗
教
を
み

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
と
い
う
の
が
、
宗
教
を
「
言
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立
場
に
た
つ
人
び
と
は
、
そ
の
態
度
を
堅
持
し
て
か
ま
わ
な
い
。

し
か
し
、
宗
教
を
信
じ
る
た
め
の
理
性
的
・
合
理
的
な
根
拠
を

明
示
で
き
な
い
ま
ま
で
宗
教
を
信
じ
て
い
る
人
は
、
そ
の
必
要

性
が
な
い
こ
と
を
知
る
に
い
た
り
、
あ
る
意
味
で
気
が
楽
に
な

る
場
合
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
基
礎
付
け
主
義
の
立
場
に
た
つ
人

び
と
は
、
反
基
礎
付
け
主
義
の
立
場
に
た
つ
人
び
と
と
議
論
す

る
こ
と
で
、
自
分
の
信
仰
の
基
礎
に
つ
い
て
さ
ら
に
洞
察
が
ふ

か
ま
る
可
能
性
も
大
き
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
悪
い
こ

と
で
は
な
い
。

四　
﹁
共
約
不
可
能
性
﹂﹁
差
異
性
﹂
を
め
ぐ
っ
て

渡
邉
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
鬼
界
氏
の
言
語
ゲ
ー
ム
の
共
約
不
可
能
性
の
議
論
は

よ
く
理
解
で
き
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
宗
教
多
元
主
義

の
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、

異
文
化
の
他
者
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
非
難
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

差
異
性
は
誤
謬
で
は
な
い
。

そ
う
い
う
側
面
も
な
い
で
は
な
い
が
、
宗
教
間
対
話
の
脈
絡

で
考
え
る
場
合
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉
を
「
要
す

し
て
い
る
」
と
し
、こ
れ
は
「
誤
解
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
マ
ル
コ
ム
は
宗
教
的
信
念
の
基
礎
付
け
や
根
拠
付

け
を
無
用
な
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
西
洋
に

お
け
る
「
神
の
存
在
証
明
」
の
歴
史
に
対
す
る
批
判
で
も
あ
る3

。

そ
こ
で
、
宗
教
を
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
な
ら
ば
、「
言
語
ゲ
ー
ム
の
所
与
性
」
と
い
う
こ
と
を
宗
教
に

適
用
で
き
る
。『
確
実
性
に
つ
い
て
』（
以
下
『
確
実
性
』）
に
は

こ
う
あ
る
。

言
語
ゲ
ー
ム
は
い
わ
ば
予
見
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
、
君
は
心
に
と
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
の
い

わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
こ
う
で
あ
る
。
そ
れ
︹
言
語
ゲ
ー
ム
︺

に
は
根
拠
が
な
い
。
そ
れ
は
理
性
的
で
は
な
い
（
ま
た
非
理

性
的
で
も
な
い
）。

　

そ
れ
︹
言
語
ゲ
ー
ム
︺
は
そ
こ
に
あ
る
―
―
わ
れ
わ
れ
の

生
活
と
同
様
に
。（
五
五
九
節
）

そ
う
す
る
と
、
宗
教
に
は
そ
れ
を
信
じ
る
た
め
の
根
拠
を
他

者
に
提
示
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
、
信
仰
を

持
つ
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
上
で
、
大
き
く
視
点
を
変
え
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
基
礎
付
け
主
義
の
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星
川
氏
の
論
拠
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
秘
密
の
日

記
に
見
ら
れ
る
痕
跡
を
自
ら
の
解
釈
を
交
え
ず
に
引
用
す
る

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
、
必
ず
し
も
納
得
の
い
く
も
の

で
は
な
い
。

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
日
記
を
引
用
す
る
だ
け
で
充
分

だ
と
思
っ
た
が
、
お
答
え
す
る
。
言
わ
ず
も
が
な
の

4

4

4

4

4

4

4

解
釈
に
つ

い
て
は
、
書
き
換
え
を
も
っ
て
対
応
し
た
い
。

宗
教
的
な
問
い
―
―
こ
れ
を
言
語
ゲ
ー
ム
と
い
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
―
―
は
、
宗
教
的
な
生
と
と
も
に
し
か
演
じ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

こ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
人
が
、
キ

リ
ス
ト
教
を
信
じ
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ

た
よ
う
に
話
す
の
で
あ
る
。
人
生
の
問
題
に
関
す
る
キ
リ
ス

ト
教
の
解
決
（
救
済
・
復
活
・
審
判
・
天
国
・
地
獄
）
を
受

け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
新
し
い
生
と
と
も
に
、
そ
の
人
は

新
し
い
言
語
ゲ
ー
ム
を
学
ぶ
の
で
あ
る
。

こ
れ
で
、「
自
ら
の
解
釈
」
を
示
し
た
し
、「
宗
教
言
語
ゲ
ー

ム
論
と
の
整
合
性
」
も
示
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
「
整
合
性
」

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
肯
定
的
に
考
え
て
も
良
い
の
で
は
な
い
だ

る
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
異
文
化
の
他
者
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
非
難

で
き
な
い
」
と
簡
単
に
解
釈
し
て
は
、
そ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
さ
を

無
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
鬼
界
氏
も
「〈
彼
ら
を
〉
誤
り
と
呼

ぶ
こ
と
は
、
決
し
て
単
な
る
叙
述
に
終
わ
る
こ
と
で
は
な
い
。

〈
戦
い
〉︹
攻
撃
︺
と
い
う
比
喩
は
比
喩
で
終
わ
る
と
は
限
ら
な

い
の
で
あ
る
」（『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
う
考
え
た
』

三
九
〇
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。

歴
史
を
ふ
り
か
え
れ
ば
、
至
る
と
こ
ろ
で
実
際
に
宗
教
が
か

ら
む
「
戦
い
」「
攻
撃
」
が
生
じ
た
の
で
あ
り
、
現
在
も
生
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、「
二
つ
の
相
容
れ
な
い
原
理
が
ぶ
つ

か
り
あ
う
場
合
は
、
ど
ち
ら
も
相
手
を
蒙
昧
と
断
じ
、
異
端
と

罵
る
」（『
確
実
性
』
六
一
一
節
）
の
だ
。
私
見
で
は
、　

宗
教
間

対
話
と
か
宗
教
間
交
流
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、宗
教
間
の
「
差

異
性
」
や
宗
教
の
非
寛
容
さ
・
排
他
性
・
残
酷
さ
を
無
視
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
（
拙
著
『
対
話
す
る
宗
教
』
第
三
章
・
第

四
章
、
参
照
）。

五　
﹃
秘
密
の
日
記
﹄
の
引
用
を
め
ぐ
っ
て

渡
邉
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
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六　

 ﹁
宗
教
の
部
外
者
﹂
が
﹁
な
ぜ
宗
教
の
こ
と
を

理
解
で
き
る
の
か
﹂
を
め
ぐ
っ
て

渡
邉
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

あ
る
宗
教
の
信
者
が
他
の
宗
教
の
核
心
を
理
解
で
き
る
と
い

う
星
川
氏
に
と
っ
て
自
明
な
確
信
に
則
っ
て
、
星
川
氏
は
、

多
様
な
言
語
ゲ
ー
ム
が
相
互
に
交
差
し
た
状
態
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
方
で
、
宗
教
の
部

外
者
で
あ
る
星
川
氏
自
身
が
、
な
ぜ
宗
教
の
こ
と
を
理
解
で

き
る
の
か
を
説
明
す
る
た
め
に
は
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
基
本

前
提
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
単
に
そ
れ
が
自
明
で
あ
る
と
い

う
の
で
は
な
く
、
な
ぜ
そ
の
こ
と
が
可
能
な
の
か
、
そ
の
根

拠
を
示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
ず
、
私
は
「
宗
教
の
核
心
と
か
本
質
と
か
呼
ば
れ
る
も
の

は
な
い
」
と
考
え
て
い
る
（『
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
宗
教
』
の

緒
言
な
ど
を
参
照
）。
ま
た
、「
理
解
」
概
念
が
問
題
で
あ
る
が
、

本
稿
で
は
こ
れ
は
考
慮
の
外
に
お
い
て
も
い
い
と
思
わ
れ
る
の

で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
。
渡
邉
氏
の
質
問
は
、「
宗

教
の
部
外
者
で
あ
る
星
川
氏
自
身
」
と
い
う
表
現
か
ら
判
断
し

ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
哲
学
を
宗

教
学
や
宗
教
哲
学
に
応
用
し
よ
う
と
す
る
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
が
そ
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い

な
い
、
む
し
ろ
肯
定
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
九
九
一
年
に
こ
の
秘
密
の
「
日
記
」
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
、

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
が
宗
教
を
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て

捉
え
て
い
る
箇
所
は
、
お
そ
ら
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
細

か
い
こ
と
を
い
え
ば
『
探
究
』
の
第
一
部
二
三
節
に
、
言
語
ゲ

ー
ム
の
一
例
と
し
て
「
祈
り
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る4

が
、
そ
こ

で
は
「
宗
教
」
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
宗
教
的
信
念

に
つ
い
て
の
講
義
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
私
が
日
記
か

ら
引
用
し
た
箇
所
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
が
宗
教

を
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
捉
え
る
こ
と
の
可
能
性
を
直
接
に
明
言

し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
自
身
が
そ
の
可
能
性
に
ふ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
新
発
見

で
あ
っ
た
。



11 ――― 東西宗教研究　第 7 号・2008 年

合
な
ど
で
あ
る
。

「
自
分
と
研
究
対
象
の
宗
教
と
の
間
に
距
離
を
お
く
」
と
い
う

意
味
で
、
私
の
立
場
は
後
者
で
あ
る
。
距
離
を
お
い
た
視
点
か

ら
宗
教
に
つ
い
て
論
じ
て
も
、
渡
邉
氏
に
批
判
さ
れ
る
筋
合
い

は
な
い
。

ま
た
、
右
の
「
根
拠
」
を
め
ぐ
る
疑
問
に
つ
い
て
は
、
答
え

る
必
要
は
な
い
。
強
い
て
い
う
な
ら
ば
、「
言
語
を
話
す
こ
と
」

で
あ
る
。
私
は
『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
宗
教
哲
学
』『
言

語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
宗
教
』
で
、
渡
邉
氏
の
よ
う
な
根
拠
を
も

と
め
る
「
基
礎
付
け
主
義
」「
根
拠
付
け
主
義
」
を
批
判
し
て
い

る
。
基
礎
や
根
拠
は
問
う
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
私
に
、
根

拠
を
示
せ
と
言
わ
れ
て
も
、「
無
い
」
と
答
え
る
以
外
に
な
い
。

か
り
に
根
拠
を
示
し
た
と
し
て
も
、
ま
た
「
そ
の
根
拠
を
示
せ
」

と
い
う
無
限
後
退
に
陥
る
だ
け
で
あ
る
。

「
宗
教
の
部
外
者
」
を
強
調
す
る
渡
邉
氏
だ
が
、
氏
は
ど
う
い

う
回
答
を
期
待
し
て
い
る
の
か
。
信
仰
告
白
な
の
か
。
信
仰
告

白
で
な
い
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
か
。
東
西
宗
教
交
流

学
会
で
は
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
間
で
の
「
交
流
」
を
し
て

い
る
わ
け
だ
が
、
西
田
哲
学
に
し
た
が
っ
て
、
仏
教
と
キ
リ
ス

て
、
形
と
し
て
は
「
宗
教
を
信
じ
て
い
な
い
者
が
ど
う
し
て
宗

教
を
研
究
で
き
る
の
か
」
な
ど
と
い
う
質
問
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
宗
教
哲
学
の
二
つ
の
立
場
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
宗
教
哲
学
の
立
場
／
タ
イ
プ
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ

る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
自
分
の
信
じ
て
い
る
宗
教
や
信
仰
の
立
場

か
ら
、
そ
の
宗
教
の
内
容
や
、
そ
の
宗
教
と
個
人
・
社
会
・
文

化
・
自
然
な
ど
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
思
索
す
る
タ
イ
プ
の
も

の
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
宗
教
哲
学
に
よ
り
、
自
分
の
宗
教

や
信
仰
を
よ
り
深
く
探
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
波
多
野
精
一
が
警
告
す
る
よ
う
に
、「
感
傷
的
な
自
己
陶
酔

に
お
わ
り
勝
ち
な
、
研
究
者
自
身
の
体
験
物
語
」
に
な
る
傾
向

が
あ
り
、
排
他
的
に
自
分
の
宗
教
を
絶
対
視
す
る
護
教
的
傾
向

を
も
つ
恐
れ
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
宗
教
を
哲
学
的
に
思
索
す
る
研
究
者
と
思

索
の
対
象
と
な
る
宗
教
と
の
間
に
、
距
離
を
お
く
立
場
が
あ
る
。

理
性
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、
宗
教
に
迫
ろ
う
と
し
た
り
、
諸
宗

教
に
共
通
な
も
の
を
抽
出
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
宗
教
哲
学
の
場
合
、
宗
教
に
対
し
て
批
判
的
な
結
論
が
導

か
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
論
理
的
矛
盾
を
衝
く
場
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た
マ
ル
コ
ム
流
の
考
え
方
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。︹
傍
点
引
用
者
︺

こ
こ
の
箇
所
が
そ
う
読
め
る
か
否
か
は
、
読
者
に
お
任
せ
す

る
。
ま
た
、
か
り
に
「
マ
ル
コ
ム
流
の
考
え
方
が
前
提
と
な
っ

て
い
る
」
と
読
め
る
と
し
て
も
、
マ
ル
コ
ム
を
批
判
す
る
奥
＝

渡
邉
氏
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
充
分
反
論
し
た
。

さ
ら
に
、渡
邉
氏
の
「
宗
教
が
む
し
ろ
生
活
様
式
で
あ
︹
る
︺」

と
「
言
語
ゲ
ー
ム
が
そ
の
生
活
様
式
を
包
括
す
る
」
と
い
う
二

つ
の
言
い
方
は
根
本
的
な
問
題
を
は
ら
む
。
渡
邉
氏
の
右
の
考

え
方
を
分
か
り
や
す
く
書
く
と
、「
宗
教
＝
生
活
様
式
」
と
「
言

語
ゲ
ー
ム
∪
生
活
様
式
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
を
あ
わ
せ
て
、

私
は
「
言
語
ゲ
ー
ム
∪
生
活
様
式
＝
宗
教
と
言
っ
て
い
る
」
と

渡
邉
氏
は
論
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
私
の

主
張
と
は
違
う
。
私
は
、
渡
邉
氏
の
引
用
箇
所
で
は
、「
宗
教
＝

言
語
ゲ
ー
ム
＝
生
活
様
式
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。

た
だ
し
、
単
純
な
「
＝
」
で
こ
れ
ら
三
つ
を
結
び
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
生
活

様
式
や
言
語
ゲ
ー
ム
の
場
合
に
は
「
深
層
／
表
層
」
と
い
う
区

別
が
あ
る
し
、
最
小
単
位
の
言
語
ゲ
ー
ム
や
中
間
的
な
言
語
ゲ

ト
教
の
根
底
に
あ
る
も
の
＝
共
通
す
る
も
の
を
探
究
す
る
よ
う

な
側
面
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
仏
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒

が
対
話
す
る
場
合
、「
ど
う
し
て
部
外
者
が
宗
教
の
こ
と
を
理
解

で
き
る
の
か
、
そ
の
根
拠
を
示
せ
」
と
い
う
質
問
に
、
西
田
哲

学
を
持
ち
出
し
て
く
れ
ば
い
い
の
か
。
残
念
な
が
ら
、
私
は
西

田
哲
学
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
（
難
解
す
ぎ
て

理
解
で
き
な
い
の
で
）。

さ
ら
に
い
え
ば
、「
部
内
者

4

4

4

」と4

「
部
外
者

4

4

4

」と
い
う
二
分
法
は
、

4

4

4

4

4

4

4

4

渡
邉
氏
お
よ
び
東
西
宗
教
交
流
学
会
の
会
員
諸
氏
に
も
跳
ね
返

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
渡
邉
氏
に
問
い
た
い
―
―
キ
リ
ス

ト
教
の
「
部
外
者
」
は
キ
リ
ス
ト
教
を
理
解
で
き
な
い
、
仏
教

の
「
部
外
者
」
は
仏
教
を
理
解
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら

な
い
か
。

七　
﹁
マ
ル
コ
ム
流
の
考
え
方
﹂
を
め
ぐ
っ
て

渡
邉
氏
は
拙
著
『
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
宗
教
』（iv

頁
）
を

引
い
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
こ
に
は
、
宗
教
が

4

4

4

む
し
ろ
生
活
様
式
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

、
言
語
ゲ
ー

4

4

4

4

ム
が
そ
の
生
活
様
式
を
包
括
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
、
先
に
引
用
さ
れ
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と
要
請
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

お
そ
ら
く
、
星
川
氏
の
答
は
後
者
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

は
た
し
て
そ
れ
が
自
然
言
語
で
も
よ
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、

そ
れ
で
は
い
け
な
い
の
か
と
い
う
の
が
次
の
問
い
と
な
ろ
う
。

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
な
ら
ば
、「
哲
学
は
、
最
終
的
に
は
、

言
語
の
使
用
を
記
述
で
き
る
だ
け
で
あ
る
」「
哲
学
は
す
べ
て

の
も
の
を
そ
の
あ
る
が
ま
ま
に
し
て
お
く
」（『
探
究
』
第
一
部

一
二
四
節
）
と
述
べ
て
、「
要
請
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な

い
」
と
主
張
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
問
い
か
け
は
、
本

稿
で
は
微
妙
な
問
題
を
引
き
お
こ
す
。
な
ぜ
な
ら
、
基
本
的
に

私
は
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
同
じ
主
張
を
す
べ
き
で
あ
ろ

う
が
、
渡
邉
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、「
非
自
然
言
語
」
を
宗

教
間
対
話
に
も
ち
こ
む
こ
と
を
目
論
ん
で
い
る
わ
け
だ
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
氏
が
い
う
よ
う
に
「
自
然
言
語
で
も

よ
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
で
は
い
け
な
い
の
か
」
と
い
う

二
分
法
で
は
割
り
切
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
私
は
「
要
請
」
で

は
な
く
、「
提
案
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
自
然
言
語

に
加
え
て
非
自
然
言
語
も
第
二
次
水
準
の
言
説
と
し
て
認
め
て

は
い
か
が
か
」
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
提
案
が

ー
ム
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

八　

 

第
二
水
準
の
言
語
に
よ
る
言
説
は
﹁
事
実
概
念
﹂
か
﹁
方

法
概
念
﹂
か
、
を
め
ぐ
っ
て

渡
邉
氏
の
『
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
宗
教
』
か
ら
の
引
用
部

分
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
次
水
準
の
言
語
と
は
、
自
分
が
信
じ
て
い
る
宗
教
か
ら

少
し
距
離
を
と
っ
て
、
そ
れ
を
反
省
的
に
考
察
す
る
よ
う
な

視
点
か
ら
、
自
分
の
宗
教
お
よ
び
相
手
の
宗
教
に
つ
い
て
語

る
言
語
の
こ
と
を
さ
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、
自
分
の
宗
教
の

言
説
を
対
象
化
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
も
う
一
段
レ
ベ
ル
の

あ
が
っ
た
水
準
の
言
語
で
自
分
と
相
手
の
宗
教
に
つ
い
て
語

る
言
語
の
こ
と
で
あ
る
（
二
二
八
―
九
頁
）。

そ
し
て
、
質
問
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
第
二
次
水
準
の
言
語
に
よ
る
言
説
と
い
う
の
は
、

事
実
概
念
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
方
法
概
念
な
の
だ

ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
星
川
氏
は
、
宗
教
間
対
話
を
行
う
当
事

者
の
発
話
を
記
述
し
て
こ
う
述
べ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、

そ
の
当
事
者
は
こ
の
よ
う
な
発
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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渡
邉
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

星
川
氏
と
し
て
は
、
い
わ
ば
正
統
派
の
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ

イ
ニ
ア
ン
の
主
張
を
一
方
で
認
め
な
が
ら
―
―
あ
る
い
は
正

統
派
に
正
当
な
反
論
が
で
き
な
い
ま
ま
―
―
言
語
ゲ
ー
ム
概

念
の
拡
張
も
し
く
は
誤
用
を
あ
え
て
す
る
こ
と
を
選
択
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
論
拠
は
薄
弱
で
あ
る
（「〈
言
語

ゲ
ー
ム
〉
論
を
他
の
学
問
領
域
に
移
植
し
た
結
果
、
そ
の
学

問
に
お
け
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
悪
い
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
」・
・
・（
原
文
に
は
傍
点
が
付
さ
れ
て
い

る
））。
星
川
氏
が
そ
の
よ
う
な
選
択
を
あ
え
て
さ
れ
る
こ
と

は
、い
わ
ば
「
信
仰
の
投
企
」
に
比
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
多
く
の
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
︹
ニ
ア
︺
ン
・
フ

ィ
デ
イ
ス
ト
が
信
仰
の
基
を
も
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
星

川
氏
は
あ
く
ま
で
信
仰
を
持
た
ず
信
仰
の
外
部
に
立
つ
世
俗

主
義
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。そ
れ
な
ら
ば
、こ
の
よ
う
な「
信

仰
の
投
企
」
を
正
当
化
す
る
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ

の
根
拠
を
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

「
正
統
派
」
云
々
の
部
分
に
コ
メ
ン
ト
は
し
な
い
し
、
す
る
必

要
は
な
い5
。
ま
た
、「
言
語
ゲ
ー
ム
の
拡
張
も
し
く
は
誤
用
を
あ

受
け
入
れ
ら
れ
、
い
っ
た
ん
非
自
然
言
語
が
使
用
さ
れ
た
な
ら

ば
、
そ
の
時
点
で
非
自
然
言
語
の
使
用
は
「
事
実
性
」
を
も
帯

び
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
何
ら
か
の
結
論
を
出
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
」、
三
つ
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
に
と
ど
め
て

い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
哲
学
は
言
語
の
使
用
を
基
礎

づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
同
節
）
か
ら
で
あ
る
。

渡
邉
氏
は
「
こ
の
よ
う
に
、
星
川
氏
は
、
何
ら
か
の
結
論
を

出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
宗
教
間
対
話
に
非
自
然
言
語
を

と
り
こ
む
可
能
性
に
つ
い
て
示
唆
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
と

い
う
が
、
私
は
今
回
の
発
表
で
は
結
論
を
出
す
こ
と
を
意
図
し

て
い
な
い
。
こ
の
部
分
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
議
論
し
た
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
議
論
主
体
の
今
回
の
発
表
の
よ
う
な
場
合
、

発
表
者
は
議
論
を
誘
発
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
結
論
を
出
さ
な
く

て
も
い
い
、
と
思
う
。
結
論
を
出
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
れ
ば

そ
の
通
り
だ
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
参
加
者
全
員
で
議
論
す

れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。

九　

 ﹁
信
仰
の
投
企
﹂
を
正
当
化
す
る
根
拠
を 

め
ぐ
っ
て
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実
際
の
宗
教
間
対
話
の
外
部
に
い
て
、
そ
の
実
際
を
知
ら
ず

に
そ
の
方
法
論
を
ど
う
し
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

あ
る
い
は
、
そ
れ
を
論
じ
る
こ
と
が
有
意
味
で
あ
る
と
ど
う

し
て
確
信
を
持
っ
て
言
え
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
…
。
宗
教
間
対
話
が
先
験
的
に
こ
の
よ
う

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
外
部
か
ら
進
言
す
る
こ
と
に
、
ど

の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
そ
の
進
言

の
そ
の
妥
当
性
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
検
証
さ
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。

さ
き
に
、
宗
教
哲
学
の
二
つ
の
立
場
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、

今
度
は
別
の
角
度
か
ら
い
う
と
、
渡
邉
氏
の
要
求
は
、「
子
供
の

い
な
い
人
は
、
実
際
に
子
育
て
を
し
た
こ
と
が
な
い
の
だ
か
ら
、

子
育
て
に
つ
い
て
語
る
資
格
が
な
い
。
子
育
て
に
つ
い
て
語
り

た
い
の
な
ら
ば
、
そ
れ
を
語
れ
る
根
拠
を
示
せ
」
と
い
う
の
と

同
じ
で
あ
る
。
子
供
の
い
な
い
人
は
、
そ
う
言
わ
れ
た
ら
ど
う

思
う
だ
ろ
う
。「
こ
れ
だ
！
」
と
い
う
根
拠
を
提
示
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
で
渡
邉
氏
が
納
得
す
る
だ
ろ

う
か
。
私
は
、
子
供
の
い
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
子
供
や
子
育

て
に
つ
い
て
発
言
で
き
る
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、「
子
供
」
や
「
子

え
て
す
る
こ
と
を
選
択
し
て
い
る
」
理
由
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
充
分
に
述
べ
た
の
で
省
略
す
る
。

そ
こ
で
、「
こ
の
よ
う
な
〈
信
仰
の
投
企
〉
を
正
当
化
す
る
根

拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
と
は
別
の
観
点
か
ら
、
次
の
よ
う
に
応
答
し
た
い
。
学
問
上

の
視
点
の
選
択
は
、
そ
の
人
な
り
の
根
拠

4

4

4

4

4

4

4

4

に
も
と
づ
い
て
な
さ

れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
根
拠
を
明
確
に
で
き
な
い
個4

人
の
好
み

4

4

4

4

に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
私
の
場
合
は
、

後
者
で
あ
る
。

以
下
は
先
に
述
べ
た
こ
と
を
く
り
返
す
だ
け
だ
が
、私
は
「
根

拠
付
け
」
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
基
礎
や
根
拠
は
問
う
て
も
仕

方
が
な
い
と
い
う
私
に
、
根
拠
を
示
せ
と
言
わ
れ
て
も
「
無
い
」

と
答
え
る
以
外
に
な
い
。
か
り
に
根
拠
を
示
し
た
と
し
て
も
、

ま
た
「
そ
の
根
拠
を
示
せ
」
と
渡
邉
氏
は
い
う
だ
ろ
う
。

一
〇　

 ﹁
外
部
か
ら
﹂
進
言
す
る
こ
と
の
意
味
を 

め
ぐ
っ
て

渡
辺
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
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本
音
を
い
え
ば
、「
対
話
が
成
立
し
た
か
否
か
」
と
い
う
問
題
設

定
が
無
意
味
で
あ
る
。
無
意
味
で
な
い
と
い
う
の
な
ら
ば
、
対

話
成
立
の
十
分
条
件
と
か
必
要
条
件
な
い
し
は
必
要
十
分
条
件

を
挙
げ
て
欲
し
い
。
渡
邉
氏
の
議
論
か
ら
推
測
す
る
に
、「
部
内

者
で
あ
る
こ
と
」
が
そ
う
し
た
条
件
に
加
え
ら
れ
る
可
能
性
が

高
い
。
そ
の
場
合
、
答
え
は
「
対
話
は
成
立
し
な
か
っ
た
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
（
渡
邉
氏
は
「
対
話
が
成
り
立
つ
か
ど
う
か

が
試
さ
れ
る
場
が
提
供
さ
れ
た
」
と
は
書
い
て
い
る
が
、「
対
話

が
成
立
し
た
」
と
は
書
い
て
い
な
い
！
）。
し
か
し
、「
対
話
が

成
立
し
た
か
／
し
な
か
っ
た
か
」
と
い
う
問
題
は
、
ど
ち
ら
で

も
答
え
ら
れ
る
。
私
と
し
て
は
、
私
も
「
言
語
を
話
す
」
の
で

対
話
は
成
立
し
た
、
と
考
え
た
い
。「
試
さ
れ
た
」
者
（
笑
）
と

し
て
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
締
め
と
す
る
。

註

1
	

編
者
の
フ
ォ
ン
・
ウ
リ
ク
ト
、
リ
ー
ズ
、
ア
ン
ス
コ
ム
の
「
編
者

ま
え
が
き
」
に
は
、「
も
と
も
と
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
意

図
は
、
彼
の
数
学
と
論
理
学
に
か
ん
す
る
考
え
を
『
哲
学
探
究
』

の
中
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
な
ど
と
あ
る
。

育
て
」
と
い
う
語
彙
を
ふ
く
む
「
言
語
を
話
す
」
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、「
宗
教
間
対
話
が
先
験
的
に
こ
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
外
部
か
ら
進
言
す
る
」
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な
い
。

さ
ら
に
、
宗
教
間
対
話
や
宗
教
間
交
流
は
「
し
た
い
」
と
思
う

信
者
だ
け
が
お
こ
な
え
ば
よ
い
。
将
来
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い

が
、
現
在
、
宗
教
間
対
話
や
宗
教
間
交
流
に
興
味
が
あ
る
／
関

わ
っ
て
い
る
と
い
う
信
者
の
数
は
、
世
界
の
諸
宗
教
の
信
者
全

体
か
ら
み
れ
ば
、
ご
く
一
部
で
あ
ろ
う
。

一
一　

最
後
に

渡
邉
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
星
川
氏
が
今
回
発
表
さ
れ
た
最
大
の
成
果
は
、

世
俗
主
義
的
な
宗
教
間
対
話
の
研
究
者
と
信
仰
を
持
っ
た
宗

教
間
対
話
の
実
践
者
の
間
で
対
話
が
成
り
立
つ
か
ど
う
か
が

試
さ
れ
る
場
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
り
、
私
は
今
後
と

も
こ
の
よ
う
な
場
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
の
レ

ス
ポ
ン
ス
を
締
め
く
く
り
た
い
。

私
は
「
試
す
」
た
め
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
よ
う
だ
が
（
笑
）、
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の
可
能
性
に
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
可
能
性
も

あ
る
。

私
は
、「
宗
教
の
基
礎
付
け
の
拒
否
」
と
い
う
こ
と
と
、「
フ
ィ

デ
イ
ズ
ム
の
立
場
に
た
つ
」
と
い
う
こ
と
と
は
、
別
の
話
だ
と
考

え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
教
の
基
礎
付
け
を
拒
否
し
な
が
ら
も
、

宗
教
間
対
話
や
宗
教
間
交
流
は
可
能
だ
と
す
る
立
場
が
あ
る
、
と

み
て
い
る
。

4
	

祈
り
（B

eten

）
は
言
語
ゲ
ー
ム
の
最
後
の

4

4

4

例
で
あ
る
。
私
は
「
ウ

ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
〈
祈
り
〉
を
最
後
に
も
っ
て
き
て
い
る

の
は
偶
然
で
は
な
い
」
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
隠
さ
れ
た

深
い
意
味
」
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
い
ず
れ
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
論
じ
た
い
。

5
	

Ｃ
Ｄ
ロ
ム
に
収
め
ら
れ
た
二
〇
〇
〇
〇
頁
（
！
）
に
お
よ
ぶ
彼
の

遺
稿
が
誰
に
で
も
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
で
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
多
様
な
解
釈
が
可
能
で
あ
り
、
誰
も
が
認
め
る

「
正
統
派
」
は
存
在
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と

え
ば
『
探
究
』
は
出
版
さ
れ
て
五
〇
年
以
上
た
ち
、
世
界
の
研
究

者
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
謎
に
包
ま
れ

て
い
る
書
物
で
あ
る
。
さ
き
だ
つ
箇
所
で
、「
現
在
流
布
し
て
い

4

4

4

4

4

4

4

る4
『
探
究
』」
と
い
う
表
現
を
使
用
し
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
も
っ
と
長
生
き
し
て
い
れ
ば
、
別
の

形
で
『
探
究
』
を
出
版
し
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

2
	

ソ
ー
ル
・
ク
リ
プ
キ
の
「
規
則
」
を
め
ぐ
る
議
論
（『
ウ
ィ
ト
ゲ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
』
参
照
）
に
つ
い
て
一
言
述
べ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
発
表
で
の
文
脈
で
い
え
ば
、「
宗
教
的

行
為
は
宗
教
の
規
則
に
し
た
が
う
」「
ま
ず
規
則
が
先
に
あ
っ
て
、

行
為
は
そ
れ
に
従
う
」
と
考
え
る
か
、
そ
れ
と
も
、「
宗
教
の
規
則

は
宗
教
的
行
為
に
し
た
が
う
」「
ま
ず
行
為
が
あ
っ
て
、そ
の
後
で
、

そ
の
行
為
の
規
則
が
説
明
さ
れ
る
」
と
考
え
る
か
、
で
あ
る
。
私

の
立
場
は
も
ち
ろ
ん
前
者
で
あ
る
。
ク
リ
プ
キ
の
議
論
に
従
う
と
、

私
の
「
宗
教
言
語
ゲ
ー
ム
論
」
は
成
立
し
な
い
こ
と
は
自
覚
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
「
宗
教
言
語
ゲ
ー
ム
論
」
以
外

の
す
べ
て
に
も
当
て
は
ま
る
。
人
文
科
学
や
社
会
科
学
の
み
な
ら

ず
、
数
学
や
自
然
科
学
に
も
当
て
は
ま
る
の
だ
。
一
言
で
い
え
ば
、

諸
現
象
の
背
後
に
規
則
や
法
則
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が

い
か
な
る
も
の
か
は
同
定
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、

規
則
や
法
則
は
、
唯
一
で
は
な
く
、
複
数
（
多
数
）
存
在
し
う
る

か
ら
だ
。

3
	

マ
ル
コ
ム
の
こ
の
部
分
は
本
稿
に
と
っ
て
諸
刃
の
剣
の
よ
う
な
性

格
を
も
つ
。
彼
は
広
義
の
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ニ
ア
ン
・
フ
ィ

デ
イ
ス
ト
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
基
礎
付
け
主
義
の
否
定
の
例
と

し
て
引
用
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
立
場
だ
と
、
宗
教
を
め

ぐ
る
理
性
的
な
評
価
を
拒
否
す
る
、
宗
教
間
対
話
や
宗
教
間
交
流
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八
木 

か
な
り
い
ろ
ん
な
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
も

う
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ま
と
め
の
よ
う
な
も
の
を

し
ま
す
と
、
ま
ず
宗
教
を
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
捉
え
る

一
つ
の
視
点
で
す
ね
。
ゲ
ー
ム
と
言
う
悪
い
意
味
で
は

な
い
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
言
語
ゲ
ー
ム
と
し

て
捉
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
宗
教
間
対
話
も
ま
た
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て

捉
え
る
そ
う
い
う
視
点
が
あ
っ
て
、
宗
教
自
身
の
言
語

と
、
そ
れ
か
ら
宗
教
間
対
話
の
言
語
と
は
同
じ
で
は
な

い
と
い
う
ご
指
摘
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
議
論

が
展
開
し
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
第
一
に

個
別
的
な
宗
教
を
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
捉
え
る
、
そ
れ

は
捉
え
よ
う
と
思
え
ば
捉
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
全

く
問
題
は
な
い
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
言

鬼
界
氏
は
ラ
ス
コ
ー
の
壁
画
と
『
探
究
』
を
対
比
し
な
が
ら
、

次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

『
探
究
』
と
い
う
壁
画
全
体
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
描
か
れ
、

ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
は
未
だ
不
明
な
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
『
探
究
』
と
い
う
「
壁
画
」
が
描
か
れ
て
い
る
「
洞

窟
」
が
、
言
語
や
意
識
に
関
す
る
客
観
的
真
理
の
探
究
が
行
わ

れ
る
公
的
な
知
的
空
間
な
の
か
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と

い
う
個
人
が
自
ら
の
生
に
お
け
る
光
を
求
め
て
思
索
し
、
祈
り

な
が
ら
彷
徨
し
た
私
的
な
実
存
的
空
間
な
の
か
す
ら
不
明
な
の

で
あ
る
。（「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
『
探
究
』」『
月
間
言
語
』

二
〇
〇
六
年
七
月
号
） 

討
議
Ⅲ 

司 

会　

八
木
誠
一
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し
て
ね
。
た
と
え
ば
真
理
と
い
う
言
葉
を
研
究
す
る
場

合
に
そ
れ
が
対
応
す
る
言
葉
が
旧
約
聖
書
で
ど
う
使
わ

れ
て
い
る
か
、
同
時
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
宗
教
で
ど
う
使

わ
れ
て
い
る
か
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
ど
う
使
わ
れ
て
い
る

か
、
そ
うSprachgebrauch

で
研
究
を
す
る
わ
け
で
、

Sprachgebrauch

と
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
は
ど
う
関
わ
っ

て
い
る
か
と
言
う
こ
と
を
捨
象
し
て
し
ま
っ
て
、
言
葉

の
使
い
方
の
規
則
な
ん
で
す
よ
、
そ
の
言
葉
が
ど
う
い

う
他
の
言
葉
と
使
わ
れ
て
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
ど

う
い
う
位
置
を
占
め
る
か
と
い
う
言
葉
の
使
い
方
の
規

則
の
問
題
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
根
本
に
し
て
新
約
聖

書
に
お
け
る
例
え
ば
ア
レ
テ
イ
ア
な
ら
ア
レ
テ
イ
ア
と

い
う
言
葉
のSprachgebrauch

を
研
究
す
る
と
い
う
場

合
に
は
、
や
は
り
意
味
内
容
と
い
う
よ
り
は
使
わ
れ
方

の
規
則
、
ど
う
い
う
言
葉
と
使
わ
れ
、
ど
う
い
う
位
置

が
あ
っ
て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
使
わ
れ
た
ら
ど
う
い
う

言
葉
が
出
て
く
る
か
と
い
う
ふ
う
に
、
ま
っ
た
く
規
則

の
問
題
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
長
年
や
っ
て
き
ま
し
て
ね
、

新
約
事
典
と
い
わ
れ
る
膨
大
な
事
典
が
あ
る
わ
け
で
す

語
が
自
然
言
語
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
例
え

ば
禅
の
言
語
は
自
然
言
語
か
、
と
い
う
こ
と
が
一
つ
問

題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
も
自
然
言
語
で

は
な
い
と
言
っ
た
方
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
。

つ
ま
り
矛
盾
律
と
か
で
す
ね
、
同
一
律
と
か
そ
う
い
う

も
の
が
破
棄
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
外
観
を
呈
し
て
い
る

し
（
よ
く
聞
い
て
み
る
と
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
が
）、

ま
た
言
葉
の
象
徴
性
が
非
常
に
強
か
っ
た
り
し
て
、
詳

し
い
分
析
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
自
然
言
語

と
言
え
る
の
か
と
い
う
問
題
、
そ
れ
は
当
然
キ
リ
ス
ト

教
に
も
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
問
題
が

一
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
宗
教
間
対
話
の
言
語
が
問
題
に
な
っ
て
お

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
宗
教
研
究
の
言
語
と
い
う
も
の
も

あ
る
の
で
、
こ
れ
も
一
つ
の
言
語
ゲ
ー
ム
だ
と
思
う
の

で
す
が
、
た
と
え
ば
新
約
聖
書
の
研
究
と
い
う
も
の
は

二
〇
〇
年
以
上
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ

を
見
て
み
ま
す
と
実
際
上
は
確
か
に
言
語
ゲ
ー
ム
を
や

っ
て
い
た
ん
だ
な
、
と
言
え
る
よ
う
な
観
点
も
あ
り
ま
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れ
で
も
お
金
で
買
え
な
い
も
の
が
あ
る
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
途
端
に
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
は
ど

う
な
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
だ
か

ら
悪
く
す
る
と
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
と
い
う
考
え
方
は
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
と
の
関
係
を
捨
象
す
る
方
向
に
進
む
ん
じ
ゃ

な
い
か
、
と
。
お
そ
ら
く
渡
邉
さ
ん
の
反
論
は
そ
う
い

う
と
こ
ろ
か
ら
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
は
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
や
言
語
ゲ
ー
ム
理

論
が
無
意
味
だ
と
言
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
実
際
新
約

研
究
は
二
〇
〇
年
以
上
な
さ
れ
膨
大
な
研
究
も
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
無
意
味
だ
と
は
言
え
な
い
の
で
す
が
、
言

語
ゲ
ー
ム
と
い
っ
た
場
合
そ
れ
が
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
捨
象
さ
れ
て
た
だ
規
則
だ
け
を
明
ら

か
に
す
れ
ば
良
い
と
言
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る

か
、
と
い
う
問
題
が
一
つ
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
星
川
先
生
は
た
だ
規
則
だ
け
を
見
て
れ
ば
良
い

と
仰
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

そ
う
い
う
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら

宗
教
間
対
話
を
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
見
た
場
合
の
そ
の

よ
。
そ
れ
を
見
て
み
る
と
、
そ
う
い
う
観
点
か
ら
見
れ

ば
、
言
語
ゲ
ー
ム
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
た
ん
だ
な
ぁ

と
、
つ
ま
り
宗
教
研
究
の
言
葉
で
す
ね
。
そ
れ
も
そ
う

な
ん
で
、
た
だ
悪
い
意
味
で
一
つ
の
極
端
と
し
て
で
す

が
、
言
葉
と
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
の
関
係
を
捨
象
す
る
こ

と
が
で
き
る
ん
で
す
。
で
き
る
か
ら
今
言
っ
た
よ
う
な

規
則
を
取
り
出
す
こ
と
が
可
能
な
の
で
、
そ
う
す
る
と

ど
う
な
る
か
と
い
う
と
、
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が

ど
う
と
い
う
の
で
は
な
く
悪
い
意
味
で
で
す
が
、
マ
ネ

ー
ゲ
ー
ム
と
同
じ
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
実
際
の
経
済

と
は
無
関
係
に
、
た
と
え
ば
お
金
を
銀
行
に
預
け
た

り
、
株
式
を
買
っ
た
り
、
投
資
を
し
た
り
し
て
お
金
を

動
か
す
と
い
う
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
は
成
立
す
る
わ
け
で
す

よ
ね
。
と
こ
ろ
が
悪
い
意
味
で
の
新
約
研
究
と
の
対
応

を
求
め
て
い
く
と
、
あ
る
と
き
ふ
と
そ
う
や
っ
て
儲
け

た
お
金
が
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
に
換
え
ら
れ
な
い
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
た
、
そ
う
な
る
と
ど
う

な
る
か
と
言
う
と
破
綻
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
ね
。
実

際
は
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
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い
ろ
い
ろ
と
問
題
を
提
起
し
ま
し
た
が
、
今
か
ら
は

フ
ロ
ア
ー
の
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

落
合 

星
川
先
生
と
僕
は
も
ち
ろ
ん
立
場
が
違
う
の
で
す
が
、

今
の
文
脈
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
こ
の
図
で
言
う
と
、

星
川
先
生
は
第
二
水
準
の
言
論
に
よ
る
対
話
を
指
摘

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
て
、
僕
が
や
っ
て
い
る
の
は
こ
の

第
二
水
準
の
言
論
に
よ
る
対
話
の
一
つ
の
例
な
ん
で
す

ね
。
で
す
か
ら
、
星
川
先
生
は
一
般
理
論
で
、
僕
が
や

っ
て
い
る
の
は
個
別
的
な
実
践
例
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
先
ほ
ど
議
論
の
中
で
こ
の

学
会
で
は
あ
る
意
味
西
田
哲
学
と
い
う
の
が
共
通
の
基

盤
に
な
り
う
る
と
い
う
の
が
八
木
先
生
の
ご
意
見
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
西
田
哲
学
と
い
う
の
も
個
別
の
宗

教
に
と
っ
て
は
第
二
水
準
の
言
論
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
西
田
哲
学
が
や
れ
る
こ
と
や
れ
な
い
こ
と
と
い
う

の
は
随
分
ご
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
敢
え
て
西
田
哲
学
は
哲
学
で
自
然
言
語
で
行

言
語
の
性
質
は
何
な
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
っ
て
、
最

後
に
宗
教
間
の
対
話
が
成
功
し
た
と
言
わ
れ
る
と
き
の

判
断
基
準
は
何
な
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
新
約
聖
書
の
研
究
等
か
ら
わ
た
く
し
の
研

究
で
言
え
る
こ
と
は
、
突
き
詰
め
る
と
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

同
士
も
そ
う
な
ん
で
、
つ
ま
り
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
ど
う

し
て
他
宗
教
が
一
つ
の
同
じ
根
拠
に
関
わ
っ
て
い
る
と

言
え
る
の
か
と
聞
か
れ
る
と
、
こ
れ
は
良
く
議
論
に
な

る
問
題
で
す
し
、
わ
た
く
し
自
身
も
よ
く
問
い
詰
め
ら

れ
る
の
で
す
が
、そ
う
い
う
と
き
に
よ
く
言
う
の
は
「
二

人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
い
る
と
、
同
じ
教
会
に
行
っ
て
、

同
じ
聖
書
を
読
ん
で
い
る
、
し
か
し
同
じ
神
様
を
拝
し

て
い
る
と
い
う
証
拠
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
と
。
見
せ
て

く
れ
」
と
言
っ
て
黙
ら
せ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
宗
教
間
の
対
話
が
可
能
か
ど
う
か
を
突
き
詰
め
て
み

る
と
、
個
人
の
対
話
が
可
能
か
ど
う
か
と
言
う
問
題
に

帰
着
し
ま
す
。
わ
た
く
し
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
パ
ウ

ロ
と
ヨ
ハ
ネ
と
イ
エ
ス
を
集
め
て
議
論
を
さ
せ
た
ら
収

拾
つ
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。
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分
の
論
的
帰
結
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
性
質
を
も
っ

て
い
る
わ
け
で
、
数
学
と
い
う
も
の
は
そ
こ
が
強
い
の

だ
と
わ
た
し
は
思
い
ま
す
。
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
こ
う

こ
う
言
う
と
、
そ
の
結
果
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
つ
こ

と
の
帰
結
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
本
人
が
気
づ
か

な
い
も
の
を
含
め
て
出
せ
る
と
、
出
し
た
プ
ロ
セ
ス
は

客
観
的
に
み
ん
な
の
受
容
可
能
な
も
の
と
な
る
。
そ
こ

で
は
じ
め
て
そ
の
非
自
然
言
語
に
よ
る
議
論
の
意
味
と

い
う
も
の
が
出
て
く
る
と
わ
た
し
は
思
い
ま
す
。
つ
ま

り
西
田
哲
学
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
数
学
に
直
す
こ

と
に
よ
っ
て
本
人
も
気
づ
か
な
か
っ
た
よ
う
な
本
当
の

帰
結
が
こ
う
だ
と
言
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
い
う
形

で
議
論
が
展
開
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
可
能

性
で
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
確
か
に
こ
れ
は
非
常

に
新
し
い
方
法
で
す
か
ら
反
発
が
強
い
の
は
正
直
あ
る

の
で
す
ね
。
宗
教
の
方
に
反
発
が
起
こ
る
の
は
も
と
も

と
分
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
数
学
の
方
で
も
集
合
論
の

専
門
家
と
い
う
の
は
最
近
若
い
人
で
育
っ
て
き
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
最
近
新
し
い
本
を
出
し
ま
し
て

わ
れ
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
非
自
然
言
語
で
、

た
と
え
ば
数
学
的
な
言
語
で
こ
れ
を
言
い
換
え
る
と
い

う
こ
と
に
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
渡
邉
先
生
の
コ
メ
ン

ト
の
中
に
い
ろ
い
ろ
と
首
肯
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
数
学
は
絶
対
無
や
相
対
無
を
取
り
扱
え

な
い
と
い
う
の
は
嘘
で
あ
り
ま
し
て
、
ま
さ
に
そ
れ
を

取
り
扱
う
か
ら
集
合
論
な
わ
け
で
、
ま
た
超
越
概
念
は

な
い
と
仰
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
集
合
論
こ
そ
超
越

概
念
を
扱
う
数
学
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
別
に
わ
た
く

し
が
言
い
出
し
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
こ
う
い
う
こ
と

は
常
識
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
は
お
書
き

に
な
ら
な
い
よ
う
に
。
そ
の
上
で
、
西
田
哲
学
で
問
題

に
し
て
い
る
相
対
無
で
も
絶
対
無
で
も
な
ん
で
も
い
い

の
で
す
が
、
そ
れ
を
数
学
的
な
集
合
論
の
言
葉
に
翻
訳

し
て
や
る
と
ど
う
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
と
言
う
と
、

自
然
言
語
、
思
弁
と
い
う
も
の
は
も
ち
ろ
ん
大
変
有
力

な
も
の
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分
の
論
的
帰
結
と
い
う
も

の
が
見
え
な
い
の
で
す
ね
。
つ
ま
り
自
信
を
も
っ
て
自
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言
語
ゲ
ー
ム
と
い
う
こ
と
が
や
は
り
生
活
様
式
、
こ

こ
に
要
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
生
活
様
式
の

中
か
ら
抽
象
化
の
方
向
に
、
あ
る
い
は
西
田
の
純
粋
経

験
と
い
う
の
も
極
端
な
一
つ
の
生
活
様
式
で
、
そ
れ
を

抽
象
化
す
る
方
向
に
数
学
の
よ
う
な
外
面
化
、
客
観
化
、

抽
象
化
、
記
号
化
、
最
後
に
は
「
一
」
に
な
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
内
面
化
し
て
い
く
と
、
内
面
化
、

主
体
化
、
具
体
化
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
「
一
」
に
な

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
わ
た
く
し
は

昔
か
ら
そ
こ
が
「
一
」
と
い
う
こ
と
で
円
環
的
に
一
つ

に
な
っ
て
い
く
は
ず
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

今
ま
で
は
す
べ
て
の
事
柄
に
根
拠
が
あ
る
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
がnihil est sine ratione

根
拠
律
に
は
根
拠
が
な
い
と
言
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ

れ
が
今
日
星
川
先
生
の
お
話
を
伺
っ
て
言
語
ゲ
ー
ム
に

も
根
拠
付
け
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
て
、
こ

れ
が
内
面
化
の
方
向
と
し
て
入
っ
て
い
る
の
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
抽
象
化
と
内
面
化
を
分
け
て

し
ま
っ
て
い
た
の
が
今
ま
で
で
、
抽
象
化
は
抽
象
化
だ

ね
、
そ
の
中
に
集
合
論
を
使
っ
て
神
学
と
か
宗
教
を
や

っ
て
い
る
奴
が
い
る
が
こ
れ
は
オ
カ
ル
ト
だ
と
言
う
の

で
す
ね
。
そ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
は
僕
し
か
思

い
つ
か
な
い
の
で
、
き
っ
と
僕
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る

の
だ
と
思
う
の
で
す
が
。
そ
う
い
う
よ
う
に
数
学
者
も

反
発
す
る
し
、
宗
教
者
は
当
然
数
学
な
ん
か
で
神
秘
宗

教
を
書
け
る
わ
け
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
反
発
を
す
る
。

で
も
、
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
違
う
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
基

本
的
な
考
え
方
で
す
。

花
岡 

大
変
す
ば
ら
し
い
ご
発
表
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
八
木
先
生

か
ら
も
言
語
ゲ
ー
ム
と
い
う
お
話
が
あ
っ
た
の
で
す
け

れ
ど
も
、
本
当
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
簡
単

に
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
落
合
先
生
が
宗
教
倫
理
学

会
で
何
回
も
ご
講
演
を
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
の
疑
問

を
E
メ
ー
ル
で
や
り
と
り
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
蓄
積

の
中
で
今
日
を
迎
え
た
こ
と
で
理
解
で
き
た
こ
と
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
。
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す
。
こ
れ
は
も
と
も
と
一
つ
に
重
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
実
際
は
理
系
、
文
系
と
分

れ
て
い
る
よ
う
に
ど
っ
ち
か
し
か
な
い
と
い
う
ふ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
も
そ
も
お
か

し
い
の
で
し
て
、
両
方
を
一
度
に
で
き
な
い
か
ら
片
一

方
か
ら
初
め
て
、
た
ま
た
ま
長
生
き
で
き
る
と
反
対
方

向
の
も
の
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
う
の
で

す
。
言
語
ゲ
ー
ム
と
い
う
の
は
根
拠
付
け
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
内
面
化
の
方
向
か
ら
抽
象
化
の
方
向
に
も

入
っ
て
行
き
ま
す
し
、
あ
る
い
は
内
面
化
の
方
向
に
も

西
田
哲
学
は
や
っ
ぱ
り
一
つ
の
非
自
然
言
語
だ
と
い
う

お
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
う
な
る
と
宗
教
を
表
現
化

し
て
い
く
と
そ
こ
に
抽
象
化
が
出
て
き
て
、
内
面
化
と

謂
え
ど
も
そ
こ
に
表
現
と
言
う
こ
と
で
非
自
然
言
語
が

入
っ
て
く
る
と
。
そ
こ
で
の
対
話
と
い
う
こ
と
で
す
か

ら
、
ほ
ん
と
う
の
こ
れ
か
ら
将
来
進
む
べ
き
対
話
は
、

そ
の
非
自
然
言
語
と
自
然
言
語
と
か
（
そ
の
よ
う
な
）

対
立
と
言
う
よ
り
も
、
そ
こ
で
ほ
ん
と
に
両
者
が
一
つ

だ
と
言
う
こ
と
が
す
べ
て
の
宗
教
に
お
い
て
語
れ
た
ら

け
で
、
内
面
化
は
内
面
化
だ
け
で
や
っ
て
い
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
や
は
り
二
〇
世
紀
初
め
に
新
し
い
物
理
学
が

出
て
き
て
以
来
、
あ
る
い
は
も
っ
と
昔
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
来
た
と
き
に
私
の
考
え
は
両
方
向

が
同
時
に
、
抽
象
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
具
体
化
が
、
具

体
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
抽
象
化
が
生
じ
る
、
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
わ
た
し
は
今
ま
で
数
学
や
物

理
学
そ
う
い
う
方
向
が
な
か
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
を
一
生
懸
命
、
今
勉
強
し
て
い
ま
す
。
や
は

り
悪
を
知
れ
ば
善
を
も
と
、
二
極
性
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
一
極
を
知
っ
た
っ
て
何
も
分
ら
な
い
。
や
は

り
両
極
の
両
方
を
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
し
か
も

二
一
世
紀
は
「
根
拠
律
に
は
根
拠
が
な
い
」
と
い
う
ハ

イ
デ
ガ
ー
の
そ
こ
が
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
こ
で
対
話
を
し
て
い
く
と
い
う
と
き
に

は
、
諸
宗
教
は
抽
象
化
の
色
々
な
段
階
を
、
内
面
化
の

色
々
な
段
階
を
経
験
し
ま
す
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
第
一

哲
学
と
第
二
哲
学
で
言
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ

こ
か
ら
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
も
と
も
と
得
て
い
る
わ
け
で
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て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
基
本
的
に
は
（
わ
た
く
も
）
同

じ
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
個
々
の
点
に
つ
い
て
二
、

三
言
い
た
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば
子
ど
も
の
な

い
会
員
の
皆
さ
ん
は
「
ど
う
し
て
子
ど
も
が
い
な
い
の

に
子
育
て
に
つ
い
て
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
言

わ
れ
た
ら
ど
う
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ね
。
実
は
わ
た
し
に
は
子
ど
も
が
な
い
、

子
ど
も
の
な
い
会
員
の
わ
た
し
が
代
表
者
と
い
う
意
味

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
は
子
ど
も
の
な
い
会
員
の

一
人
で
す
か
ら
、「
ど
う
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
？
」
と
い

う
ふ
う
に
問
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
何
か
応
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
今
度
は
で

す
ね
、
末
木
（
剛
博
）
さ
ん
の
西
田
に
つ
い
て
の
本
で

す
ね
。
そ
の
こ
と
に
触
れ
て
、
こ
れ
は
こ
こ
に
書
い
て

い
る
よ
う
に
西
田
哲
学
を
記
号
論
理
で
読
み
解
く
と
い

う
趣
旨
の
本
で
す
が
、
こ
れ
も
「
貴
学
会
の
京
都
学
派

の
先
生
方
は
こ
の
労
作
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を

さ
れ
た
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
京

都
学
派
の
先
生
の
一
人
と
い
よ
り
も
、
西
田
哲
学
も
読

と
い
う
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
込

み
入
っ
て
い
て
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
か
ど
う
か
分
り

ま
せ
ん
が
、
大
変
多
く
の
も
の
を
、
と
く
に
根
拠
が
な

い
と
い
う
こ
と
が
言
語
ゲ
ー
ム
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が

今
日
一
番
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

星
川 

そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
嬉
し
い
で
す
。

花
岡 

西
田
で
も
絶
対
無
と
言
い
ま
す
が
、
場
所
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
全
体
的
な
力
動
的
な
あ
り
方

そ
の
も
の
が
「
絶
対
無
の
場
所
」
と
「
場
所
」
と
「
於

い
て
あ
る
場
所
」、
と
言
っ
て
な
に
か
ど
こ
か
に
肯
定

的
な
場
所
が
あ
り
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
も
の

は
な
く
て
、
す
べ
て
動
き
で
は
な
い
か
、
と
。
生
成
の

限
り
な
さ
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

上
田 

二
、三
発
言
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は

今
日
の
テ
ー
マ
そ
の
も
の
に
関
す
る
こ
と
で
は
な
い
の

で
す
け
れ
ど
も
、
テ
ー
マ
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
だ
い

た
い
八
木
（
誠
一
）
先
生
が
今
ず
っ
と
最
後
に
ま
と
め
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子
ど
も
の
側
か
ら
ど
う
い
う
風
に
感
じ
て
き
た
か
、
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
実
際
友
人
で
も
、

子
ど
も
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
と
い
う
人
も
、
子
ど

も
を
亡
く
さ
れ
た
人
も
多
い
か
ら
、
そ
う
い
う
人
と
接

す
る
中
で
色
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
り
思
っ
た
り
す
る
わ

け
な
の
で
、
や
っ
ぱ
り
何
が
し
か
の
こ
と
を
言
う
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
の
で
す
ね
。
だ
け
ど
や
っ
ぱ
り
何
が

し
か
の
こ
と
を
言
う
に
し
て
も
、
自
分
に
は
子
ど
も
が

な
い
か
ら
ね
、
子
育
て
の
苦
労
は
本
当
は
分
ら
な
い
ん

だ
ろ
う
な
と
い
う
そ
の
気
持
ち
が
一
番
の
基
礎
に
あ

る
。
そ
の
上
で
、
わ
た
く
し
と
し
て
は
こ
こ
で
見
る
と

か
考
え
る
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
決
し
て

根
拠
を
言
え
と
言
わ
れ
て
根
拠
を
言
う
と
い
う
意
味
で

は
な
く
て
、「
ど
う
し
て
子
ど
も
が
な
い
の
に
子
育
て

に
つ
い
て
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
。
そ
れ

こ
そ
自
然
な
意
味
で
「
ど
う
し
て
」
と
い
う
こ
と
に
は
、

応
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
ね
。
ま
ず
そ
れ
に

つ
い
て
は
こ
れ
だ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
末
木
さ
ん
の
本
に
関
し
て
は
、
こ
れ
は
記

ん
で
き
た
し
、
そ
れ
か
ら
末
木
さ
ん
の
こ
の
本
が
出
た

と
き
に
こ
う
い
う
性
格
の
本
だ
か
ら
比
較
的
詳
し
く
き

ち
ん
と
読
ん
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
感
想
は
（
も
う
こ
れ

は
随
分
前
の
も
の
な
の
で
す
が
）、
末
木
さ
ん
ご
自
身

に
お
伝
え
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
し
あ
た
っ
て
ま

ず
は
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
に
お
答
え
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

子
ど
も
の
な
い
夫
婦
は
実
際
に
子
育
て
を
し
た
こ
と

が
な
い
か
ら
で
す
ね
、
子
育
て
に
つ
い
て
語
る
資
格
が

な
い
と
言
わ
れ
た
ら
ど
う
思
う
か
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
わ
た
し
は
ま
ず
こ
う
い
う
風
に
言
わ
れ
た
ら
で
す

ね
、
子
育
て
を
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
子
育
て
を
し
た

人
の
苦
労
は
分
ら
な
い
と
、
ま
ず
最
初
に
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
上
で
、
し
か
し
、
子
育
て
に
つ
い
て
や
っ

ぱ
り
何
が
し
か
の
色
々
感
想
と
か
考
え
は
、
持
た
ざ
る

を
得
な
い
の
で
す
ね
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
わ
た

し
は
子
育
て
を
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、

わ
た
し
は
親
の
子
と
し
て
育
っ
て
き
た
わ
け
で
す
か

ら
、
親
と
子
の
間
で
ね
、
そ
の
子
育
て
と
い
う
こ
と
を
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文
字
と
し
て
は
読
め
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
だ
け
れ
ど
も
、

そ
の
ゴ
ル
フ
を
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
立
場
で
ね
、

文
字
と
し
て
は
読
め
て
も
何
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の

か
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
は
分
ら
な
い
と
思
う
の
で
す

よ
ね
。
こ
れ
は
非
常
に
大
き
な
一
つ
の
事
態
だ
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
テ
キ
ス
ト
を
読
む
と
い
う
こ
と
と
、
テ

キ
ス
ト
が
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
の

「
何
」
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
と
は
単
純
に
直
結
し

て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
末
木
さ
ん
の
本
、
こ
れ
は
四
冊
も
あ
っ
て
だ
ん

だ
ん
太
く
な
っ
て
く
る
ん
で
す
が
、
わ
た
し
が
読
ん
で

思
っ
た
の
は
、
テ
キ
ス
ト
を
正
確
に
読
む
と
い
う
た
め

に
こ
う
い
う
末
木
さ
ん
の
読
み
方
、
こ
う
い
う
も
の
に

触
れ
る
こ
と
は
大
切
だ
な
と
思
う
わ
け
で
す
。
多
く
の

場
合
、
今
度
は
逆
に
、
テ
キ
ス
ト
を
き
ち
ん
と
読
ま
な

い
で
ど
こ
か
で
「
あ
っ
、
こ
れ
だ
」
と
い
う
ふ
う
に
思

い
込
ん
で
、
今
度
は
そ
こ
か
ら
解
釈
し
て
い
く
人
が
非

常
に
多
い
と
は
言
わ
な
い
け
れ
ど
も
、
い
な
い
こ
と
は

な
い
わ
け
で
す
ね
。
殊
に
西
田
哲
学
の
テ
キ
ス
ト
の
場

号
論
理
学
的
に
西
田
哲
学
を
読
み
解
く
と
い
う
こ
と
で

す
け
れ
ど
も
、
末
木
さ
ん
の
場
合
に
は
そ
の
点
立
場
を

は
っ
き
り
と
猛
烈
に
極
端
に
出
し
て
い
る
ん
で
す
よ

ね
。「
西
田
哲
学
と
い
う
の
は
何
万
語
の
言
葉
の
み
で

あ
る
、
そ
れ
以
外
の
も
の
で
は
な
い
」。
こ
れ
は
ど
こ

か
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
序
文
か
ど
こ
か
に
書
い
て
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
厳
密
な
意
味
で
「
言
葉
」
と

し
て
テ
キ
ス
ト
を
読
む
、
そ
し
て
そ
の
読
み
方
と
し
て

記
号
論
理
学
に
の
っ
と
っ
て
、
と
い
う
こ
と
を
し
て
お

ら
れ
る
わ
け
で
。
そ
れ
は
、
そ
の
限
り
で
そ
う
い
う
読

み
方
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
分
り
ま

す
。
分
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
読
ん
で
で
す
ね
、
わ
た
く

し
は
そ
の
と
き
伝
え
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
わ
た
し
は

ゴ
ル
フ
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
、
テ
レ
ビ
に
出
て

き
た
り
、
最
近
良
く
ゴ
ル
フ
の
試
合
に
つ
い
て
こ
う
だ

っ
た
と
か
、
結
果
の
報
告
が
あ
っ
て
専
門
の
言
葉
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
わ
た
し
は
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い

て
全
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て
書
い

て
い
る
本
を
わ
た
く
し
が
読
む
と
し
ま
す
ね
。
こ
れ
は
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一
つ
の
ゲ
ー
ム
と
し
て
一
つ
の
規
則
に
従
っ
て
い
る
か

ら
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
数
学
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
見
れ
ば
、
そ
れ
は
は
っ
き
り
そ
う
言
え
ま
す
ね
。
だ

け
れ
ど
も
途
中
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
と
い
う
こ
と
ね
、

そ
の
こ
と
自
身
を
ど
う
理
解
す
る
か
、
と
。
も
し
そ
の

言
語
ゲ
ー
ム
が
生
活
様
式
で
あ
り
、
生
活
様
式
が
生
活

を
作
り
出
す
と
、
こ
う
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
す
れ
ば
、

や
っ
ぱ
り
数
学
を
し
な
が
ら
途
中
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む

と
い
う
、
そ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
と
い
う
こ
と
自
身
を

含
ん
だ
「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
理
解

で
き
な
け
れ
ば
具
合
が
悪
い
と
思
う
の
で
す
ね
。

そ
れ
と
、
そ
こ
ま
で
含
め
て
あ
る
種
の
ゲ
ー
ム
だ
と

言
え
る
と
し
て
も
、
そ
れ
で
は
そ
れ
は
ど
う
い
う
ゲ
ー

ム
か
と
い
う
こ
と
ね
。
そ
れ
を
も
う
少
し
ど
う
言
う
か
。

そ
れ
か
ら
さ
っ
き
の
数
学
だ
と
、
自
然
言
語
と
数
学
に

関
し
て
、
落
合
さ
ん
が
言
わ
れ
ま
し
た
ね
。
そ
し
て

自
然
言
語
に
対
し
て
数
学
の
持
つ
意
味
と
い
う
か
、
あ

る
い
は
大
き
な
意
味
を
は
っ
き
り
お
出
し
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
確
か
に
そ
う
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
え
る
の

合
は
、
教
え
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
難
し
い
と
い
う
こ
と

と
、
何
か
が
言
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
予
感
さ
せ

て
、
そ
の
何
か
が
あ
る
一
行
と
か
数
行
と
か
、
そ
れ
で

何
か
に
光
が
当
て
ら
れ
て
分
っ
た
と
い
う
風
に
思
え
る

よ
う
な
、
そ
う
い
う
少
し
変
わ
っ
た
テ
キ
ス
ト
な
ん
で

す
ね
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
な
ん
て
言
う
か
ツ
ー
ッ
と

読
ん
で
き
て
何
か
が
自
分
の
心
に
ポ
ッ
と
触
れ
た
も
の

を
「
こ
れ
だ
」
と
言
っ
て
そ
こ
か
ら
解
釈
す
る
人
、
こ

れ
は
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

や
っ
ぱ
り
少
な
く
と
も
思
想
の
言
語
で
す
か
ら
、
テ
キ

ス
ト
を
正
確
に
読
む
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
は
欠
か
す
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
へ
の
非
常
に
強
力
な
一
種
の

反
面
鏡
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
末
木
さ
ん
の
テ
キ
ス
ト

を
わ
た
く
し
は
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
学
の
話
が
で
て
き
ま
し
た
ね
。
数
学
者

が
数
学
を
し
て
て
、
そ
し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
ま
た

数
学
を
は
じ
め
る
、
と
。
ど
う
し
て
そ
う
い
う
こ
と
が

で
き
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
数
学
そ
の
も
の
が
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対
話
と
い
う
言
葉
が
特
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
そ
れ
は
や
は
り
お
そ
ら
く
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ー
バ

ー
の
『
我
と
汝
』
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
使
わ
れ
て
き
て

い
る
場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
対
話
と

い
う
の
は
、
た
だ
話
し
合
え
ば
対
話
と
い
う
も
の
で
は

な
く
て
、
だ
か
ら
ブ
ー
バ
ー
に
従
っ
て
非
常
に
狭
い
意

味
で
の
対
話
、
個
々
人
で
も
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
で
も
、

向
か
い
合
っ
て
何
か
を
言
え
ば
そ
れ
は
い
ず
れ
に
し
て

も
対
話
の
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
こ
と

は
ち
ゃ
ん
と
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
殊
に
宗
教
間
対
話
と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
る
と
き

の
対
話
は
、
そ
れ
は
基
本
的
に
は
ブ
ー
バ
ー
に
の
っ
と

っ
た
理
解
に
従
っ
て
い
る
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ

の
と
き
に
は
、
対
話
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く

と
も
最
小
限
度
の
前
提
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。ブ

ー
バ
ー
の
言
葉
で
言
う
と
長
く
な
る
の
で
言
い
換

え
る
と
で
す
ね
、
結
局
ね
、
相
手
の
言
う
こ
と
を
聞
く

と
い
う
こ
と
と
、
自
分
が
言
う
べ
き
こ
と
を
持
っ
て
い

だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
場
合
で
も
そ
れ
だ
っ
た
ら
自
然
言

語
で
話
す
こ
と
を
や
め
て
ね
、
み
ん
な
数
学
で
語
り
合

う
と
い
う
こ
と
が
「
生
活
」
に
な
る
の
か
、
と
。
生
き

る
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ
う
い
う
問
題
が
や
っ
ぱ
り
残

る
と
思
う
の
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
数
学
は
自
然
言
語

を
卓
越
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
出
せ
て

い
る
と
し
て
も
、
自
然
言
語
で
話
す
、
自
然
言
語
で
語

り
合
う
こ
と
の
意
味
・
機
能
、
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
、
そ
れ
を
ど
う
理
解
す

る
か
。
そ
の
こ
と
ま
で
数
学
で
と
い
う
こ
と
が
、
ま
ぁ

一
種
の
メ
タ
数
学
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
可

能
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
や
っ
ぱ
り
あ
る
と
思
い
ま

す
ね
。

そ
れ
か
ら
最
後
に
対
話
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
言
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
対
話
の
条
件
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
挙
げ
ら
れ
た
対
話

の
例
、
た
と
え
ば
喧
嘩
別
れ
す
る
と
か
ね
、
そ
う
い
う

こ
と
で
も
も
ち
ろ
ん
意
味
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で

し
た
ね
。
こ
れ
は
確
か
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
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り
と
聴
く
と
い
う
相
手
を
聞
く
と
い
う
態
度
、
そ
れ
が

や
っ
ぱ
り
対
話
の
基
本
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
の
意

味
で
も
、
原
理
的
・
哲
学
的
な
こ
と
に
つ
い
て
ず
っ
と

続
け
て
い
く
と
い
う
こ
の
会
の
あ
り
方
は
、
外
か
ら
見

て
い
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
致
し
ま
す
。

今
日
は
お
招
き
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

渡
辺 

お
互
い
言
い
た
い
こ
と
は
は
っ
き
り
言
っ
て
、
そ
れ
で

最
後
に
は
ち
ゃ
ん
と
（
対
話
が
）
成
り
立
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
、
そ
の
意
味
で
大
変
意
義
が
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
星
川
先
生
は
入
会
さ
れ
る

か
ど
う
か
判
断
が
つ
か
な
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
是
非
今
後
と
も
こ
う
い
っ
た
現
実
の
対
話

の
場
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
加
わ
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
願
っ
て
、
わ
た
く
し
の
コ
メ
ン
ト
の
終
わ
り

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

る
と
い
う
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
対
話
は
成

立
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、

対
話
の
成
果
と
か
対
話
の
失
敗
と
か
が
よ
く
言
わ
れ
ま

す
け
れ
ど
も
、
対
話
と
い
う
の
は
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
で

あ
っ
て
、
一
回
こ
う
こ
う
し
て
成
功
と
か
失
敗
と
か
、

成
果
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
繰
り
返
し
対
話
・
反
復

と
い
う
か
、
つ
ま
り
対
話
す
る
と
い
う
あ
り
方
を
す
る

と
い
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
殊
に

宗
教
間
の
対
話
と
い
う
場
合
に
は
。

八
木 

対
話
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
相
互
了

解
な
ん
で
、
相
互
了
解
で
き
た
か
ど
う
か
と
い
う
の
は

結
局
二
人
の
間
の
言
語
シ
ス
テ
ム
に
翻
訳
可
能
性
が
あ

る
か
ど
う
か
と
い
う
、
結
局
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
う

の
で
す
け
ど
、
ま
ぁ
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
最
後

に
一
言
ず
つ
星
川
先
生
と
渡
辺
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

星
川 

上
田
先
生
が
仰
る
よ
う
に
、
自
分
の
中
に
話
す
価
値
の

あ
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
相
手
の
話
を
し
っ
か


